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三菱電機技報Ⅷ.卵山.印鄭
民生用半導体特集
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表紙

民生用半導体

当社が世界に先駆けて開発・量産化した

ワンチップカラー TV 用信号処理 IC,

M51307SP。映像中間周波,音声中間周

波,映像,色,偏向の各信号処理機能を

内蔵した画期的なIC。りニア言田,400素

子,ディジタル音隣3ゲート,全容量値郭0

PF,チ,フ゜サイズは17mm2で,従来2 個
のICで構成されていた場合に上ヒベ,チッ

プサイズは70%に縮小された。1Cの安定

陛や信号の干渉に注意を払ったほか,棄斤

たな回路の採用によ 1)立諾子数の削減を図

るなどセットとしての設言十のしやすさを

考慮してある。

背景はVTR,プリンタ, DAD,複写機

など民生・事務機器の市噛卸に適したCMOS

8 ビット専用マイクロコンピュータ,

《MELPS 740シリーズ》のウェーハの写

真である。
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民生用半導体の展望
渡辺仁三

三菱電機技報 V01.59・N08PI~2

様々な新分野に民生用エレクトロニクス機器が進出し,これに応じて民

生用半導体もますます高機能・高密度・高集積化,低消費電力・低価格

化を目指す新製品開発がピッチを早めている。マクロ統言十では半導体全

体に占める比重は次第に産業用に移っているが,孝斤製品の出現と新応用

分野の広がりにつれて,民生用,産業用という在来カテゴリによるとら

え方を超えて,新たな発想と着眼点をもって変容を続ける民生用半導体

を分析する。

アブストラクト

CMOS 8ビット1チップマイコン M50754-X X XSP

田代哲・山田圀裕・山口雅史・石丸善行

三菱電機技報 V01.59・N08P3~フ

民生用機器の高機能化に伴って8ビット1チップマイコンの需要が高ま

つており,当社でも種々のマイコンを開発している。本稿では, VTRの

タイマ及びチューナー機能での使用を意識して開発したM50754-XXX

SPについて述ベる。特に,1チップマイコンのハードウェアとソフトウ

エアとの役割分担をVTRでの応用例をもって示し,ハードウェアのシス

テム構成をどのような背景で行ったかについて述ベる。

ゼニス方式米国TV音声多重復調用IC
加藤喜久男

三菱電機技報 V01.59・NO.8P17~20

米国におけるゼニス方式TV音声多重信号復調用として,音声ノイズリダ

クシ,ン回路を除く全機能を 1チップ化したICを開発した。ステレオ復

調は安定性の優れたPLL方式を用い,副音声プログラム復調には無調整,

かつ検波直線性の良いパルスカウント方式FM検波を用いて高性能化を

図っている。また,副音声プログラムの信号検出は,弱電界などの悪条

件でも安定かつ高感度を実現している。

シングルチッフ垪3CRTコントローラM58992P

樋口敬三・脇本欣吾・谷川俊之・立石浩

三菱電機技報 V01.59NO.8P8~12

表示コントローラLS1は近年の事務・家庭用機器分野ヘのマイコンの浸

透に伴い,コンピュータと人問とのインタフェースを行う重要な機能と

して重要視されている。こうした市場を対象に, M58992PはCRT制御に

必要な多くの機能をLS1化することで,従来よりも廉価なCRT制御シス

テムを提供するために製品化されている。ここではシングルチップCRT

コントローラM58992Pの概要と特長を紹介する。

＼

Hi-Fi vTR用音声信号処理IC

梅山竹彦・福山誠・上里将史

三菱電機技報 V01.59NO.8P21~24

家庭用VTRの普及率は著しく,4軒に 1台から3軒に 1台となりっつぁ

る。最近のVTR市場では,映像だけでなく音声にも高忠実な記'承/再生

が要求されている。

この要求に対応するため,今回醐一FivTRの音声処理信号処理用と

してM51655P/FP (ノイズリダクション用), M51656P/FP (FM変復調

用)の21Cを開発したので,その構成と機能について紹介する。

カラーテレビ用信号処理1チップ1C

橋本菅雄

三菱電機技報 V01.59・N08P13~16

カラーテレビの全信号処理を1チップで行うりニアディジタル混在の

LSI・ M51307SPを開発,量産化した。ここでは 1チップ化することに

よって生ヒる相互干渉,ⅡL・窒化膜容量を搭載した高周波ウェーハプロ

セス,新規な回路技術などについて述ベる。

コンパクトディスクプレーヤー用半導体集積回路
井田静男・野口直樹・西村清光・桑原徹・遠藤和仁

三菱電機技報 V01,59NO.8P25~29

ディジタルオーディオ時代の本格的普及期を迎え,コンバクトディスク

プレーヤー用半導体の開発が急ピッチで進んでいる。三菱コンパクトデ

イスクプレーヤー用ICラインアップの中で,今回開発したディスクの

線速度が一定になるように,モータをコントロールするLSI M51759P,

積分方式D/Aコンバータ用サンフ゜ル/ホールド1C M51008Pにっいてその

内容を述ベる。

超低雑音BI-FETオペアンプ

山田友右・御手洗五郎・梶泰弘

三菱電機技報 V01.59・NO.8P30~33

入力段差動増幅回路にPチャンネルJ-FET (電界効果形トランジスタ)

を使用したBi-FETオペアンプにおいて,従来バイポーラ形のオペアン

プと比較して劣っていた雑音特性を約13dB改良したM52如Pを製品化し

たので紹介する。



MitS仙ishi 0肌ki Glho: V01.59, NO.8,叩、 17 ~ 20 (19θ5)

A zenlth Multichannel sound-Demodulator !C

for u.S. Tv systems

by Kikuo Kalo

A single・chip lc has been deve]oped t卜at provides a11the necesS町y func・
tions to demodulate zenith multichannelsound signals except the noise・
teduction cirCⅡ北. A highly stable pLL is used to perform steTeo demodula・
ti0Π, while 且 Pulse・count fM decodeT achieves adjustment・free separate
audio program (SAP) demodU1且tion with exceⅡent diffeTentialgain chaTac・
tetistics. The sAP、signal detector realizes stable, high・sensitivity operation,
even under low・signal strength or other adverse conditions

Abstracts

Mitsuhlshi 0即ki Giho: V01.59, NO.8,叩.21 ~ 24 (1985)

An Audio・sign且I processing lc system for Hi-Fi vcRS

by Takehiko umEyきmo,閑ヨkoto FⅡkuyamヨ& MヨSafⅡmi Agari

Thepopularlty ofconsumervcR systemisgr小Vingtapidly,withbetween a
quarter and 丑 third of a11 households inJapan curTently possessing one. TO
remain competitive in the pTesent mafket, VCR equlpment must now pro・
Vide high・fldelity audio recording and playback capabilities in addition to
exce】1ent picture qua]ity
In response to this demand,the cotporation has developed bvo lcs for
audio・signal processing in consumer vcRS: the M51655P/Fp for noise
reduction, and the M51656P/Fp for FM demodulation. The article in廿0・
duces these t、ν0 ICS, their conflgⅡrations, and functions

M詫Subishi Denki Giho: V01,59. NO.8,叩.1 ~ 2 (19B5)

A Review and a Forecast of semiconductor Devices
for consumer products

W Jinzo walanabe

Increasing sophistication and diversiflcation of consumeT electronic pTod・
Ucts 、as sputred tapid development of specialized consumer・product lcs
boasting more advanced functions, higher precision, greatet integratioD,
reduced power consulnption,and↓0、vet cost.AlthoU8h thepTopottion oflcs
Used for industrial applications is growing in statisticalterms, the appear・
ance of a host of new consumer products and application flelds is blurring
the distinction between consumer and industrial markets. The article takes

Up new concepts and viewpoints in analyzing tTends in the continua11y
Changing fleld of semiconductor devices for consumer use

剛tS仙ishi Denki Giho: V01.59, NO.8,即.25 ~ 29 (19θ5)

Ics for compact Disk players

hy shizuo ldヨ, Nヨ0kl N叩Uchl, Kiyomits" Nishinlurヨ, Toru KuwabヨTヨ& KaZ甘hlt0 モΠdo

With digital audio entering a period of、videspread popu]arity,the develop・
ment of lcs for compact disk playeTs has reached feveT pitch. Mitsubishi
ElectTic has Tecently developed two additions to its line11P of colnpact disk
Player lcs. one ofthese, the M51759P,is a motor・control Lsl designed to
keep the disk at a Telative lineaT velocity The othet, the M51008P, js a
Sampleand、hold lc for use in integrator・type D/A converters. The artic]e
intToduces these two ne、V ICS

M託5Uhi$hi Donki Giho: V01.59, NO,8,即,3 ~フ(1985)

The M50754-XXXSP CMOS 8-Bit single・chip Microcomputer

hy Tetsu Tヨ$hiro, Kunihiro YヨΠladヨ, Masalumi Yamヨguchi & Yoshiyuki lshimaru

Glowing demand for the 8・bit single・chip microcomputers required in
Sophisticated consumer products has led Mitsubishi Electtic to develop a
number ofthese devices. The article reports on tbe M50754・XXXSP, which
Was developed speciflca11y to contTOI VCR timeT and tuneT functions. The
aⅡOcation of softwaTe and hardwaTe functions is described using the
example of a vcR application, and the deve]opment background of the
hard、vare system conflguration is discussed

剛tS北Ishi D肌ki Giho: V01.59, NO,θ, PP、 30 ~ 33 (1985)

A super-LOW-Noise Bi-FET operational Amplifier

by YusukE Yamadヨ, Goro M託討ヨ1 & Yasuhiro Kヨji

The M5240P, a bi・FET operation ampHfleT usin宮 a p・channe11FET in the
input・stage differential amplifler, has a noise flg11re 13dB better than its
Predecessots,dosing the gap in performance between FET op amps and the
Previous】y superioT bipolar op・amp techn010gy. The aTtic】e introduces this
newly commercialized lc

閉ltsublshi 0肌ki Giho: V01.59, NO.0,叩.8 ~ 12 (1985)

The M58992P single-chip cRT contr011er

by Kelzo Higuchi, Kingo Wヨkimoto, Toshiyuki TヨΠigヨWO & Hiro$hi Tヨteishi

The penetration ofcomputersinto 、omes and bu$inesses has made display-
ContT0ⅡeT LSIS,、vhlch ptovide the cTucialinterface between computer and
Operator,the object of、videspread attention.To satisfymarket needs for new,
10、veT、cost cRT control systelns, Mitsubishi Electric has incorporated the
many functions required to control a cRT in a single LSI. The aTticle intTO・
duces this ne、V LSI, the M58992P, and discusses Hs structure and featutes.

M託Subishi D肌ki Giho: V01.59, NO.θ, PP.13 ~ 16 (1gθ5)

A single-chip signal-processlng lc for c010r Television
Receivers

by S叩ao Hashimoto

TheM51307SP,asingle・chゆLslcapable ofpeTformingaⅡ Signal・processing
functions for c010T television reception, has been developed and is now in
mass、production. The ne、V Lsl employs a hybrid appToach that combines
Iinear and digital elements on a single chip. The article discusses the prob・
]em of mutualinterference,the high・fTequency wafer process used to sup・
Port both 12L (integrated injection logic) and nitride capacity, and the novel
Circuit teclm010gies developed fot this application.



90OMHZ帯高周波高出力混成集積回路
小林徹夫・谷口明久・小山正治・池田保一

三菱電機技報 V01.59・N08P34~36

90OMHZ帯を使用した無線通信機に用いられる送信段電力増幅部用の混

成集積回路として,市場からの要求を受けて,小形で,しかも,ーつの

混成集積回路で送信段電力増幅部を実現するという,パーソナル無線機

用M57フ78の開発を行った。ここでは,その設計法,得られた電気的1手性

などについて述ベる。

←].J

10OV ・ 200>ライン用ホトトライアックカプラのシリ

ズ化

中嶋利廣・小野隆・在田保信・上西明夫・'令木一美

三菱電機技報 V01.59.NO.8P37~41

近年,機器のマイコン化が急速に進む中で,ノイズ遮断,入出力間の絶

縁の問題を解決するデバイスとして,ホトトライアックカプラが脚光を

浴ぴ急器処こ拡大しつつぁる。今回,10OV・20OV用のホトトライアックカ

プラPBOIAPシリーズの開発が完了し,量産化に成功した。特に20OVラ

イン用のPBOIAPは,高感度 qFTslomA)で,高絶緑面す圧(V,。之 5kv)

を保証している。本稿はPBOIAPシリーズの構造及ぴ定格.特性などを

紹介する。

アブストラクト

フジッコ(株)向け分散処理オンライン販売管理システム
森田俊彦・平田和吉・平井秀一

三菱電機技報 V01.59・NO.8P50~54

フジッコ(株)は昆布業界ではトップシェアを誇る食品の製造販売会社で

ある。商品の鮮度保持と顧客の経営上の重要課題である物流コスト低減

を目的として,販売管理システムを開発した。《MELCOM 235のを端末,

《MELCOM-COSM080OS>をホストとする分散処理ネットワークを

構築し,出荷情報や在庫情報を一元管理して必要情報のタイムリーな提

供により経営合理化に寄与するものである。ここでは,このシステムの

開発目的や経緯,特長について述ベる。

電縫管シーム位置検出装置

大橋兼廣・大出交昭・近藤広章・銭場敬・本田邦雄・内藤博・

日和佐淳

三菱電機技報 V01.59・NO.8P42~45

近年,鉄鋼製造ラインで,品質試験の信頼性向上の一環として,自動試

験機器の採用が急速に高まり,自動超音波探傷装置はその代表的なもの

である。今回,電縫管シーム部オンライン自動超音波探傷装置のシーム

位置検出装置として,赤外線と可視光の複合形検出装置を川崎製鐵(株)

と三菱電機(株)が共同で開発製品化し,オンライン試験において性能を

満足した。本稿ではシーム位置検出装置の紹介と自動超音波探傷装置ヘ

の適用例とオンラインでの性能とを報告する。

三菱ビデオテックスターミナル

村上正博・三沢康雄・今井邦一・手塚雅之

三菱電機技報 V01.59・NO.8P63~65

ニューメディアシステムの第一段と目されるビデオテックスの商用サー

ビスが,昭和諦年Ⅱ月から開始された。当社ではこれに合わせて標準ハ

イプリッド端末及ぴ高密度ハイプリッド端末を開発/製品化した。これ

からのニューメディア時代にふさわしい,16ピットプロセッサを使用し

た高性能で拡張性の高い製品である。

この稿では,三菱ビデオテックスターミナルの概要について紹介する。

三菱掌形判別機
奥村千枝男・松本克平・狩野雅夫・伊東正雄・池端重樹

三菱電機技報 V01.59・N08P55~58

コンピュータ犯罪の増大に伴い,セキュリティに対する関心が高まって

きた。三菱掌形判別機はセキュリティシステムの 1コンポーネントとし

て,コンピュータ室,データ保管室などの入室管理を行うものである。

個人特性である掌形と暗証番号を組み合わせて個人認証を行っているた

め,従来の磁気力ードによるものと比鞍して安全性・信束頁性が高い。こ

こでは概要・装置構築・認証性能・手置部の照明・サポート装置につい

て述ベる。

ストアデータプロセッサS-6500

高野広志・細見祐策・芋生信一・津波勝一・橋本勉

三菱雷機技報 V01.59・N08P46~49

POSシステムにおける店舗内情報収集装置(ストアデータプロセッサ)

の棄斤機種として, JISキーポード, CRTディスプレイ,帳票プリンタの

ついたS一鉐00を開発した。本機は16ビットCPUを中心に複数個の8 ピ

ツトCPUを接続し,高速・高機能を実現している。ここでは,本機のシ

ステム構成例, ドウェア概説,ソフトウェア機能などについて紹介ノ、^

する。

《MELON》システム

^バス方式を採用したハウスキーピングシステム^

上村一穂・井上雅裕・山崎博史・皆川良司・江崎光信

三菱電機技報 V01,59N08P59~62

時分割多重伝送を中心とするホームバス方式のハウスキーピングシステ

ムは,問取りや部屋数の異なる孝種多様な住宅に柔車欠に対応できる,ル

ームモニターコントローラサプシステム・インターホンサプシステム.

テレコントロールサプシステムなど複数のサブシステムを相互に関連グ

けて高機能化を図った拡張性の高い,省配線のHAシステムである。小規

模から大規模なHAシステムを無調整で構成できるアーキテクチャやデー

夕伝送の多重化を中心に報告する。



Mlt3Uh1工hl D飢k1 61ho: V01.59, NO.8' PP.50 ~ 540g85)

An on-Line Distribution system for F山ikko corp

by T03hlhlko Moritヨ' Kazuy05hl Hlra1ヨ& shulchl Hlrヨ1

Fujikko cotp.is amaΠⅡfacturing and sales c01皿Panythat holdsthe top share
in the edible kelp indⅡStty An on・1ine djstribU壮on system has been devel・
Oped foT Fujikko to reduce ploduct・ao、v costs 、vhile maintainin号 PToduct
freshness. The system consists of Melcom 2350 terminals and a Melcom
Cosm0 80os host ptocessor in a distributed network. Designed to help
rationalize management,the system provides contr010fshゆPing and wate・
housing data, and issues operations guidance. The article discusses the sys・
tem featuTes, the development objectives, and the various dHflculties
encountered

Abstracts

Milsuhlshl 0即kl Glho: V01.59. NO. B, PP.55 ~ 58 (1gθ5)

Palm-Recognition systems

hy chleo okamun,κヨtsuhei Mヨtsumoto, MヨSヨ0 κヨrlno, MaSヨ0 lto & shlgek11kehヨtヨ

Increasing computeT CTime hasled to a gTowing concetn for computer and
data security Mitsubishipalm・recognition systems、vele deve]oped assecu・
rity devices to control access to computer rooms and data・storage facilities.
The systems use both pa11n geometry and a uset code numbeT to idenufy
entrants, providing inherenuy greateT safety and teliability th帥 PTevious
magnetic・catd based systems. The aTticle outlines the new systems, descTib、
ing their constTuction,且Uthentication petforlnance, and the palm・scanner
ⅡIumination and support unit

肺tsuhishl D郎ki 引ho: V01.59, NO.8,叩.34~ 36 (19θ5)

An RF Module forthe 90OMHZ Band

by Tet$UO Kohay部hl, AkihlSヨ 1ヨnlgⅡChi, MaSヨhきru Koyamヨ& YasukヨZu lkEdヨ

The corporation has developed the M57フ78 RF powet module in response
to market demand for a single, compact hybrid circuitto be used in the RF
transmitter alnplifler stage of 90OMHZ・band personal radio transceivers
The article discusses the design method010gy and the electricalcharactelis・
tics of this circuit

MltS此13hl D肌kl Glho: V01.59, NO.8, PP.59~ 62 (1舶5)

A Housekeeping system Based on a Home BUS

hy Kazuho uemura, Mヨ訟hlfo lnoue, Hlroshl YamヨZakl. Yoshlji Mlnヨgawa
& Mltsun0加 Esakl

Dat丑 Communications in the Mitsubishi H0ⅡSekeeping system are per・
formed over a home data bus employing time・division multiplex transmis・
Sion. This conflguration is highly aexible, permitting it to adapt to houses
With differin8 aoor plans and numbeTs of rooms. The bus integrates roonl
monitor・contr011eT subsystems, an intercom subsystem, a telecontrolsubsys・
tem and other equipment ln a po、verfu], expandable neいVork.1t features
Teduced 、viring requirements, and both smaⅡ・ and laTge・scale insta11ations
Can be con負guted without adjustment. The aTtide repoTts on the unique
aTchitecture of this housekeeping system and the multiplex ttansmission
method it employs

閉itsubishi oenk1 引ho: V01.59, NO.8,叩,37 ~ 41 (1gθ5)

A photo Triac coupler series for loo/20OVAC Llnes

Suzuklby ToshlNfo Nakヨjimヨ,丁ヨkヨShi 0Π0, Yasunobu A「1tヨ、 Aklo U即13hi &κヨZumi

The probleln of ptoviding microcomputet equiplnent with noise intetTUP・
tion and input、outputisolation-a problem which has become incteasin宮ly
Critical with 小e rapid prolifeTation of mictocomputeT systems-has now
been solved by the widely heralded photo triac coupler. To meet the bur'
8eoningdemand fotthese devices,the corporationhas developedthe series
PBOIAp loo and 20OVAc photo tTiac couplers and hassuccessfU11y btought
them intomass、production.The 20OVAc devices are guaranteed to pTovide
a hi8h sensitivity oflFrslomA and a high・1evelisolation ofV謡。之5kv The
article intToduces the construction, ratings, and electTical charactetistics of

59, NO.8,叩.63 ~ 65 (1985)Mltsublshl D肌kl niho: V01

Videotex Terrninals

the series

by M誌ヨh{r0 闇Unkヨml, YヨS如 M13きWヨ, Kunlkazu lmき1 & MヨSayuki T.zukヨ

In November 1984, videotex services began inJapan, maTRing the flrststep
towaTd conflguring a tTue ne、V・media neいVOTk.1n connection with this,
MitsubishiElectrichas developedandcommeTciaⅡyproduced sta11datd and
high・density hybTid terminals f0τνideotex applications. The termlnals
incotporate a 16・bit microptocessor in a high・perf0τ血ance, highly expand・
able conflguratlon desi即ed to fⅡlf111terlninalrequirements ofboth pTesent
and future ne、V・media services. The atticle de$cribes these termlnals.

Mltsublshl 0肌k1 引ho: V01.59, NO.8,叩.42~ 45 (1985)

A seam-position Detector for Electric-ResiS怡nce
Vvelded Tubes

by κ肌ehlTo ohきShl, Fum1ヨkl olde, Hir03k1 κondo, TヨkヨShl sembき, KU"10 H飢dヨ,
H110shl Naito & Atsushi HiW酌ヨ

In Tecent years, automatic ultrasonic testing and other methods have been
rapidly adopted to impTove the reliability ofprod11Ct・quality testing in steel・
Production lines. Kawasaki steel co. and Mitsubishi Electric have joinHy
developed an infrated and vlsible・tay dual・band seam・positioning detedor
foTthe automauc on、1ine ultrasonic testing ofERw seams.This detector has
gone into successful commercialpToduction, demonstrating fU11y adequate
Perform且nce duTing on・1ine tesung. The article introduces the detector,
describes its application ln automauc ultrasonic testing equipment, and
Teports on 北S 0Π一line performance

MHsuhishi oenkl Glho: V01.59, NO.8, PP.46~ 49 (1985)

The Model s、650o store-Data processor

by HI『oshi TヨkヨΠ0, YⅡⅡ龍kⅡ Hosomi, shln'1Ch11mo, sholchi T5Uwa & TsutomⅡ Hashlm0如

The coTporation has developed the s・6500, astoTe・dataprocessoT foT point・
Of、sale systelns that features aJls keyboaTd, a cRT display, a11d a foTms
Printet. The main 11nit is built around a 16・bit cpu c0ΠΠected with 8・bit
CPUS, an arch北ecture that combines advanced functions with Mgh・speed
Operation.The article describes atypicalsystemconflguration,thebardware
Conflguration, and the software functions
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民生用半導体の展望

1.変貌する民生用エレクトロニクス機器

半導体をはじめコンビュータ,情報通信,メカトロニクスなど各分野の技術

と経済・社会環境の変化を背景に,個人・家庭生活のあらゆる面で

エレクトロニクス化が急速忙進展している。

電気通信事業の民営化は,主要な通信用機器のーつであった電話

機を,電気スタンド,テレビと同様の家電商品に加え,高度情報社会の

到来はキャづテン, FAX 通信を家庭にもたらして,ファクシミリはもは

や「OA 機暑呈」ではすまされなくなろうとしている。コンピュータの

普及Kよって小学佼く、もパソコン授業を行い,中学生の10%がパソ

コンを持って込るとの統計も報じられている。マイカーに白動車電話

が付き始め,若者たちはパーソナル無線で交信し,放送衛星からの直

接受信ΦBS)や通信衛星を使ったCATV番組によって衛星通信

さえも家庭の中に入ろうとしている。

とのように今日では,とれまで産業用とされていた製品領域力新固

人・家庭用機器の分野に浸透し,産業用・民生用の単純な図式が描

き難くなってきている。こうした傾向は,ホー△オートメーション,ホームバ

ンキングあるいは在宅ビジネスの普及など忙よって我が国の国情や生活

慣習にマヅチにさせ,取り込まれてゆくまでなお多少のう(迂)余曲

折はあるものの,後に示すようにますます強まるものとみられる。

上に概観した民生用1レクトロニクス機器の主なものを分野別に表1

に示す。これらの機器は,すべてそれぞれが MOSIC(メモリ,マイコ

ンと周辺LSI,ロジ,,ク),バイボーラ1C (手イジタル,りニア),それらを併

用した BiMOS IC,あるいは混成集積回路,トランづスタダイオードなと

のディスグトト素子,光デバイス(発光・受光素子),各種センサなどに

よって縦横に構成され,これが本来の意味でのいわゆる「民生用

(機器に使われる)半遵体」のカテゴリを成している。

2.マクロ統計から見た民生用半導体の動向

民生用エレクトロニクス機器の多様性,新商品の開発及び個々の機種の

ハイインテリジェント化の波が著しいため、雌鯆屯な統計処理1のみによって

上述の民生用半導体の生産,若しくは出荷動態を描出しようとする

ととには無理を作うが,今日時点でのマクロな把握の一端として代

表的な民生用機器1台に使用される半群体素子の概数を表2.に示

ナ。ディスクリート素子群は混成IC化又は IC化ヘ,また腹数の ICは

より大きな機能づ口,,クのワンチ,づIC 化ヘと移行するから,高密度

・高架殖化による軽薄短小,低価桜化かつ高信頼度化を実現しつつ

表 2.の1台当り索子数は減少要因をもっている。

他力,例えぱVTR におけるタイマー及び番組予約機能,りモコン及

び電子チューナー選局,各種の画面表示(on 釦Nen d玲P]oy),ス0-,

スチル及びサーチ制御,テレビ Kおいてもりモコンや電子チューナーは広

く採用され,また音声多重,ディジタルテレピづりンタなど,ある込はルー

マ度辺仁

趣味・娯楽・教養

TV (デージタル,高品位)

VTR, VTR カメラ

電子カメラ

電子楽器

表 2.応用製品1台あたりの半導体使用個数 q弌表伊D
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△1アコンにおける温度・湿度センサによる快適性制御の高度化,イン

バータによる省電力化などの事例で端的に示されるよらに,各機種は

一段と高インデjづエント化,多機能化を図っている。このことは使用

半導体素子数の潜在的増加要因をなしている。

民生用半導体の生産・出荷動態は,とのような設計・性能面から

の増減因子をべースに,各機器,商品の市場動向(季節性,流行要

因も含め),ひいては景気動向によって決定的忙支配される。

日本電子機械工業会の統計によれば,我が国の民生用半導体の国

内向け出荷高は1980~1982年で年率21%の成長を遂げてきた、の

の,情報・産業用では24%の伸びを示しているω。また日本電子

工業振興協会統計Kよって民生用と産業用半導体の需要先別生産

額構成比を見ると,1980年は 52%対48%で民生優位であったが

1985年では42%対58%と産業用が逆転し,更に 1990年では認

%対能%に開きが大きくなると予想されている御。とのようにマ

クロ指標は,民生用半導体の占める位置は相対的に低下傾向をたど

つているととを示しているが,なお注意して見なけれぱならない内

容を含んでいる。との点については後忙考察を加える。

民生用半遵体は先にふれたよう忙,社会的・経済的要因としての景

気や市場動向(生産,出荷など)といったマクロ指標に敏感に支配

されるが,更に分析を進めると個々のエレクト0ニクス商品の消長に依

存しており,民生用半導体の特徴はそれらの包括的全体像の中から

導き出されるといえよう。

VTRは民生用機器の中で最大規模の市場を構成しており,これ

に VTR 用カメラカガ川わり,テレビの多機ヨ謝ヒと相まって家庭用映像

機器はテレピ電話,テレビゲーム,双方向性CATV,静止画コビー,ビデオ

ディスク,ホームコンeユータなどの新商品,1NS による各種サービス・情報

システ△とますます応用を広げつつある。こうした発展を支えた半導

体を逐一紹介するととは,最近の半導体,1Cの新製品及び高性能

化の技術を網羅して列挙するに等しいとして過言でない程ほぽ全分

野にわたる。すなわち,我が国では少なくと、,これまでの発展過

程において民生用半導体のみK固有の進歩というよりは,むしろ半

導休技術と新製品開発が民生用,産業用を共忙包括したエレクトロニク

ス機器の進歩をりードしてきたと表現する方がより現実K即してい

る。

しかしながら,技術の大きな潮流を展望すると高速コンピュータ,ソ

フトゥエアなどの技徐肋二今後更に進歩を遂げ, DBS などの放送・通信

技術の高度化,多様化, FA やメカトロニクス機器で代表される産業機

器の急速な技術テンボなどの諸例をみて、明らかなように,情報・

産業分野の技術は奥行き,広がりともに民生分野をしの(凌)いでお

リ,先に見たマクロ統計が示す傾向と合わせて吉えれば,在来観点

の延長線上でとらえられた民生用半導体の大筋の動向は察知できる

だろう。

後一層一般市民生活,社会生活に密着して我々の生活環境を維持す

るととはもちろん,より豊かで快適・便利でかつ経済的な暮らしの

基盤を更忙固めてゆくと思われる。

情報.産業用半導体として先ベん網四をつけたVLSI,局速局刷

波信・号処理IC, G且AS デバイス,ゲートアレー, PLA, PAL,スタンダードセル

といったセミカスタ△・カスタ△IC などいずれも必然の勢いで民生用機

器K適用の場を広げ,あるいは応用機器自体が家庭用商品忙転じて

くるであろう。我々のエレクトロニクス化された日常生活の高度化とそ

の製品の成熟度とと、に,従来観点Kよる情報・産業用と民生jl・}の

境界線はむしろあいま込になり,一体になってゆき,ーカの二ーズ

が他方の開発を促す結果両者は相補的な役割を果たすケースが多く

なるであろう。

この一例として力ード1C の出現を巴れぱ,ホームショッeング,ホームバ

ン牛ングなど日常生活でのキャッシュレス化に一層の弾みをつけるであろ

う。銀行はコンビュータが打ち出す数字忙よって,我々は力ード1C の

メモリが表示する数値によって懐勘定をすれぼ用が足りるようにな

リ,実際のお札の流れが経済の実勢を正直忙反映しなくなってゆく。

こうして半導体はついに世の中の貨幣流通モードにさえ変革のインパ

クトを与えるようになる。

この事例のよう K,カード1C を単に個人の持ち物としての民生用

ととらえることは果たして妥当であろうか。この例忙とどまらず医

療,保険や安全保障など様々の分野で新たなカテゴリ忙属する新製

品が現われてとよう。我々は今や新たな発想Kよる概念の導入にせ

まられているのである。

民生用半導体の将来像をとらえようとするとき,民生用機器の移

り変りの早さが大きな困難となって具体的な見通しの前に立ちはだ

かる。との・一例をオー手イオ機器にとってみょう。

ヘッドホンステレオ,ラづカセなどは,商品巴してのファヅシ,ン性やテレビ

コマーシャルのセンスすらも商品イメージを左右する。購買層もファミリー

志向からパーソナル志向ヘ,更にまたヤング層ヘと目まぐるしい。ハイ

ファイステレオはもはや日常化し,手イづタル・オー手イオの出現Kより,
Ξ1

イジタルカセ、,トデリキ, PCM オーディオレコーダーと新商品が相継ぐ。

3 応用分野からみた民生用半導体の展望

上に述ベたととは,半導体がこれから必ずし、情報・産業用と民生

用に二極分化してゆくととを意味して込ない。民生用半導体は,今

4 民生用半導体の将来像

この例にみるように,民生用半導体は個六の応用製品分野での将

来動向,市場景気,購買層ヘのアピールの見通しなど,仏ずれも不

確実要素の大きな予測を前提として老えなけれぼならないだけに,

中・長期予測の確かさ忙は限界がある。このため,的確なマーケヅト

サーベイ,市場と需要家の反応に敏感かつ即応し得る開発~量産体制

の強化がむしろ現実的として重要視される一力で,更にとれと平行

して将来市場を創出し得る画期的な新製品開発のための基礎研究を

積み重ねるという,複眼的取組が必要である。

以下の各論で当社民生用半導体のこうした開発成果を紹介する。
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CMOS8ビッ門チップマイコンM50754-XXXSP

1,まえがき

VTR,電子レンジ,キャ,,シュレづスタなど民生用機器制御の高機育副ヒに

伴って,従来 4ビヅト機が主流であった 1チ,,づマイクロコンビュータ(以下,

マイコンと称す)の分野でも多種多様な 8ビット機が開発され,その

比重が高まってきている。当社でもオリジナルの CMOS 8ビット1チッ

づマイコン《MELPS 740シリーズ》を昭和57年から展開し,現在22 品

種を数えるに至った。《MELPS 740シリーズ》ωは ROM, RAM,

1/0 が同ーメモリ空問にあり,1チ,づマイコンの専用化に伴う卞"扣機

能の増加に非常K柔軟に対応できる特長をもってぃる。また,豊富

なビット処理命令,強力なアドレッシンづモードを生かして, ROM効率

の良いづ口づラ△で高機能な処理を実現できる。

本稿では,シリーズの展開の・一例として, VTRでの使用を特に意

識L一ぐ開発された M50754-XXXSP について紹介する。

2.開発の 背景

昭和60年に入ってからその飛蹄的成長期から普及期に移行したと

はいえ,今後も民生用半導体需要での VTR市場は大きく, VTR

の生産台数自体が年問3,000万台以上,それに使用される 1チ,づマ

イコンの需要も年問1.1億個以上あると予想されている。したがって

田代 哲、・山田圀裕、・山口雅史、・石丸善行、

コストパフォーマンスの高込,市場競争力のある VTR用マイコンの開発の

要求は根強い。

VTR で使用されるマイコンの朧成は,図 1.のような変遷を経て

きて込る。図中のしスコンとはVTRの機瓣部分を捌御するものであ

リ,テーづ走行や磁気へッドの操作,カセ.り卜の装てん等を行う。《MEL・

PS7卯シリーズ》で、最初忙採用されたのがシスコンの分野であり,そ

の後もシスコン向きの《MELPS740シリーズ》が数品種開発されてい

る。一方,番組予約機能忙代表されるタイママイコンの役割は, VTR

の高機能化に合わせてますます増大してきている。またランダムロジッ

ク構成のチューナー制御用IC も客先の細かい仕様要求に対応するた

めにマイコン化が図られた卿。このチューナー機能と番組予約機能とは

深い関係忙あり,一体化したときの利点が多い。

今回の M50754-X X XSP は,以上の背景に沿ってタイママイコンと

チューナーマイコンをー・体化したものである。この一体化によって単に

スペース上の利点だけでなく,従来のタイママイコンとチューナーマイコン相

互の情報の転送が簡素化されてづ0グラ△ス予ガ上に余裕が生まれ,

また入出カピン数の余裕を生む利点がある。なお,電子同調には

VS (V01ねge synth部i.a .確圧シンセサイザ)方式と FS (F鵡quency

Synth部辺eT.周波数シンセサイザ)力式のご通りが主流であるがM

50754-X X XSP では VSブj式を採用した。

3'タイマ十VS マイコンの役割

M50754・・X X XSP く、はその大きな処埋能力を生かして,ソフトゥエア

で対処できる機能については,ことごとくソフトで処理し,ハードゥエ

アを必要最小限とし,チガサイズの巨大化を防ぐことを念頭にお込

てシステム祁lj成を行った。

図 2.に示すとおり VTRで必要な処理項目とそれに必要な処理

速度との関係から,ソフ1、では対応しきれない項艮がおのずとある。

PWM (PU]se width Modulat!on :パルス幅変調)方式による D/A

変換(VS 忙使用する),ある仏はシリアル1/0 などはハートで行う。

一方,・一剖H也の製品忙搭織されている蛍光表示管制御回路,ある

仏は白動逃局回路は《MELPS740シリーズ》の処理速度が速いために,

A

シスコン

B M5885

タイマ

C
M58102

VOEXP

M50784SP

M58858

チューナー

ロータリSW

D

M58858

M5074

ロックSW

マイコン無し

1976~1979

M50757

0R

M50752

選局用CHIC
ノフトフッシュキー

E

M5074

備考

マイコン化

1979-

VSマイコン

M50161

1980~

PMOSマイコン(-9V)

書組子約多プロ化

F

M50752

M5074

58658P

EAROM

FSマイコン

M50440

.オールCMOSマイコンシステム

.タイマ停電時バックァソプ

.ディジタルチューニング(VS)

、

58658

G

EAROM

5074

M58657

M58657

EAROM

M50754

ノ

EAROM

M54470L

.オールCMOSマイコンシステム

.タイマ停電時バックァップ

.ディジタルチューニング(FS)

M50754

ノモコン

マイコン

オンスクリーン^
20 r」.×10千'テ

M50452

図 1・三菱マイコンによるピ手オマイコンシステム例と変遷

残量表示.レペルメータ
オンスクリーン制御

*

jゞ医司
M50753

北伊丹製作所

.タイマ+VSマイコン

マイコン問インタフェース簡素化

省スペース

.オンスクリーン表示

M50452

オンスクリーン表示
20交字XI0行

.ビデオHIF1システム

.オンスクリーン表示

.残量表示,レペルメータ

10ons

1μ$

10μS

100μS

Ims

10rns

10om5

1S

10S

10OS

PWM(D/Aコンバータ) 0.5μS

蛍光管表示 lms

リモコン操イ乍 1~2ms

シリアルV0 10~20ms
キー入力 10~50ms

チャネル操作 0.6S

時計機能 IS

予約実行 lmm

図 2. VTR各実行項目とその頻度
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ンフトで処理可能である巴穹え搭載していない。選局 bステ△につい

ては,各客先によって微妙に仕様が異なってくるので,かえってソ

フトで処理した力が多くの客先に対応できる利点がある。その他,

キー入力読み込み,あるいはチャネ1レ切換,時計機能,シスコンとのデ

ータのやりとりなどは以前からソフトで対応していた機能であり,従

来どおりのノウハウを用いる。

また, VTRではチャネルの同調周波数が地域ごとに異なるために,

EAROM (EleC比icaⅡy AlteTable Read only Memory)を用いて周

波数の情報を記憶しておくととが行われる。 EAROM を制御する

ためには, EAROM のクロ,,ク入力に一定の条件の信号を加えてや

る必要があるが,これをこのままソフトで処理するにはソフトの負担

が過大となって, EAROM操作中は他の処理が行えない事態とな

る。逆にとれをすべてハードで処理しようとすると,多くの回路を

必要としチヅづサイズの地大に迫られる。そこでM50754-X X XSP

ではクロヅク出力とラ,,チ出力が同期して切り換わる回路を工夫する

ことにより,ソフト西,ハード而双方の負荷を軽減して制御機能を実

現できるようにした。

この抵か,1チ,づマイコンの潮流として停電時,コンデンサによるバ

ツクァッづのみで時計機能などの一部動作可能な製品の要求が高い。

この要求を実現すべく M50754-XXXSPでは,時計用に取川寸け

られた 32.768kHZ用の発振回路を利用して,システ△ク0,,クを通常の

4MH.より 32.76別dl.に切り換えられるようにし,低速モード k よ

つて低消費電力を実現させた。

(3)命令実行時間(最短兪令,4MH.発振時)最小2μS

(4)サづルーチンネスチング最大80レベル(RAM を使用)

(5)割込み5要因(外部割込み2,内部割込み3)

(6)づログラマづル入出力 22本,入力 2本

(フ)高i耐圧(V卯一35V)出力 26本,高耐圧入力 4本

(8)同期式シリアル1/0 8 ピット X 1本

(9) 14 ピット PWM 1本,6 ビヅト PWM 2 本

(1の発振回路2回路内蔵(標準 4MH.システムク0',ク用及び標準

32.768k1互時計用クロ,,ク発振)

(11) 8ビ,,トタイマ 3本

a2)時計用クロックを用いてシステムを動かす低速モードにより低消

費電力動作が可能

(13) EAROMクロ四ク入力信・号発生機構内蔵

(14) 69種類の豊富な命令

4,2 構成

図 4.に M50754-X X XSP のづ口,,ク図を示し,主要部にっいて説

明する。

4.2.1 PWM 出力(D/A ニンバータ)

VS用には 14ピ.ワトPWM出力を 0ーパスフィルタを通してアナログレベルを

得る。 14ビットの¥ータの上位8ビットを F0玲番地忙,下位6ビットを

F11。番地にストアすることにより,自動的にPWM出力が得られる。

出力波形は繰返し周期 8,192μS を 64個の小区問(時間幅 128μ幻

に分割し各区間のパルスを等間隔にする。この小区問のパ}レス幅は

0.5μ.の分解能で,上位 8ビ、,トで示す長さ,又はその長さ+0.51碍

となる。パルス幅が十0.5那になるか否かは下位 6ビヅトの値によっ

て決まる。との工夫によって疑似的に繰返し周期は128μSとなり,

フィルタの時定数を小さくすることができる。

M50754-XXXSP ではこのほかに,音量ある込は卸度調整なと

に使用できる 6ピヅトのPWM出力を 2本持っている。6ビットPWM

出力の繰返し周期は 1,0241絽であり,最小分解能は 16μS である。

この PWM もパルスが疑似的に等問1覇忙出るよう忙工夫されている。

4.2.2 タイマ構成

従来の《MELPS 740 シリーズ》では,8 ビヅトのづりスケーラ 2 本と 8 ピ

ツトのタイマ 3本,計5本のタイマを持つものを基本構成としたが,

チ,づサイズをなるべく小さくするために図 5.に示す8ビヅト3本の夕

イマ構成に変更した。タイマの入力と Lてはシステムクロックの4分周,

時計用クロ,,ク入力,あるいは他のタイマの出力を選択できるように

し,種々の使用形態に適応できるように工夫Lた。

例えぱク0,ゞク入力として 4.19MH.の発振を行った場合は,8ピ

,介タイマ 3本を直列すること Kより時計カウントが行える。同様に11寺

計用クロック入力として 32.768kHZ の発振を行ったときには 8ビット

タイマ 2本を直列にすることで,やはり時計カウントが行える。その

他, EAROMのクロ,,ク源,シリアル1/0 の同期信号,各種時問制御

など各タイマの接続を変更することにより,その能力を強力に発揮

するととができる。

4.2,3 高耐圧出カボート,入カポート

蛍光表示管を直接駆動できる V卯(電源電圧)-35V耐圧の出カポー

トを持つ。徽造は先忙開発されたM50757-XXXSPωと同じであ

る。 M5俳54-XXXSP では,このほかに高耐圧の入カポートを持

つので図 7.の応用のように蛍光表示管ドライづとキー入力を融合し

て eン使用数の減少を図ることができる。

M50754-X X XSP は 6Kバイト ROM,160バイト RAM のメモリを持

つ 8ビット1チ,づマイコンである。 nウェルカ式の CMOSシリコンゲートづ口

セスで作られ,64ビンづラスチックモールドシュリンク DILパ四ケージに収めら

れる。図 3.忙チ四づ写真を示す。

4.1 特長

(1) 6,144 ハ'イト X 8 ビヅトの ROM

(2) 160 バイト X 8 ビットの RAM

4 ノ、^ ドウェアの概要
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φ14

CNTR

端子

剛定

カウンタモート

フりスケーラ
X

ルス出カモート

タイマX

フりスケーフ

12

ν2

タイマX
割込み要求

X。,,

タイマ1

φ14

CLK

4.2.4 システムクロック切換

M50754-XXXSPでは二つの発振回路を利用して低速モードにより,

消費電流を typ.80μA(VCC=5V, X改Ⅳ=32kHりに抑えるととが

できる。 4MH.及び 32.7681dl.の二つの非同期クロ.,クを切り換え

るのに,低周波を高周波クロ,,クで同期させた信号を遷移状態とする

ととKよって,4MH.よりも短いパルスが出てシステ△が誤動作する

ことのないように工夫した回路を新たに採用した。

5.ソフトウェアの概要

1チリづマイコンはユーザーの希望に沿ってソフトゥエアの仕様を変えると

とによって,種々の使用例が考えられる。ととではVTRでのーつ

のモデルを考え,具体的にどのような励きをソワトゥエアが果たしてい

るかの参杉忙する。

5.1 構成

図 6.にモデルのづログラムで各機能ごとに要する ROM容量を示し,

以下,各機能の説明を行う。

5.1.1 イニシャライズ

ハード的忙はりセット時は一部のレづスタ類しか値が定まらず,また入

出カボート、出カハイインピーダンスの状態になるので,ソフトで最初に

ボートの1/0 決定,割込みの可否,各定数の初期設定を行う。

5.1'2時計機能

秒,分,時問,曜日などの設定及び表示を行う部分である。 VTR

の電源が入っているとき忙は,8ビットタイマの割込みと RAM 上に

設定するソフトカウンタにより時計処理を行う。停電時,パワーフェール動

作時には 8ビ,介タイマを 2本あるいは3本接続する。通常はシステム

クロヅクを停止するウェート状態にして,タイマがオーバフ0一して割込み

が掛かったときのみ,ウェートを解除して時計処理を行って消費電力

の低減を図る。

5.1.3 番組予約機能

との機能は更に三っの部分忙分かれ,予約番組の開始時問,終了時

タイマ1
割込み要求

タイマ2

(a)従来の《MELPS 740 シリーズ》

ンリアルVO

同期クロック

タイマ2

ν2

タイマ2

割込み要求

ンリアルVO

割込み

タイマ3

タイマ2割込み要求

P、Π

図 5.タイマ構成

タイマ1

P3'1

タイマ出力

タイマ3割込み要求

シリアルVO

同期クロツク

( b )

V2

タイマ1割込み要求

シリアルV0割込み

M50754-X X XSP

5K

6K

その他

2170バイト

(OSD機能等)
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4K

番号予約機能

1600バイト

時計

機能

550バイト

シリアルインタフェース機能10OB

ワーフェール機能10OB

イニシャライズ80B

リモコン機能10OB

1K

図 6, VIRE¥ル処理における各機能ごとの必要ROM容量

問,局数を設定する機能,時計と予約番組とを比較しチェックする機

能,予約番組の録画・再生を実行する機能とからなる。電子同調シ

ステムとタイママイコンの結合により,複数の異なる番組の予約が容易

になった。各VTRメーカーは番組の予約を簡単に行えるよらにソワト

ウェア仕様を工夫している。

5.1.4 プリセット機首E

VTRは使用する地域によって,チャネルあるいはその同調周波数が

異なるので, VTRセ汁を顧客に届けたときに,チャネルと周波数

の関係をあらかじめセットする必要がある。セットされたデータは
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音声 映像
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EAROM忙書き込まれるので, EAROMヘのデータ書き込みルーチン

を持たねぱならない。更に白動周波数制御(Automatio F鵜qu.ncy

Con辻OL AFC)を用込,同調周波数を検出する機能を付加するな

ど,高機能化が吉えられる。

5.1.5 リモコン受信

パワーオン,チャネル切換,音量調整など,ワイ卞レスリモコンによって送ら

れてきた30前後の種類の命令を解読し,実行する機能を果たす。

5.1.6 シスニンとのシリアルインタフェース

機朧部分の制御を行うシスコンとは,シリアルインタフェースを介して情報

のやりとりを行う。最近は従来シスコンで受け持っていた機能を徐π

k タイママイコンで処理する傾向にある。例えば,再生,録画,早送り,

巻戻しなどの牛一入力処理をタイママイコンで行い,托コン受信,ある

いは番組予約忙よる実行と同様の処理によって機構部分を制御する。

5.1.7 0SD 機能

最近は画面に切り換え後のチャネルや音量調整の表示を行う画面表示

(on sd.en D玲Play . OSD)が行われる。画面表示制御用 ICM

50450-X XXP などを接続して,これを制御することによって管面

表示を行うことができる。
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一方,シスコンはモータ制御や各機構部の状態検出及び表示などの処

理を行い,タイママイコン巴は相互にシリアルインタフェースを用いて送受信

を行う。これによって高機能の VTRの制御を二つのマイコンで実現

するととができる。

12V

図 7.に M50754-X X XSP を VTR のタイママイコンとして使用した

ときの応用例を示す。千一入力,チャネル表示,チューニング制御,托コ

ン受信,画面表示制御, EAROM 制御などをタイママイコンが行う。

工工

音量制御

明るさ制御
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以土説明してきたように, M50754-XXXSP では VTR の高機能

な処理を行うのに都合のよいシステムを,ローコストで実現することが

できる。今後は, ROM, RAM容量の増大を図って更に高機能化

に対応したり,逆に廉価版とLて機能を縮小したものを市場の要求

に合わせて開発して行く予定である。

今後の 1チッづマイコンのーつの方向として, M50754-X X XSP の

ように特定の市場に夕ーゲヅトを絞って, A/D変換器あるいはD/A

変換器などの周辺機能を効率良く取り込んだ専用マイコンの方向に進

展して行くものと思われる。また制御隣能の増大に合わせて1チッづ

マイコンに適した言語体系,及びそれに適したハードゥエアの開発がな

されなければならなφ。

応
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特集

シング)レチップ升多CRTコントローラM58992P

近年の事務・家庭用機器を初めとするいろいろな分野ヘのマイコンの

浸透にイ半い,コンビュータの情報を人間に伝える表示装置はますます

その重要度を高めている。との中でも CRT (C飢hod. Ray Tube)

は,表示品質,高解像度化,大容量化,カラー化,コスト面において

他の表示装置よりも優れ,最も普及している。

CRTコントローラは,コンビュータと CRT とをインタフェースする機能て、

あり,コンビ]ータが表示したい情報を CRT の表示タイミングに合わせ

てCRTに出力する。当社では家庭用TV とインタフェースする CRTコ

ントローラ M5C6847P-1 を製品化してきたが,最近の家庭用 TV の

表示能力の向上に合わせた CRTコントローラの要求があった。

本稿ではシングルチッづ形CRTコントローラ M58992P の概要とその特

長について紹介する。

まえがき

樋口敬三、・脇本欣吾、・谷川俊之、・立石

2,1 CRT ニントローラの役割

CRTの画面は, CRT 内の電子銃から発身ナされる竃子ビー△を画面

の水平方向と埀直ブj向とに,ある一定の周期で連続的忙走査しなが

ら,電子e一△の強さを制御することで映し出される。 CRT制御回

路はコンピュータからの表示情報に従って,前記の電子ビー△を制御す

る信号化¥オ信号)と一定の周期で走査を行うタイニング信号(同期

信号)とを CRT忙対して出力する。

一般的忙コンeユータからの情報を CRT に表示するためには,図

1.に示すようなCRT制御回路が用いられ,次のような手順にてビ

デオ信号と同期信・号とが作られる。図中(D コンビュータは表示したい

データ(文字記・号や画形,色指定情報など)を,あらかじめ CRT上

の画面位置と対応のつけられたアドレスを持つピデオメモリ(以下,

VRAM と呼ぶ)と呼ぼれるメモリ忙書き込む。(iD CRT制御回路

は,内蔵のクロ,,クを分周して同期信号を作り,この信号忙合わせて

画面位置と対応するような VRAMアドレスを連続的K発生する。

(轍)表示制御回路は,発生したVRAMアドレスに対応する前記の表

示データを読み出し,必要K応じて色指定などの修飾情報などを持

つたビデオ信号を CRT に出力する。

以上のような動作を実現するため, CRT制御回路は図2,に示す

ような機能により構成される。

2

2.2 CRT コントローラの LS1化動向

図 2.で示した CRT制御回路の機能づロックを IS1化するアづ0ーチ

として,次の二つの傾向がある。ーつは汎用性を保ちながら高機能

化をねらう方向であり,もうーつは機能向上よりも制御回路として

必要な部分をできるだけ LS1化する方向である。との傾向を図 3

に,図 2.の機能づ口,,ク図と対比させて示す。

図の⑤は前記の高機能化をねらう CRTコントローラである。とれは

種々のタイづのCRTに対応できるように高゛柔軟性を持つ。汎用的

でない機能はLS1化されていないため,各々の応用忙合わせてCRT

C町コントローラの位置付け

浩"

1

1 クロック発生部 1
*1

マイクロ

プロセッサ
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図 1. CRT制御回路の表示データの流れ
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コントローラの周辺回路を設ける必要がある。一方,図の@のタイづの

CRTコントローラでは,対象とする CRT と表示仕様をやや固定化す

るものの,与えた仕様を満足する応用分野においては, CRTコント

ローラの周辺回路がほ巴んどなくなるため,コスト面での大きなメ小リ

トがある。

との二つの傾向はマイクロづロセッサが,シングルチッづマイコンへ発展した

よう忙,各々異なる応用分野で広がるものと予想でき,図 3.の@

で示すシングルチ,づCRTコントローうは,より応用分野に適するような

形で発展する可能性がある。

3. M 58992P の特長

3.1 開発目標

M58992Pの開発に当って,次に示すような性絡をもつ CRTコント

ローラを目標とした。

(1)コスト条件の厳しい応用分野でも使用できること。

(2)家庭用高精細度TVで表示可能なレベルの表示能力を持っと

と。

(3)ポード実装,づログラミングなどの応用が容易であること。

(4)低消費電力であるとと。

とれらの目標を達成するため, M58992P では図 4.に示すよら

な設計アづ口ーチをとった。

M58992P では,図 2.で示したシングルチ,,づ形 CRTコントローラの

形をとり, CRT制御回路として必要な機能の大部分を LS1化して

いる(図 2.のづ0りク図のうち,*印の機能が M589兜P で上SI

化)。また,従来のシングルチッづ形 CRT コント0ーラの欠点であった表

示能力不足を VRAM のインタフェース方法を工夫することで,2,000

文字/画面程度まで向上させてぃる。

3.2 M 58992P の基本仕様

表 1.に M5即92P の基本仕様を示す。従来のシングルチ,づ形 CRT

コントローラ M5C6847P-1 巴比較すると,画面の水平方向の解像能

力は2倍以上で,づログラムできるカラーの種類も増えている。 VRAM

として,ピット当りの単価が安く,インタフェースする信号が少ないダイナ

ミ,クRAM (以下, DRAM と呼ぷ)を使用し,最大64Kパイトまで

拡張できる。また,従来よりも表示の修飾機能を充実させ,スク0-

(M58992Pでのアプローチ)細標)

ル,ペーづンづ,づりンクなどが簡単K行える。

画面のフォーマットは NTSC 方式のカラー TV とのインタフェースを考

慮し,水平走査と垂直走査の周波数は各々,15.7kHZ と釦H.であ

る。同期信号は水平・垂直方向を分籬して出力されるが,とれらを

入力端子とする外部同期モードでの使用、可能である。 TV受像機

よりの映像信号から同期信号を分離し,これでM58992Pを外部同

期させた後, M589兜P のビデオ出力と, TV放送の eゞオ信号とを

混合するとスーパインボーズができる。

表示モードは表 2.に示すように,文字ミ己号を表示するテキストモード

で4種,図形を表示するグラフィックモードで6種あり, CRTの表示能

カ,応用目的に応じてづ口づラ△できる。テキストモード使用時は外付け

のキャラクタゼネレータが必要で, ROMに最大256種までの文字記号の

パターンをづログラムできる。なお,キャラクタゼネレータを接続するインタ

フェースタイミングは LS1侭扮、ら供給されており,夕U寸けの 0ジヅク回路

を簡単化させている。キャラクタゼネレータは図 2.にも示すように, シン

グルチ"づ形 CRT コントローラとして内蔵されることは可能であるが,

CRT制御回路全体を

安く構成できること

項

表 1. M589兜P の基本仕様
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(b)グラフィックモードのデータフォーマット

図 6. M58992P の表示データフ才ーマット

同期信号

衷示タイミング

カラー

エンコ^タ'

文字記号を固定化し,かえって柔軟性を損なうことと, LS1の面稍

を大きくすることから, M58992P では外付けの形をとっている。

とれらの機能は図 5,で示すよう忙構成されている。図の左側は

主にマイクロづ0セ四サとのインタフェース,右側は VRAM,キャうクタゼネレ

ータ, CRT とのインタフェース部である。

3.3 VRAM とのインタフェース

M589兜P では,マイクロづロセ,ワサと CRT コント0一う倒1とで, VRAM

を手ユアルボートメモリとして使用する共有メモリ方式を用いた。また,

表示データは 1表示サイクル当り,16ビット単位で処理することで,従

来のシングルチッづ形CRTコントローラの表示能力不足の改善を図ってい

る。

図 6.に表示データのフォーマ,,トを示す。テキストモードでは偶数番地

に文字記号の種類(外部のキャラクタゼネレータに対するアドレス),奇数

番地にはその文字記号に対する修飾コードを記録し,個別K色指定,

づりング,アンダラインなどを可能にしている。グラフィ,,クモードでは 16ビ
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アクセス

クタコード

2樹セ)~イ

1("+1)番地1

L__修飾コード
("番地)

四卜を 1表示単位として扱い,表 2.で示したモードに従って 1ドット

当りの情報量を 1,2 又は 4Eヅトとづログラ△している。

M58992P の VRAMサイクルは,マイクロづ0セッサと CRT コント0ーラ

倶ルに分割され,マイクロづ0セ,,サ側の VRAMアクセスでCRTの表示

サイクルが妨げられないような,サイクルスチール方式である。更に CRT

コントローラの読出しサイクルはDRAMのぺーづモード読出しを使用して,

8E,,ト単位て・2回に時分割して VRAM やキャラクタゼネレータからの

衷示データを入力して゛る。

M589兜P の VRAMアクセスの一例(テキスト1モード)を図 7.に示

す。テキストモードでは前記のように,外部のキャラクタゼネレータからのド

ツトパターンと VRAM からの修飾コードとを連続的に入力する必要が

ある。 M589兜P では DRAM とインタつ工ースする 8ビ,,トの双方向

バス(DADバス)のバス使用効率を上げるため,図示のように牛ヤラ

(,-2)番地 0

図 7. VRAMアクセスタイミング

キャラクタゼネレータアドレス("番地)

キャラクタゼネレータデータ("番地)
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クタゼネレータからの手一夕入カサ

イクルをパイづライン化している。

例えば,アクセスされるπ番地の

偶数番地で示す値のキャラクタゼネ

レータパターンは,次の偶数番地を

示すサイクル(π十2)番地のアドレ

スを CRTコントローラが出力する

表示サイクルで入力される。この

ため図のπ番地の VRAMアドレ

スを出力する表示サイクルでは,

(π一2)番地に対するキ十ラクタゼネ

レータパターンと VRAMの(π十D

番地の修飾コードとがCRTコント

ローラに入力される。とのための

時問的たずれは, LS1内部で補

正することで正常な表示を得て

いる。

マイクロづ0セヅサ侭扮、らの VRA

M のアクセスは,通常,図 7.の

右半分サイクルで行われるため,

CRT表示サイクルへの影劉はな

アドレスバス

データバス

16

コマンドバス

A0

A15

DBO

DB7

8

(メモリノ10デコーダ)

い。とのメモリサイクルを積極的に利用することもできる。

例えば, VRAM領域(64Kハ'イト)の一部をマイクロづ0セ

ヅサ側のづログう厶又はデータ領域として使用すると,カステ

△のRAMを省略化できる。なお,水平走査時間に大量

の表示手一夕を必要とする,表 2.のテ千スト3,4 とグラフ

イヅク 4,6 <、は,マイクロづ0セッサの図 7.の VRAMアクセ

スサイクルも CRT の VRAMアクセスに割り付けてぃる。

以上のように M58992P では DADハ'スサイクルを工夫

するととで, LS1の限られたパ,,ケージ端子の範囲内で,

表示能力を損なうことなく DRAMやキャラクタゼネレータと

のインタフェースを可能にした。

3.4 M 58992P の周辺回路

M589鯰P の周辺回路例を図 8.に示す。これはVRAM

を 64Kハ'イト備え,テキスト,グラフィックモードの両方が使用

できる例で,表 2.のテ千スト2,4 のモードを除いてすべ

てのモートにづログラ△できる。 DADバスには 8個の 64K

(マイクロプロセッサ
メモリレディ)

RAMコントロール信号

10/M

頁百

WR

RESET

DADO

DAD7

M58992P

3

8

DAD

ノくス

CS

D

3

クロック

143MHZ

CDRDI

READY

8

アドレス

CALT

CDRD2

64KDRAM

X8個

司

8

CLK

8

RAO

RA2

^^^^^^

R,G,B,1

R訴丙で

VSYNC

DRA<ι }王
とキャラクタゼネレータの出力が,3ーステートバッファを介

して接続されている。DADバス制御信号としてCDRDI,

CDRD 2, CALTがあり,テキストモードでキャラクタコードを入力すると

き, CDRD2 が修飾コード入力時には CDRD1 がイネーづルとなる。

CALT は DRAM から出力されるキャラクタゼネレータのアドレスを外部

でラッチするタイミングである。グラフィックモードやマイクロづロセ,ワサから

の VRAM のアクセス時には CDRD1 がイネーづルとなる。

図 8.の左半分はマイクロづロセ四サのハ'スである。 M5L8085AP な

どの汎用マイクロづロセ,,サのハ'スと低ぼ直結可能である。 CS はマイク

口づロセッサのメモリアドレス(VRAM用)と1/0 アドレス(M589兜 P の

内部レジスタ)とをデコードする信号で,マイク0づロセ,,サのアドレス空問

が64Kハ'イト以下ではバンク切換のテクニックが必要である。 READY

信号はマイクロづロセッサが VRAM をアクセスする際のマイクロづ0セッサバ

ス同期化信号で,内蔵のデュアルボートRAMアービタ回路により白動的

KVRAMのアクセス制御が行われる。

シングルチリづ形CRTコント0ーラM58992P ・樋口.脇本.谷jリ.立石

3

C町

コントローラ

ラッチ

従来

図 8. M58992Pの周辺回路例
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.RGBビデオ又はモノクロ

コンボジットビデオ出力

8

50

キャラクタ

ゼネレータ

ミング発生中心のCR丁
トローラ(タイプ③)

2

バッファ

40

3

30

8

シ

δ7

20

4

10

2

M5C6847P-1

表示の

仕様

CRTヘ

.80女字X25行

.モノクロムコンポジットビデオ

従来

タイミング発生中心のCRT

コントローラ(タイプ③)

M58992P

部品数は主にTTLの数でVRAMやキャラクタゼネレータの数は除く。

図 9. M58992P のワンチッづCRTコント0ーラ化の効果

M58992P 従来

.32女字X16行

.256×192ドット

.RFビデオ又はコンポジット

ビデオ出力

M58992P の端子の信号配列は,パヅケージに向って右側半分にマ

イクロづロセッサのバスを,左側にはVRAMやCRTインタフェース信号を

集めている。これにより,ナルト基板実装時に信号の流れをス△ーズ

忙酉酪泉でき,高速な信号問での干渉やシュリンクパッケージでのビン問の

配線が難しいという問題を解決している。

次に M589兜PKおけるワンチ,りづ CRT コントローラ化の効果につい

て検討する。図 9.は3種類の CRT制御回路の設計を従来のタイ

ミング発生中心の CRT コントローラ(図 3.のタイづ④)と,当社 M5

C6847P-1 を用いて行い, M58992P での設計伊」と比較したもので

ある。いずれの応用、 VRAM は,デュアルポートRAM 方式でCRT

制御回路としては,標準的な仕様をモデルとしている。この結果か

ら,従来よりも 1他からν4 の周辺回路で構成すると巴が可能で,

11 (559)
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部品コスト,基板のスペース,電源容量の削減に貢献できることがわか

る。なお,図 9.において, VRAM やキャラクタゼネレータはカウントさ

れていなφ。

4.1 プロセス技術

M58992P で採用したウェーハづロセスは,アルミ配線は 1層,ボリシリコ

ンも 1層の nウェルプ斌の CMOSシリコンゲートづロセスで,概略の断面

楢造と主要なパラメータを図 10.,表 3.に示す。また,チッづの外観

を図 11.に示す。

4.2 パターン設計及び回路設計における工夫

CMOS特有の現象として,外来のノイズやサージによって引き起こ

されるラ,,チアッづ現象がある。このラリチア,づ状態が長時問継続すれ

ぱ, LS1の破壊忙至るため,ラッチア,づをいかに防ぐかが非常に重

要な問題巴なる。 M58992P では次に示すようなラ,,チアッづ対策が

施されている。

(1)外来のノイズ,サーづにさらされやすい入出力部分を,極カガ

ードリングで保護する。

(2)入力端子の保護抵抗をボリシリコンで構成する。

(3) Pチャンネル MOS トランジスタと nチャンネル MOS トランジスタの物理

的な距雜を十分硫保する。

更に,到Ⅱ乍周波数14.3MH.の高速動作を保証するため,パターン

的ある仇は回路的に次のよ5な工夫がなされてφる。

(1)パターンレイアウト上,高速部は同一づ口,,クに配置し,極力配線

忙よる負荷を低減している。

(2)レーシング現象を防止するため内部クロ・,クには,すべてノンオー

バラッづクロ,ワクを使用。

(3)多用されて込るカウンタ回路やシフトレジスタ回路kは実績のあ

るダイナミ,ク回路を使用。

(4)セル方式による設計のためボリシリコン配線が短く,配線抵抗が

少ない。

4 LS1化技術

表 3,設計及びウェーハづロセスの主要パラメータ

最小NMOS トランジスタチ十γ才、ル長

項

最小PMOS トランジスタチ+ン才りレ長

最小丁ルミ配線幅

最小ポリシリコン配線幅

目

ゲート酸化膜厚

n、拡散深さ

P、拡散深さ

ιN

ιP

Π1'1

法

3.0 μm

1〒Tア0ιν

3.5 μm

i0才

PassiVヨtion lay引

4μm

之jN

Silicon Gate n-we11 CMOS

Si02

3μm

Ijp

遜二雑二荏^喋

戸

40OA

03μ血

、゛き二ー

訂+

姦淫'」ゞ、

0.6 μm

P+

1生諏笠*-1二ごニニ

(VCO)n一

P+

4.3 その他の特長

M589兜P では,入出カタイヨングやノイズ対策などに関する種々の

特長がある。次にそれらを列挙する。

(1)各種 CPU とのインタフェースにおいて,ウェートステートなしに直

結できるバスタイミンづであるσ/'0命令ヲ三行時)。

(2)内蔵レリスタへのライト信号に対するアドレスセ・汁ア,づタイム,ホ

ールドタイ△が不要である。

(3)レリスタリードに対するデータアクセスタイムが,170nS と高速になっ

ている。

(4)外来のノイズ対策として, RESET端子には約印畑以下のノ

イズをりづエクトできるノイズキャンセラを採用している。

(5)入出力は TI'L コンパチづ}レレベルである。

5.むすび

M589兜P は種々の周辺機能をシングルチ,づ化したため,従来のタイ

ミング発生形の CRTコントローラでは期待できなかった応用分野ヘの

発展が可能であり,大きな市場性を秘めている。今後CRT, LCD

制御の分野などを目標として,更にファミリー化を進めて行きたい。

,寺

冨 一一

A1

図 11. M 58992 P チッづ

図 10,ウェーハづロセス概略構造図

Substrate p-(GND)

n+

J"
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ヌ
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特集

カラーテレビ用信号処チ里1チップ1C

カラーテレビ用信号処理 IC は,カラーテレビの発展とと、に進歩し,カラ

ーテレビの生産上の合理化,高性能化及び高信頼度化に大きく寄与し

てきた。小規模 IC からスタートしたテレビ用 IC は,セリトの標準化

とIC製造技術の向上が相まって新しい世代のICに更新され,集

積度を増してきた。

従来りニア1C の LS1化は,端子数の制限,消費電力の大きさ,

及び信号問の干渉などで困難な点が多かった。しかしたがら,これ

らの問題は端子数を少なくする回路構成を実現したこと,また回路

竃流を少なくできる高周波ウェーハづロセスを導入したとと,更に信号

間の干渉を極力減らすため,端子配列及びICチゾづ内の部品の配置

などを工夫したととにより LS1化が可能になってきた。

とこでは今回開発,量産化したカラーテレビの全信号処理を 1チ',づ

で構成したりニアディジタル混在の LSI・ M51307SP について,1チヅ

づ化することによって生じる相互干渉,ⅡL・窒化膜容量を搭載した

新しい高周波ウェーハづロセス,更に新規な回路技術などKついて述ベる。

まえがき

テレピ用信号処理IC の1チ,づ化における問題点は,以下の項目が

挙げられる。

(1)システムの標準化

(2) 1C の端子数が増加

(3) 1C の消費電力増加

(4)各信号問の干渉

システ△の標準化につ込ては,近年のカラーテレピは標準畿能の低価

格セ,,トと付加機能や性能重視の高級セットに 2分化され,特に低価

格セ,,トでは各機能及び性能がほぽ標準化され,とれにより1チガ

化することが可能となり,更に IC の最産効果によりますます経済

性の向上が期待できる。

IC の端子数については,現在主流である 21C構成の VIF(V通eo

Intermed1且te Frequency)/SIF(sound lntermediate FTequency)

用 IC と VC](vid印 C}北omo Jungle)用 IC の端子数を合計する

と 72ピンとなる(当社 IC )。しかしながら,竃源及び GND 端子

の共通化,また新しい回路技術{Cより端子数の削減を図るととによ

リ,娼~詑ピンに集約することが可能となった。

IC の消費電力の低減については,ウェーハづDセスの改善による効果

が著しく,今回適用した高周波ウェーハづロセスはカヅトオフ周波数jr

は約 1.5GH.であり,1チ,づ化を図るうぇで最も重要な回路電流

の削減を可能としている。新しいウェーハづロセスを適用することによ

リ,各回路づ0ヅクの電流を極限までしぽっている。とれはjr が伸

びている分だけ,大きな抵抗値を用いて、従来のものと同じ周波数

特性が得られることによる。更に回路的忙は,従来の電源電圧は

12V 系であったが 9V系で動作させるようにした。とれにより,

消費電力は従来の約ν2となった(当社比)。

また,今回適用した高周波ウェーハづロセスは,トランジスタセルサイズが

従来の70%に減るとと,更忙後で述ベる窒化膜容量を搭載したこ

とにより,チ,づサイズの縮小に大きく寄与した。各信号間の千渉も

1チ,づ化するうぇでの大きな問題である。カラーテレビ信号処理機能

においては,種々の周波数成分が存在する。

チューナー出力は映像中問周波数(58,75MH勾を通り,音声中問周

波数(4.5MH幻,音声周波数(20H.~20kH勾,映像周波数(DC

~約4.2MH勾,色副搬送波周波数(3.認MH幻更に同期信号周波

数(15.75顧.及び 601互)忙わたる。これらの信号処理機能を 1チ

ツづ化するには,各信号問及び高調波どうしの干渉による種々のひ

ずみが起こりゃすぃ。特に周波数がメガH.才ーダーになると,1Cチ

ツづ及びICパ,,ケージの浮遊容量及び寄性抵抗による信・号間の結合が

無視できなくなる。との問題に対しては,1C の入出力信号レベルの

最適化を行い不要な高調波レベルを低くし,また,入出力間の結合

を極力抑える端子配列及びICチガ内の素子の配置や配線方法を工

夫することにより,各信号問の千渉は実使用上問題のないレベルま

で低下させるととができた。

2.テレビ用信号処理 IC1チップ化の問題

橋本菅雄、

3

上述のような条件のもと忙,開発・量産化した NTSC方式1チ,づ

カラーテレビ用 IC M51307SP について述ベる。

この IC は,カラーテレビの全信号処理を 1チ,ワづで行う LS1で,映

像中問周波,音声中問周波,映像,色,偏向(水平及び垂直の同期)

の各信号処理機能をもち,チューナーとディスクリートトランジスタによる簡

単な出力段とを組み合わせることにより,合理化したカラーテレピを

楢成することができる。図 1.{C M51307SP を用いたカラーテレビの

づ口.,ク図を示す。またこの IC は,高周波ウェーハづ0セスによる大幅

な消費電力の削減,新しい回路技術による大幅な端子数の削減を図

つている。

なお,この IC の集積素子数は,りニア部 1,400 素子,ディづタル部

43 ゲート,全容量値 550PF であり,チ,ワづサイズは 4.20mmX4.04 mm,

収納パッケージは 52 ピンづラスチリクモールドシュリンク DIL パッケーリて、ある。

3.1 ブロック構成

図 2.にとの IC の端子接続図,図 3.{てづ口,,ク図を示す。この IC

の回路機能はテレビの全信号処理を行うが,テレビの機能の標準化が

容易である低価格セ,,トでの使用を第一に考え,機能としては必要

最低限にとどめている。しかしながら,回路構成は IC の安定性,

各信号の干渉に特に注意を払ったものとなっている。また種々の新

しい回路を使用し端子数の削減を図っているが,セヅトとしての設計

のしやすさを考慮し,各回路づ口,,ク1Cは適切な端子数を配置して

いる。

例えば映像中問周波入力は,2端子(差動入力)を用いており,

特に寄生発振に対して安定な構成Kしている。また同期分航入力は,

水平と垂直用に各1端子を設け,各々最適な同期分籬切込みレペ」レ

NTSC 方式 1チップカラーテレビ信号処理IC

M5 1307 SP

*北伊丹製作所 13 (561)
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図 1. M 51307SP を用いたカラーテレビのづD,ワク図
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欠点がある。

これ忙対し窒化膜容量は,加わる電位差の極性k影縛を受けない

ため,接合容呈のような構造にする必要がない。単位而積当りの容

量値は,接合容量,窒化膜容量巴も忙]OPF/100μm口であり,上

述の回路の場合,接合容量のν4 の面積で容量Cを形成すると巴が

でき,チ,づサイズの縮小{C大きな効果がある。更に印加電圧及び周囲

温度の影縛がほとんどないので理想的な容量である巴いえる。

SP

b>

C、

B OU丁

48
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47

26

HOR
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14(562)

いて各々1ビン構成とし端子数の削減を図っている。

3.2 1止・窒化膜容量を搭載

この IC 忙適用した高周波ウェーハづロセスは,カ,,トオフ

周波数/r が約1.5GH.であり,更にⅡL及び窒化

膜容量を搭載しているため,1チ,づ化を図るうえでの

回路電流の削減及びチ^づサイズの縮小に大きく寄与し

ている。

nL は,との IC の水平発振回路周波数(32jN)を

分周して,水平周波数を作りだすロジック回路に使田し

て仏る。回路的には 1/32分周のための,ワり.,づフ0,"

づ 5段と数個のインパータで構成している。

窒化膜容量の構造図を図 4.に示す。との IC は窒

化膜容量を多く使用している。容量結合用としてⅡ

笥所 180PF,位相シフト用として 11箇所 150PF,更

忙ハイパス及び信号問の干渉を少なくするために,20

箇所220PF を使用しており,窒化膜総容量値は 550

PF にも及ぶ。

更に窒化膜容量の搭載は、チ,づサイズの縮小に、効果

がある。図 5.(a)の位相シフト回路は,テレビ井HC

の色信号処理同路によく用いる回路である。入力した

信号を+φ及び一φ位相シフトした出力を取り出すと

とがく・きる。従来,図 5.(a)に示す容量Cは,接合

容量を用いており,接合容量に加わる電位差は正負に

変化するとととなる。とのため図 5.化)に示すよう

に,順方向接合容量と逆方向接合容量を直列接続した

朧造であった。この場合,必要な容量値Cを形成する

にあたっては,4倍の容量値を形成する必要があり,

更k印加電圧及び動作温度によって容量値が変化する
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図 2, M51307SP の端子接続図

を設定できるようになっている。更に映像ミュート, AFT(Automa・

tic FTequency Tuning)ディフィート,音声ミュートが可育皀なほか,仙1

質,コントラスト,輝度,色飽和度,色相,音量の各制御はすべて直流

制御となって仇る。

一方,端子数削減は, A"コイル端子,音声中問周波入力端子,

音声検波コイル端子,32メπ発振端子及び3.58MH.発振端子につ
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図 4.窒化膜容量の構造図
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電源

N+ N+

3.3 1端子構成の発振回路

図 6.は,このICの色副搬送発振回路及び訟jΞ水平発振回路に

用いた1端子発振回路の基本回路である。これにより,従来の発振

回路で2~3端子を使用していた酒のが,とのICで端子数削減k

大きく寄与した。との回路は,色同期及び水平同期を行う連続波を

生成する。図 6.において,端子④には水晶振動子又はセラミ,ク振

動子がGND問に接続され,発振周波数は位相シフト回路の位相シ

フト量と端子④に接続する振動子の共振周波数で決定される。位相

シフト回路から出力された信号は,トランリスタ Q.のバッファと抵抗 R.

を通り,そのままトランづスタ Q乞のべースに入力される。一方,抵抗

R旦と端子⑧に外付けする振動子により位相が遅れた信号が,トラン

ジスタQ.のべースに入力される。との振幅は,抵抗R旦巴端子④に外

付けされる振動子巴のインeーダンスにより決定される。この2信号

2C

Q'

Q

Q

3

5

図6

P

2C

N十 AI

項

入

1端子発振の基本回路

表 1. M51307SP の主特性
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御
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引

利

最

、^

は,トランジスタQり Q'で朧成する差動回路でベクトル合成され位相シ

フト回路に帰還される。位相シフト回路は VC0 構成となっており,

入力信号周波数に一致するように位相量を変化させる。とのように

従来2~3端子を用込て構成していた発振回路であったが,との

ICでは新し仏回路構成を用いて端子数削減を可能忙した。

3.4 1C の特性

表 1.にとの IC の代表的な特性値を示す。電源電圧は,9V系で

設計しているが,各回路の入力感度及び出カレベルは従来IC と大

差はない。
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4.むすび

以上述ベたように,カラーテレビの全信号処理を 1チ,づで構成したり

ニアディジタル混在の LS1を開発,量産化するととができた。これは,

技術動向Kおいて低価格テレビセ,汁の標準化が可能となったと巴と,

ウェーハづロセス技術においてⅡL・窒化膜容量を搭載した高周波ウェー

ハづ0セスが完成したととにより達成することができた。今後は更に

高機能な 1チ,づIC化ヘ巴展開すると老える。そのためには,更に

高密度な高周波ウェーハづロセスの開発と,回路技術及びアセンづリ技術

が必要となる。
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特集

ゼニス方式米国TV音声多重復調用IC

1.まえがき

米国忙おけるTV音声多重放送は,米ゼニス社から提案されていた

方式(以下,ゼニス方式と呼ぶ)忙決定され,実用化段階を迎えた。

TVセットも各社から発表され,付加価値商品として大きく成長して

いくものとみられる。

ゼニス方式は,既1て実用化されている日本や西独の音声多重と大き

く異なる方式であるため,部品点数削減,生産性並びK信頼性向上

などの観点から専用IC の開発が強く望まれていた。こうした背景

のもとで開発されたのが, M51376SP であり, d、X 音声ノイズリダク

シ.ン及びテレメトリ復調を除くすべての多重復調回路を 1チ,づに内

蔵している。

2.ゼニス方式概要

IC機能を説明する前に,との方式の概要にっいて述ベておく。図

1.はとの方式の多重信号を周波数スペクトラムとして表したものであ

る。従来の音声帯域(モノラル)の上に,ステレオ用(L-R)帯域,副

音声帯域,テレメトリ帯域が各た専用忙割り当てられている。したが

つて,ステレオと副音声の同時放送が可能というのが大きな特長であ

る。

ステレオ信号は FMステレオ放送と同一の方式で, L十R信号はモノ

ラル帯域に, L-R信号は2j万(jHは水平同期信号周波数)でAM

変調され,搬送波(2ja)自体は抑圧された両側波帯として割り当

てられている。搬送波が抑圧されているため,ステレオイ言号検出用と

して搬送波のν2周波数(fN)がパイロット信号として心"川されてぃ

る。また副音声づ0グラム^通常 SAP (SOP0ねtoAudio prog捻m又

は Second Audio pr0即'am)と呼ばれるー^は 5jH て、 FM 変調さ

れて込る。副音声づログラ△は,国内音声多重放送の2か国語忙相当

するものである。テレメトリは音声若しくはデータを 65メπでFM 変

調した、のでづロユースであり,通常の民生用TVセットて、は復調しな

い。 L-R信号並びに副音声にはノイズ低減のため,放送局側でdbx

エンコーダを通した信号処理がなされている。 Lたがって受信側では,

dbXデコーダによって元の信号忙戻す処理が必要である(d、X は米国

dbX社のノイズ,J夕'クシ.ンシステムで,ここでは TV 音声多重専用の方

式が用いられる)。

図2.はとの方式と比較のため,国内音声多重の周波数スペクトラム

を表したものである。ステレオ若しくは副音声は放送局側による選択

放送であり,どちらの場合にも FM変調を用い,ノイズリダクション処

理はしていない。また変調周波数帯域とLてもステレオか副音声かを

判別する 3.5jΞ切換信号までである。国内音声多重に比ベゼニス方

式では,より複雑な信号処理がなされてぃるのが

分かる。

50

25
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50-15kHZ

加藤喜久男

15
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に.

(AM-DSB

dbX処理
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-CS)

パイロソト
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2jH
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図 1.ゼニス方式ベースバンドスペクトうム
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図 2.国内(日本)方式ベースハ'ンドスペクトラム

副音声

50~12kHZ

aj=10kHZ

3. M 51376SP の機能・動作

図 3.{C M51376SP を使用 LたTV のシステ△図

を示す。アンテナ,チューナー忙よって受イ言されたTV

信号は,映像中問周波検波器(通常, VIFと呼ば

れる)及び音声中間周波検波器(通常, SIFと呼

ぱれる)によって検波され,映像信号と多重音声

信号忙分離される。 SIF からの多重音声信号を,

左右スeーカーを鳴らす音声信号に復調するのが,

この IC (M51376SP)の働きである。ととに使用

北伊丹製作所
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6jH 6.5jH

FM

切換信号

ステレオ982.5HZ
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ステレオ検波

されるSIF は,6jΠ周波数帯まで検波する必要があるため,モノラル

受信用に比ベかなり広帯域検波が要求される。また,多重信号のス

テレカ;イ0ツト信号が/a (水平同期周波数)に選ぱれているため,

SIFでの水平同期信号i局れは多重復調の誤動作の主たる原因となる。

したがって,弱電界などでも防害(水平同期信号漏れやバズ防害な

ど)の発生しにくい高性能な SIF が要求される。

M51376SP は大別して,①ステレオ検波器,②SAP (副音声)検

波回路,③ステレオマトリクス回路及びアナ0グスィヅチ回路,④出力切換の

ための制御 0ジック回路の 4づロックに分けられる。なお,まえがき

でも述ベたようにづロユースであるテレメトリ復調は含んでいない。ま

た, dbX手コーダは外部接続としている。各々のづ口,,ク 1Cついて機能

・動作説明する(図 4.)。

3.1 ステレオ検波回路

との回路は安定性の良い PLL検波を採用している。 SIFからの多

重音声複合信号は, LPF (ローパスフィルター)を通して,4jHまで帯

域制限され検波入力(図4,の端子④)に加えられる。位相検波回

路忙よって入力信号中のパイ0四卜信号と篭圧制御発振器(VCO)の

発振周波数を 1.漣分周したものが位相比較され, H"Lはパイロット信

号周波数(jΞ)に 0,,クされる。 L-R信号は入力信号と VC0 発

振周波数を,ν2分周(2jH)したものを平衡変調器(CONV)で

掛け合わせ端子⑦に出力として得られる。

この出カイ言弓は 2fN でスィ,,チングされている信・号であるため,オ

ーディオ帯域LPF を通して高周波力,介して取り出される。とのPLL

回路ステーづの設計においては, VC0 の安定性が重要なファクターと

なるが,パンドギャッづりファレンス回路をハイアス電圧源として用いるこ

とにより,電源竃圧変動に対し士10HがV,周囲温度変化に対し

士4H.Ⅳと良好な特性を実現できた。
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との方式ではステレカ(イロ,,ト信号が j丑・a5.734kHZ)と,音声周

波数に近く選ぱれているため,オーディオ帯域LPF で完全K パイロ'汁

信号を取り去ることはむずかしい。とのため,との回路では平衡変

調器に加えられる L-R信号に対し,パイロ."キャンセル回路を通して

パイ0,,ト信号の抑圧を行って仏る。パイロ,りトキャンセルは,パイロ,ワト信号

と逆相の三角波を加算する方式で,約一10dBの抑圧度を無調整に

て得てぃる。また, L+R信号は端子⑥出力をオーディオ帯域LPFを

通して取り出しているが,この信号にも同様パイロットキャンセルを行っ

ている。図 5.にキャンセ}レ用三角波の発生回路を示す。この回路に

ついて以下に説明する。

スイッチ信号

」ηJL
(from FF)

図 5,パイロットキャンセル三角波発生回路
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まず,パイ0,"信号に同期したスィ,,チング信号(jH の周波数)を

PLLルーづ内のフりツづフロッづ(FF)からもらい,11 の電流を容量C.

を充放電するよう{て切り換えている。すなわち, C1 を一定電流で

充放篭するとと{Cより三角波を作り出している。また,無調挫でパ

イD"キャンセルを行うには,この三角波振幅を入カパイロ,,ト信号振幅

に自動的に合わせる必要が生じる。ここでは,竈流厶の切換用差

動スィ,,チの上に,刀スコード接続した二重平衡形差動段を設け,充放

篭電流を調整する構成を用いた。パイ0"検波竃圧(端子⑨一⑩間)

を差動増幅器で受け,負荷のダイオードによって対数的に圧縮する。

この圧縮電圧を先抵どの二重平衡形差動段の制御電圧として与えて

やる。二重平衡差動段は逆作用の対数伸長器として働くので, Cの

充放電電流をパイロット検波電圧に対して完全に比例関係で制御でき

る。したがって,入カパイ0.介信号振幅に自動的に追従した三角波

振幅を得るととができる。

パイロット検波器(PILOT DEf)は,パイロ,ワト信号レペルを検出し,

上記キャンセ}レ回路に制御電圧を与えるとともに,ステレオ受信 LED

の点灯信号,制御 0づツク回路ヘのステレオ検出信号を作っている。

3,2 SAP (副音声プログラム)検波回路

SAPが FM波であることは先にも述ベたが,ここでは無調整で検

波可能なパルスカウント方式FM検波器を採用してぃる。パ1レスカウント検

波は,検波直線性が非常に優れていることが注目され,最近FMス

テレオチューナーなどに広く用いられるようになってきた方式である。

多重複合信号は,狄帯域のBPF(バンドパスフィルタ→を通して, SAPFM

波のみが抜き出され,検波入力(端子⑬)忙加えられる。入力信号

はりミゞ夕回路によって増幅・振新併削限され,パルスカウント方式FM検

波器IU川えられ,端子⑮忙検波出力が得られる。との検波出力は,

10jN周波数のパルス波形であり,オーディオ帯域LPF を通して,そ

の音声信号成分のみを取り出してぃる。

SAP信号にはステレオ信号のよう忙パイロ,介信号が刊加されてお

らず,その受信状態を検出するKは,5jN のキャリャ自体を検出す

る必要がある。ところが入力を非常に狭帯域の BPFで抜き取って

いるため,弱電界条件で非常忙ノイズが大きい場合,極端に仇えぱ

SAP信号が無く音声中問周波検波器(SIF)からのノイズのみが加わ

つている場合でも,検波入力 U揣子⑬)忙は千Vル周波数に近接し

た周波数成分のみが現れることになる。とのため,安定かつ無調整

で信号検出することはかなり困難な問題である。この ICではこの

問題を克服するため,信号刷波数のノイズによる欠落を高速で検出

する回路をぢ案し,安定かつ非常K高感度なSAP信号検出を実現

している。

図 6.の原理図を用いて,もう少し詳しく説明する。検波入力

(端子⑬)に加えられるキャ"(5jH)は,ノイズの影粋が大きくな

ると度1中(A)のように波形に欠落を生じることになる。これは周波

数の一瞬低下に相当するため,高速で周波数検出してやれぱ欠落部

分のみが出力として取り出・辻ることになる。この周波数検出器が

(1)であり,端子⑯の時定数を用いて検出し,その出力は(B)のよ

うに欠落部分に相当したパルス波形となる。とのパルス波形を積分器

(2)によって積分し,一定レベルを越えた場合を SAP信号無しとし

て検出している。(3)のレベル検波器は,イグニションノイズなどが飛び

込んできた場合,検出回路が誤動作するのを防ぐため,キャリャが

一定レベル以上連続してあるかを検出するものである。この両者の

AND をとることにより最終検出出力としてぃる。との検出出力は

SAP 受信LED 点灯及び制御ロジヅク用信号となる。

(A)

ヘ゛<ハ

(3)

レペル検波
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周波数検出

( B)
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3.3 ステレオマトリクス回路及びアナログスイッチ回路

ステレオ検波器によって検波されたL-R信号は端子⑳忙, FM検波

されたSAP信号はアンづによって増幅され端子⑳ヘ各々入力され,

L-R/SAP 切換アナログスィッチを通して dbXデコーダ(1)に送られる。

L-R/SAP切換アナログスィッチの役割は,通常,左右スビーカーで多

重放送を聞く場合,ステレオと SAP を同時忙聞くことがないため

(表 1.参照)外部接続する dbXデコーダを 1回路とするためである。

図 4,では更に dbXデコーダ(2)が付加されているが,とれは内蔵 L

十R/SAP 切換アナ0グスィ,,チと合わせて,端子@に左右メインスビーカ

と異なるづ0づラム(ステレオ・モノラルに対して SAP, SAP に対して

モノラル)を出力するためのオづション機能である。この出力はイヤホン

などに用いるが,使用しない場合は dbX手コーダ(2)は不要となる。

dbXデコーダによって処理され,源信号に戻された L-R信号若し

くは SAP信号は,最終段出力切換アナロづスィッチ入力の端子@忙入

力される。 L-R信号は L十R信号と混合し,ステレオ信号(L, R)

に戻す必要があるため,ステレオマトリクス匝恨各に送られる。一方,端

子⑥出力をオーディオ帯域LPF を通して得られた L+R信号は,放

送局側でナルンファシス処理を受けているため,デエンファシス回路を通

され,更忙 dbXデコーダでL-R信・号に生じる位相遅れを補償する

ため,位相補償回路を通してステレオマトリクスL十R入力ψ揣子⑮)に

加えられる。ステレオ分籬度は,端子⑮忙入力する L+R信号レベル

を可変することで調整できる。こうして処理された信・号は,制御 0

づりクからの命令忙応じて最終アナログスィ,,チで切り換えられ、端子⑫,

端子⑬に各太出力として得られる。こうした回路では,電源投入時

に不快なボッづ音が発生し間題となるケースが多い。この IC では,

端子⑳に接続する容量の充竃時定数を用いて出力のミューティングを行

うことで問題仰削でしている。更にとのミューティング用端子⑳を接地す

ることで,端子⑳,端子@,端子⑱すべての出力が強制的にミュート

できるよう応用上の配慮、施した。

3.4 制御ロジック回路

この回路はステレオパイロ,汁検出信号, SAPキャリ卞検出信弓,制御入

力⑳忙加えられる外部からの切換命令忙応じて希望する音声づログラ

ムに出力を切り換える助きと,切換命令を LED にて表示する機能

をもっている。外部からの切換命令は, A, Bの2入力を抵抗合成

して端子⑳忙与えている。これは入力を1本忙集約し,端子数を削

減するためで,1C 内部ではセパレータ回路を設け,再度2入力に戻

し制御信号'としている。 A, B信号合成抵抗は 1.2 の比に選ベぱ

よく, TI'1", CMOS と直接接続できるようにした。

切換モードの詳細については表 1.に示すが,4モードに庄'力を助
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図 6. SAP信号検出回路
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表 1. M51376SP の機能表
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換可能である。例えぱ,ステレオと SAP同時放送中て左右メインスビー

カーでSAP を閉くようにしている場合で¥), SAP放送のみが終了

すれぱ自動的にステレオへ切り換わり,更にステレオ放送も終了すれ

ぱモノラルに自動的忙切り換わるというよう忙,主となる放送が優先

する方式としている。との方式は,ステレオや SAP放送が終了した

場合,不快な雑音や無音状態による異和感をなくすため老慮Lたも

のである。
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4. M 51376SP の特性

表 2.に代表的な特性値を示す。との IC は4.ommX3.9mmのチヅ

づサイズに900素子を集積しているが,特忙回路電流を極力減少する

ように努め,約 240mw(VCC=12VXICC=20mA)の低消費電力

設計とした。 1Cパ,りケーづ kは,36 eンづラスチックモールド DIL パ,"ケージ

(シュリンク形)を採用している。

5.むすび

米国の TV音声多重放送は,まだスタートしたぱかりであるが,国

内TV音声多重における推移同様,放送局並びに放送内容の充実と

ともに, TV, VTRを中心忙製品需要も大きく成長していくものと

思われる。また,多国語を必要とする米国では,国内におけるより

、速い速度で需要拡大する可能性、ある。したがって,それに搭載

されるICも更に高性能化,部品点数削減が要求されるととは必然

であり,大規模集積化ヘと展開していくと思われる。
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表 2, M51376SP の特性(VCC=12V)
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特集

Hi-Fi vTR用音声信号処チ里IC

1.まえがき

家庭用VTRは4軒に 1台の割合から3軒に 1台となりっっあり,

最近では従来VTRに比ベ再生音声信号の周波数特性,ダイナミ,クレン

ジが大幅に改誓された Hi-Fi vlRが登場し,普及しっつぁる。と

のHi-FivTRは,従来音質が劣化していた長時冏モードでも良好な

音質で再生音声が得られる。また,ステレオで記録再生できるため

オーディオ機器としても注目されてぃる。

今回,このHi-Fi vTRの音声信号処理圷ルして 21C(M51655P

/FP, M51656P/FP)を開発したので,その技術内容にっいて述

べる。
＼

2' VHS Hi、Fi vTR システム

従来, VTRでは,音声信号はテーづと並行方向に AM変調方式で

記録されている。そのため紀録時間が長剖H珂化してくると,テーづ

梅山竹彦、・福山

とへ,,ドとの相対速度か遅くなり高域特性が劣化する。 Hi-Fi vTR

では信号を FM 変調してピ手オトラック1て記録する。また,ノイズを低

減するためエンファシスとノイズリダクシ.ンの機能を遵入している。表1

に VHS Hi-FivTR の蜆格を示す。

VHS方式では左右音声信号をビ手オトラックに重畳して記録するた

め,図 1.忙示すように低域色搬送波と FM卸度信号のすき問にあ

たる 1.3MHZ と 1.7NIHZ にそれぞれ左チャンネル信号,右チャンネル信

号をFM変調方式で記録する。変調度はそれぞれ土150kH.と深い

ため S/N比が良く,映像信号からの妨害をうけ難仏という利点が

ある。

図 2.に Hi-Fi vTR て晴診示再生される音声信号の流れを示す。

記録時には左チャンネル,右チャンネルの入力信号は,まずノイオJ夕'クショ

ン NR で 2.1{て全帯域圧縮され,その後づりエンファシスして FM 変

調される。 FM変調された後,左右チャンネル信号は力Π算されテーづ上

に記録される。再生時にはとの逆の流れとなり,ヘッドから読み取

られた信号はBPF (バンドパスフィルタ→て・1.3MHZ と 1.7MHZ の左右

信号に分けられた後,それぞれFM復調される。復調信号はディエ

ンファシスされた後,ノイズリダクションで 1:21て伸長されて再生信号と

して取り出される。

3.ノイズリダクション 1C (M 516弱 P/FP)

3.1 基本動作

表 2・忙ノイズリダクシ"ンシステムの基本づ0ツク図及びその規絡を示す。

表中 VCA (V01始go contr0110d AmPⅡ丘00 の出力は,ウェイティンク

入力の2乗に比例する。このため記録時忙はルーづが閉じ,

V況ⅨVV仇

となる。再生時にはルーづか開くため,

Vf伽V伽9

となる。また, FM 三仙ノイズ低減のために,記録時忙はノイズ,J夕'ク

ション出力にづリ1ンファカスが,再生時忙はノイズリダクションの入力忙デ

イ1ンファシスがつながる。

項

表 1. VHS Hi-Fi vTRの規格
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図 2, Hi-FivTR音声信号処理部の基本づロック図
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表 2.ノイズリダクション基本づ口,,ク図及び規格
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V1

240μ5,56μS

レヘ:ノレ

検波
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3--10ms

__ノノ^

、YEIGHT】NC

VCA

70ms
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ComP出力

V貼f出力

V門イ入力

ALC入力2

ALC入力1

UNE1入力

UN日負帰還

M{C出力

MIC負帰還

MIC入力

MUTE制御端子

R/P切換制御端子

電源

リミッタレペル調整

DET時定数2

DETバランス

DET時定数1

DET入力

V,.,

V,.,

+

240

30k

整

240

'^
/J'L

15k

MIC

+

VCC

MUTE

R/P
SW

R
P

R/P

MOA入力

入カバッファ

出力から

R

Q5

PB

リップルフィルター

ALC時定数

R/Pバッファ出力

PB入力

ALCレペル

NR入力

接地

LINE/EXP出力

E"Pバッファ入力

EM-1出力

EM-1入力

MOA位相補償

MOA出力

リミッタ入力

VCA入力

EM-2入力

EM-2出力

DETバッファ出力

MOA

UM

P

BUF

Q.

→・668

REC ON

PB ON

L/E

M6A

DET

Q'

Q.

EXP

QW

R1

図 3. M!51655 P/FP のづ口,,ク図

EM

一1

VCA

Q.

COMP Q'

C1

C2

3.2 M 51655P/FP の特長

との ICの開発忙際し, NRの基本動作の高性能化は、ちろんであ

るが,セ,介の小形化,幌最化忙荊目し,

(1)低電源電圧での動作

(2)多機能の集積化

(3)低消費電力

などに設計の重点をおいている。

3.3 M 51655 P/FP の構成

M51655P のづ口,,ク図を図 3.に示す。この IC は内蔵機能から三

つに分類することができ,

(1)記録用 ALC (Autom飢k Level con廿OD 回路部

(0)マイクァンづ

(b) ALC回路

(2) NR回路部

(a) MOA (Main opeTation且I AmplHier)

(b)訊7E (weighting AmPⅡ金.r)アンづ

(C) DET (Dot.d0力回路

QH

R2

Q巧

R6

BUF

R5 Q,

REC ON

WE

R3

Q,

Q狐

R'

R9

浮

図 4. MOA, R/P切換回路

-Q玲

VCA

Q,

VCC

Q9

出力

Q狐

Q口

MOA出力

(d) VCA, EM (Em血且Sis)回路

(e)うインバ、,ファ回路

(3)直流制御及びバイアス回路(りファランス

回路)

(司記録/再生W換回路

(b)ハ'イアス回路

が 1チリづ K集積されている。

3.4 各アンプ構成

この ICに内蔵されたアンづは,りファランスー

バイアス方式を採用した差動増幅器構成とな

つて込るため,以下の特長を持っている。

(1)出力直流バイアスが安定である。

(2) 5V動作で出カダイナ三ツクレンジが最

大限にとれる。また,記録/再生の両モー

R7

(器物
QⅡ

R8

BIAS

ドに使用されるため,竃子スィ,,チ回路を内蔵して直流制御電圧によ

つて,4 回路のファンクシ.ン切換を行い,外部スィッチの削減を区1つ

た。またりミッタ(COMP 出ブJ)と EXP 出力それぞれのミュート回

路も内蔵している。

3.5 回路動作説明

とこでは内蔵機能を3分類したなかから, MOA と記録/再生則換

回路の基本動作を回路図で説明する。

図 4.にその回路図を示す。 MOA は,記録(COMPEード)と再

生(EXPEード)で,使い方が異なるため,直流的忙帰還入力を別り

換えるよ5にした。すなわち,入力か共通で再生時は MOAの出力

から,抵抗R6 を介して掃還入力 Q9 のべースに全帰還され, MOA

がポルテーづホロアとして動作する。逆に記録(COMPEード)時は,

帰還入力 Q'1のべースに VCA からの信号が帰還される。このよう

に,入力が共通で帰還が異なる端子を、つ差動増幅器(MOA)の

定電流源をON/OFFすることにより,所望のモードを選択するこ

とを可能にして込る。

この回路図では,再生1碍QW, Q.しがON,記録時Q6, QW の定

電流源がONする。図中 Qn, Q玲は,再生時に MOA出力に信号

三斐電機技報. V01.59. NO.8 ・ 198522(57の
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キャリャ検出レペル胴整

DOD検出レペル調整

DOD制御パルス発生

発振用コンデンサ

発振用コンデンサ

発振周波数調整

DOD門f

Vm十出力

V門,入力

録音バッファ利得設定

録音パッファ入力

接地

R/P釖換スイッチ

キャリヤ検出出力

RF保持パルス発生

RF保持パルスタイミング

電源

RFスイッチングパルス入力

BUF

VCO

がもれるのを防ぐためのトランジスタスィ,,チである。トランジスタ Q鷲,

QⅡ, Q妬, Q川, QⅡ, Q玲は,いずれも同一制御端子から制御され
るスイ,ワチて、ある。

その制御電圧は,記録時4.2V以上(V卯=5V)

再生時1.4V以、F

である0 また,各回路づロックの電流を最適に設計し,記録時釦mw,

再生時70mW と低消費電力化してぃる。

4. FM 変復調 IC (M 51656P/FP)

とのICはFM変調回路, RF増幅回路, FM復調回路,ド0.,づアウト

検出回路,遅延回路,前値保持回路, RFスィッチング保持パルス発生

回路,出カバッファアンづからなる。また次の点K重点をおいて開発
した。

(1) 1騎肖費電力

(2)低確源電圧での動作

とのICは記録時と再生時でそれぞれ不要な回路のハイアスを力,ト

し,ロジック部分をⅡL回路で作ることにより,消費電力を記録時卯

mw,再生時90mW とした。また電源電圧を 5士0.5V 巴低電圧動

作に設計して込る。図 5,にM51656P/FP の基本づ0ツク図を示t。

4.1 FM変調回路

ノイ才J夕'クシ.ンの出カイ言号を FM 変調するづ0ツクであるが,変調器

の特性として変調度が士150kH.まで直線性よく得られるとと,ま

た搬送波周波数が電源電圧変動,周囲温度の変化に対して安定であ
ることを必要とする。

FM変調回路としては,電圧制御発振回路を用いる方式が一般的

であり,との ICで、との方式を用いた。そこで発振易尉才エミッタ結

合形マルチバイづレータとし,0.58V の出力が得られるよう設計Lた。

また,制御入力に入力信号を電圧一電流変換して入力させた。

以上の組合せにより変調度が士150kf丘以上まで直線性良く得る

ととができた。また電圧制御発振器もトランジスタサイズを適正に設副

することにより,篭源電圧変動,周囲温度の変化に対して安定なも

MOD
SET

V門,

DOD

R

GND

REC
MUTE

制御

ノゞJレス

一2

REC

R/P

P

制御
ノゞJレス

一1

RF

AMP

予備
ミユート

FM MOD/HEAD AMP出力

VC0温度係数補正

HEAD AMP信号入力

変調度設定

RFアンプ入力

RFアンプパイパス

RFアンプバイパス

接地

予備ミュート制御

保持パルスモニタ

LPF接毓端子

LPF接続端子

LPF接続端子

保持用コンデンサ

DEM出力調整

DEM出力

録音ミュート制御

NC

VCC

UM

保持
バルス

DEM

GND

RF

スイノチング

図 M51656P/FP の基本づロック図

DELAY

HOLD

BUFF

①復調出力

②ドロップアウト

検出信号

③遅延回路出力

Hi-FivTR用音声信号処理IC.梅山.福山.上里

④ドロッブアウト
保持パルス

⑤前値保持回路出力

のが得られた。

4.2 RF増幅回路,りミッタ回路

3段カスケード接続とし,入力換算雑音を小さくするため初段トランジ

スタのサイズを大きく巴りトランジスタのべース抵抗を小さくしてぃる。

また,5V電源電圧で動作させるため,1ミ,,タフォロアでレベルシフトし

て次段ヘ信号を伝えている。

4.3 FM 復調回路

FM復調器としては次の点に重点をお仏て設剖・した。

(1)深い変調度まで直線性が良いこと。

図 6.前値保持方式
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①トラックA

②トラックB

③RFアンプ入力

④復調出力

＼

⑤RFスィッチング
バルス

⑥RFスィッチング

保持パルス

つている。

4.5 遅延回路

ド0ツづアウトの検出信号には,1那種度の遅れがあるため復調信号を

遅延させる必要がある。そのため,アクティづフィルターで口ーパスフィルター

を作り 4μS程度の遅延回路として用いている。

4.6 前値保持回路

トランづスタスィッチ,保持用コンデンサ,高入カインビーダンスバッファからなる0

保持用コンデンサの電圧は,復調信号托追従して変化するが,保持バ

ルスがくるとトランづスタスィッチが力汁オフ L,保持パルスがくる直前の

レベルを保持する。

4.7 RF スイッチング保持パルス発生回路

FM 変調信号はビデオトラ,ゞクに記録されて込るため, U60秒ごとに

切断されてぃる。そのため,60lb のスィッチングノイズが発生する0

よってこの回路はピデオへりドの切換タイミンづに同期した RFスィッスィ

ツチングパルスにより,図 7.忙示す RFスィ,,チング保持バルスを発生さ

せるものである。この保持パルスて側j値保持回路を働かせること忙

より卜う,クの切れ目で発生するスィッチンづノイズを抑えるようにして

いる。

⑦前値保持

回路出力

(2)夕U寸部品が少ないとと。

(3)調整が簡単である。

検波力式はクォドラチャ検波とし,位相遅延回路をマルチバイづレータで

作っている。外付部品点数を削除するため,位相遅延回路として用

し、てぃるマルチパイづレータは, FM 変調器用のマルチパイづレータを言己録ノノ

再生のスィ,,チ切換忙より共用している。このため,マルチバイづレータ

の夕U寸コンデンサが共用でき,またマルチバイづレータの時定数の設定も

共通となるため,変調時に発振周波数の調整を行うことで復調器と

しての詔整も同時に行われる利点がある。復調器の直線性として、,

変調度士20okH.以上まで良好な特性が得られた。

4.4 ドロップアウト検出回路

FM変調信号を再生する場合,テーづのきず等により信号の欠落(ド

ロッづアウト)があると欠落部分でノイズか発生する(図 6.)。この IC

ではドロ,ヅづアウトを検出すると,その期問復詔信号k前値保持をかけ

ノイズを抑圧するようにしている。ドロ,,づアウト検出はキールレベル検

出により行い,入カレベルか45~60dBμの範囲でドロ,,づアウト検出レ

ベルの設定が可能である。

ドロ,,づアウトがある場合,実際のノイズ発生期問はドロッづアウト検出

期問より多少広い。そのためド0,,づアウト検出信号は,単安定マルチ

パイづレータにより,任意に 1~数10μS広げることができるようにな

図 7.スィッチンづノイズ処理

形5.外

図 8.に M 51656P, M 51656FP の外形を示す。 DILタイづとフラ・,

トタイづをそろえており,作業性,スペースファクタの条件により選択が

できるよう kなっている(M516弱P/M51655FP 、同一外形であ

る)。

24(572)

図 8, M51656P (DIL タイづ)(左),
(フラットタイづ)(右)の外形

6.むすび

M51655P/FP, M51656P/FP 忙っいてその概要を述ベた。今回,

低消費電力,低竃圧動作という点に注目し音声処理用 21Cを朋発

したが,今後更に高集積化,外付部品の削減がなされる、のと考え

られる。また信号処理方法忙して酒,様太な方法が検討されており,

更にノイズの少ない方法が低コストで実現され採用されて込く、のと

思われる。

Hi-FivTRは今後成長が予想される製品であり,今後の発展忙

大いに期待したい。

M51656FP
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特集

コンパクトテ寺スクプレーヤー用半導体集積回路

1.まえがき

近年,1C技術の発展に伴い電子機器の高性能化を図るため,手イジタ1レ

化指向は顕著なものがある。オーナイオ機器分野において、,従来の

アナログ方式に替って,ディづ夕}レ方式ヘと移行しっつぁる。特にコンパ

クトディスクづレーヤー(以下, CDづレー卞一といら)は,その典型的なもの

といえる。このシステムは,半遵体IC技術を基幹技術として光学技術,

精密加工技術などあらゆる技術の総合力によって生まれた、ので,

今後大きく成長が期待される分野である。更に高密度化,低価格化

など{て力を注がれ価格競争も一段と激しくなってきてぃる。

今回, CD づレーヤーの CLV (constant LineaT ve]ocity)サーポ用

IC M517弱P とディジタルーアナログ(D/A)交換易別司のサンづル/ホー

ルド1C M51008P を開発したので,以下にとれらの IC の動作と特

長につ込て述ベる。

2. CD プレーヤーシステムの構成

CDづレー卞一のシステム構成を図 1.に示す。ディスク上の関凸信号を,

ピックァヅづサーポコントロール 1C M 51562P によりコント0ールされた光ピ.ワ

クァッづにより読みとるω。この信号は波形整形 PLL(phasoLockod

LOOP)回路を通り,信・号処理 LSI M50420-00IP に送られる②。

この信号処理 LS1で EFM (E喰htto FOU丘.on ModU捻tion)復調,

フレーム同期検出,誤り訂正,補問が行われる。 D/A の電流出力を

井田静男、・野口直樹、・西村清光、.桑原

PAM (PUI.. Amplitudo Modu"a60n)にするため,サンづル/ホールド

回路 M51008P を通り,更に LPF (Low pass FⅡtet)を通ってア

ナログ信号が出力される。

また,ディスク上の凹凸の信号を,ビヅクァ,づ{Cより読み取り, CLV

サーポによりモータの回転速度を,外周が約200印m,内周が約500

ゆm になるよう制御する。

3, CLV サーボ用 IC M 5]759 P

M51759P は大きくごつの機能に分けられる。ーつは,ディスク上の

データ(HF信号) K同期したク0ツク信号を作り出す機能,もうーつ

はディスクの線速度を一定にする CLVサーボ機能である。

前者は信号処理(EFM復調)をするの忙必要な機能で, PLL回

路を通すととにより同期した信号が得られる。後者は APC (Auto・

matic phase conlroD 機能と AFC(Automatic Frequency controD

機能とに分けられる。 APC機能とは,スビンドルモータの定常状態での

コントロールをディスクから読み出されたフレーム同期信号巴,再生系の

旦'準ク0,りクから1与られたバッファ RAM (Random Access Memoty)

の読出し用フレー△同期信号との位相比較出力によって位相制御を行

うととである。

AFC機能とは,ディスクのスタート時やアクセス動作時など PLLルー

づからはずれ0,,クしな込状態で, EFM信号'のパターン中に含まれる

最長反転区問の時問計測を行い,その値が所定の値となるように速

度コントロールを行うととである。この機能は, PLL が 0,,クできる

程度主でコントロールする。この IC では,との機能を高速ΠL σnte・

grated lnjection Logic)を使Πjしたディジタル AFC 機育Eとした。

3.1 M 51759 P の機首皀

この IC は EFM復調のための入プJ信号に同期したクロックを得るた

めに, AGC (Automatio G血n con仕OD 回路,波形整形回路, PLL

回路を内蔵し, CLVサーポに必要な機能,例えぱモータの回転が線

速度一定になる前にコントロールするディジタルAFC 回路,線速度をー

定にコントロールする APC 回路,モータドライづ信号を出すサーボアンづ回

路を内蔵している。図 2.にづ口,,ク図,図 3.に応用回路例を示

す。

以下とれらのづ口,りク及び信号の流れにつ込て説明をする。

(1) AGC 回路

ビックァ,づにより抽出した信号は増1隔され,とのづ口,,クに入力され

る。ピックァッづは,メーカーによって性能にばらつきがあるので,抽出

した信号のレベルが一定にならない。そこでその信号を大小にかか

わらず一定レベルにし,波形整形回路ヘ送る。

(2)波形整形回路

AGC 回路から出力された信号のゼ0ク0ス点を抜き出し,ロジリクレベ

ルの方形波を出力する。この波形を NRZ (Non Retum to zero

Coding)信号と呼ぶ。との回路を用いることにより,手イスクに記録

された信号のぼらつきを一定にするととができる。更に信号をPLL

回路ヘ送る。

徹**.遠藤手U 仁***

モータ

モータ

トライハ

CLV
サーボ

マイコン

,^^^^

光学系送1片ーホ
L___

表不

フレーム同期信号

ビシクアフブ

ディスク

高周波増幅
コ

ピットクロック

ワードクロソク

LRクロック

;皮形整升3
PLL
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フレーム

同期検出
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ノ
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誤り言丁正
補問

声号処理LSI
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図 1. CDづレーヤーシステムの構成
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V門, 47 1

HF入力

(Ξ)・・・- V。"V。虚

V。。. 52 VCCI

DSSアンプ入力

AFC出力

DSS出力

DSS出力

GND4

GND3

GND2

GNDI

で,発振周波数は 8.64M1しにセ,,トされてあり,微調整は可変抵

抗で行う。位相比較器で工,ガ検出波形とPLL出力波形(432MH幻

を比較して,ルーづフィルターを通して直流に変換し, VC0 に入力す

ることにより発振周波数を変える。このようにして PLL 回路を構

成することkより, EFM信号に同期したクロ、,ク信号を得るととが
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モータヘ

モータヘ

AGC 波形整形

Digital AFC

r -^一卑^^ー

エッジバルス

発生回路

APC

ーーーーーー]

位相比較

図 2. M51759P のビン接続図及びづ口,,ク図
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(3) PLL 回路

PLL回路は位相同期回路とも言われ,エッづ検出波形k同期したク

ロリクをとり出す。エ,,ジ検出波形は,波形整形回路から送られた信

号から,立上り,立下りに同期したパルス1語約10onSのパルスをエッジ

パルス発生回路て・作る。発振部はVCO (voltage con廿010此Ⅱ10t0力

26 (574)

M51759P

左

+

11

図 3, M51乃9P の応用回路例
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できる 0

(4) AFC 回路

とのづ0,,クは,手イスクの起動時及び PLL の同期が外れたときなど

に使用される。同期パルスは,ブイスク上のテータ中の最長幅であるた

め,このパルス幅を検出することにより岡期信号を抽出することが

できる。検出方法は,波形整形されたMF信号をVC0の発振器か

ら得られる 8.64MH.のパルスを使ってカウントする。これにより得

られたパルス幅をサーボアンづヘ1苦り,モータの回転数をコントロールする。

との回路は, PLL 回路により口四クレンづに引き込まれるまで動作す
る。

(5) APC 回路

AFC 回路の役謹仂井迩るととの APC 回路に切り換わり,モータの回

転を精密にコントロールする。との動作にっ仇ては,マイコンから入力

される基準周波数と,波形整形された1・Ⅱ'信号とで位相比較を行い,

フィルターを通し直流化した電圧と波形整形された波形を, F/V

(F鵡quoncy to v01ねge)変換した電圧で加算を行い,サ_ポアンづへ

送るととによりモータの回転数をコントロールtる。

(6)サーボアンづ回路

この回路は,ディスクを回転させるためのづラシレスモータを,ドライづす

る回路へサーポ信号を与える。この回路ヘ入る信号は2系統あり,

・ーつは AFC 回路からくる信号と,、うーつは APC 回路からくる

信号である。線速度一定の回転になる前は, AFC回路からのイ言号

を演算し,線速度一定になっている場合はAPC回路からの信号を

演算し出力する。マイコンから入力される各制御信号,例えぱスト,,づ
信号やづレーキ信号などもとのづ0,,クで演算される。

3.2 M 51759 P の仕様

上記のような信号の流れでこの IC は動作ナるわけであるが,これ

らのづロリクの仕様を満足するためには,ディジタル回路とりニア回路

の混在できるもので,特にディジタル回路は,周波数が 8.64M1しで

動1乍する回路を使用しなけれぱならない。との IC では,づロセスを

酸化膜分雜づロセスとし,高速ⅡL回路及びECL (Emi此er coupled

Logio)回路を使用して対応した。酸化1漠分航づロセスは,デザインル_

ルとしては 3μm を採用,高速化,商集積化を図ったづロセスである。

図 4・にチ,づ写真,図 5.に外形写真,表 1.に基本仕様を示す。

1川Υ川リ川川"1""1川,1Ⅲ,1'Ⅲ1""1""1""1""1""""1.川1"
"')ι)才゛", 1工〕

図 5. M51759 P (左)と M 51008P (右)の外形

ウ
^ ノ、

+

プ口

出力R

1

,{t ス

M51759P の基本仕様

VOA

27(575)

4

酸化膜分離

ECL,1ヨ上,りニア回路

4.9mmX4.3mm

約 4,000 個(内 10L ゲート 2'000 個)

十 5V

約80mA

8.64 MHZ

TTL

52PinDIL (シュリγク)

積分方式 D/Aコンバータ用サンプル/ホールド

IC M 51008 P

4.1 ディジタル/アナログ変換(D/A)ブロック

CDづレーヤーの持つ大きな特長として,低ひずみ率,広ダイナミ,,クレン

ジ,高S/N比がある。とれらの特性は,図 1.に示される D/A

コンバータ,サンづル/ホールド,音声信号帯域上限20kH.以上の周波数を

急峻にカットする口ーパスフィルター(LPF),ディエンファシスから構成され

る D/Aづ口,,クの性能に左右される。前述の D/Aコンバータには,

積分ブj式,抵抗ラダー方式,ダイナミック1レメントマッチング方式などがあ

る。今回開発した M51008P は,積分方式D/Aコンパータに適した

サンづル/ホールド用IC である。以、F,積分方式D/A コンバータを用い

た D/Aづ口,,クの槻要を図 6.につ仏て述ベる。

まず,信号処理づ口,,クで得られた 16ピ,^トのディジタル信号(DATA)

は, D/Aコンバータによりディジタル信号忙応じたパルス幅を、つ電流

パルスに変換される。同時に後述するサンづル/ホールド用の LRク0,,ク,

及び積分器のりセヅト放電信号である放竃クロヅクも出力される。 D/

Aコンハータから出力される確流パルスは,秤」分器忙よりパルス幅に比

コンパクトディスクづレーヤー用半導体集積回路・井田.野口.西村.桑原.遠藤

M51759P のチ,ワづ写真図4
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D/Aコンバータ

電流出力 1ω

デイスチャージ

クロック(L)

積分器出力

LRクロック

VI01"

バッファアンワ'

出力 V80ι

電所[ノ{ルス

/

0

ーー、]』一ー

放電期問

D/Aコンノヰータ

電流出力 1叱

1ホールド期問
ーーーーーー^

時問

←一ーー

積分期問

アナログ

SW入力

14

積分器出力

Vj0ι

制

^

放電制御

信号入力

図 7.タイミンづチャート

113μS (サンプリング周波数
Or j,=44.1kHZの場合)

5.7μS (サンプリング周波数
j,=88.2kHZの場合)

趣身

一⑫一9-'゜

バッファアンプ出力

Vヨ0ι

ディジタル部 LR

接地正電原信号入力

放電スイッチ
ドライノゞ

出力 V叱

放電スィツチ

LR ディジタル部

制御負電源

積分器

例した電圧にホールドされ,その後,通常 J-FEI'σUnction F.E.T)

で講成される放電スィ,"チによりりゼ"放電される。この動作を繰

り返すととにより,サンナ」ング周波数f.=".1k11.の電圧パルスが得

られる。 D/Aづロックのタイミングチャートを図 7.に,各部の波形を図

8.に示す。この電圧パルスは, D/Aコンバータ電流出力がシンク形で

あるため,正確源電圧~接地レベル問の電圧で与えられ,接地レベル

を中心とした信号にするようにポリュームVRI, VR2で負竃源確圧

側にレベルしフトする。

更に,とのパルスには積分期問と放電期間の不要な部分が残って

込て,次のアナBグスィヅチとバ・,ファアンづ{てより不要部分は削除され,

ホールド期問のみサンづルされた PAM(PⅡ1記 AmPⅡtude Modulation)

波が得られる(VB0ι)。アナログスィリチは, L-CH (Left chonn.1)の

場合はLRク0,,クの"H"で積分器出力とバッファ入力を導通させ,

'L"で積分器出力を接地する。 R-CH (Right C1担nnel)の場合は

まったく逆の動1乍をする。とのPAM波は遮断周波数2田dl.の急

峻な LPF を通り低ひずみ率(0.0船%WP)のアナ0づ信号となり,

エンファシスされた信号を補正する手イェンファシスで補正された後出力さ

れる。以上が積分方式D/Aコンバータ~ディエンファシスによって構成さ

れる D/Aづ0四クである。

今回開発した M51008P は, D/Aづ口,,クのうち図 6.に示すよ

積分出力入カリニア部積分器りニア部出力
負電源非反転入力正電源

図 9. M51008P のビン接続図及びづ口,,ク図

アナログスイッチ
ドライバ

',「

.ー.ー'ー'ー.

図 8. D/Aづロック各部の波形

アナログスイッチ

+

ノゞツファアンフ'

^

~嬰.

ゞ

7

バッファアンフ'

反転入力

ー,^,

ゼ

うに積分器,放電スィッチ,ア寸ログスィッチ,バッワアアンづの機能を内蔵

した積分方式D/Aコンバータ用サンづル/ホールド1C である。

4.2 M 51008P の概要

M51008Pのビン接続図及びづロック図を図9.に示す。M51008P は,

(1)積分器

(2)放電スィ,,チ

(3)放電スィッチドライパ

( 4)アナログスィ,,チ

(5)アナログスイリチドライパ

(6)パッファアンづ

からなる。積分器,バ.ワファアンづは共忙PチャンネルMOS FET入カタイ

づのオペアンづで,放電スィ,,チはバイボーラトランづスタスィッチ,放電スィッチ

ドライハはバイボーラ高速コンバレータ,アナロづスィッチは CMOS (comple'

mont雛y-MOS)スィ',チ,アナログスィッチドライバは,⑨eンを H, L にす

るだけでL, R-CH切換可能にする必要から EX-OR (Exclusiv.

OR)の CMOS0ジックで構成されている。 M51008P はこれらのづ

ロックを 1.96mmxl.66 mmのチッづ忙収めている。図 10.にM 51008

Pの于ワづ写真を,図 5.に外形写真を示す。

4.3 M 51008 P の特長

M510OSP の大きな特長は以下のとおりである。

(司パイボーラと CMOS を 1チ,づに共存させた Bi-CMOSづロセ

スを採用。

化)低ひずみ率,高S/N比
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図 10. M51008P のチッづ写真
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(のサンナルグ周波数f.=".1k11.,認.21dl.両方に対応できる。

(d)片チャンネルのサンづル/ホールド割効よ M51008P 一つで朧成で

きる。

(1) Bi-CMOS づ0セス採用

サンづル/ホールドの IC 化忙際して,基本的に二つのことが要求され

る。ーつは積分コンデンサを充電する高いドライづ能力をもつ積分器,

もうーつはりニアリティの良いアナ0グスィヅチである。前者を満たすた

めには,ハ'イボーラトランジスタが必要であり,後者はハイボーラトランリスタ

では実現不可能でりニアリティの良い CMOSスィッチが必要である。

このため, M51008P はパイボーラトランづスタと CMOS とを 1チ,ワづに

共存させたBi-CMOSづロセスを採用することにより,高性能なサン

づルノホールドの IC化を実現した。

(2)低ひずみ率,高S/N比

M51008P と積分方式 D/'Aコンパータを用いることによって. T

H. D (全高調波ひずみ率)=0.003%typ., S/N比=96dBtyp.が

実現できる。 M510OSP の代表的特性を表 2.に示す。・低ひずみ率,

高S/N比を実現するために M51008P は,前述のりニアリティの良

V、 CMOS スィ,ワチのほかに,バ,りファアンづに Pチャンネル MOS FET入

カタイづのオペアンづを採用した。ハッファアンづ出力で得られる PAM

表 2. M5W08Pの代表的特性

波は, LPF で包絡線検波されアナ0グ信号になるが,ーつーつのパ

ルスに波形なまりがあるとひずみ率の悪化につながる。とのためパ

ツファアンづ{CはPチャンネルMOS 入力のオペアンづを採用し,13V1μ.typ

の高スルーレイトが得られ,かつ高入カインビーダンスが実現できた。

(3) f.=朋.2kH.にも対応できる

当初CD方式 DAD づレー卞一のサンナ」ング周波数は".1k1セであり,

201寸しの急峻なLPFが必要であったが,最近は"オーハ'サンづりング"

と呼ぱれるサンナルグ周波数を上げて, LPF に要求される性能を緩

和するとともにひずみ率を改善する方法がとられるようになった。

M51008P は 2倍のオーハ'サンシルグ(j'.=器.2kHZ)に対応できる。

サンナルグ周波数が2倍になると, D/Aコンバータのクロ,,ク周波数も

2倍になり,放竃スィッチの高速動作が要求される。 M51008P はと

の点を考慮L,放電スィ,ワチドライバ{C ハイポーう高速コンパレータを用い,

2倍のオーハ'サンナJングにも対応できるように設計した。

(4)省部品化

サンづル/ホールド部をディスクリートく、組むと,ステレオ対応で考えると,

デュアル J-FETオペアンづ 2 個,]-FEf2個, CMOS アナロづスィ.,チ 1C I

個のところを, M51008P ごつで楢成できる。

5.むすび

CDづレー卞一用 CLVサーポ用 IC M51759P と,積分ブ丁式 D/A コン

バータ用サンづル/ホールド1C M51008P についてその概要を述ベた。

M51759P では, PLL 回路, CLVサーポ回路を 1チリづ化したこと

により外付部品が大幅に削減でき,セ,,トの高密度化を実現し,かつ,

機器の低価格化に寄与できる。 M51008P は,ハイボーラトランリスタと

CMOS共存の Bi-CMOSづロセスを採用し,低ひずみ率のサンづル/

ホールド1C を実現したととにより,で,介の小形化及び高性能化に寄

与した。このごつの ICが CDづレーヤーカステムの小形化と低価略化を

可能にし, CDづレーヤーの普及に大きく貢献することが期待される。

CDづレーヤーは今後更に低価格化,小形化が予想され,サーポ系IC

においては,信号処理ICとの融合やCMOS による低消費電力化

が老えられる。 D/Aづロックにおいては, D/Aコンバータとサンづル

/ホールド更に LPF などのオーディオアンづとの 1チッづ化,低電圧化及

び単一電源化が今後展開されていくであろう。
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特集

超低雑音引一FETオペアンプ

最近では IC技術の発達により,次々とアナ0グ回路がディづタル化さ

れ,より商度な信・号の伝達,情報の処理,保存などが行われている

が,その一方でとれらのシステムに見合った高性能のアナログ1C 、次

々と開発されている。アナロづ回路における汎用 IC といえぱ,オペア

ンづ G貧僻'ナ哲ψf号邑: OFer且tion己I Amp]ifiets)が最もボピュラーなアナロ

グ 1C として知られて治り,オー手イオ, eブオ,電子楽器などのあらゆ

る民生機器をはじめ,通信畿,i則定器,ロポット,制御機器などの広

い分野に普及している。

当社においても,バイポーラ形 2チャンネル入り汎用オペアンづM記18

L/P を中心に,低雑音タイづ,高速タイづ,単一電源タイづなどの製

品をシリーズ化してきた。更Kはとれらハ'イボーラ形オペアンづの入力段

に, Pチャンネルの電界刻J果形トランジスタ(pohJ-FET)を使用した

磁一FETオペアンづ M52211/P を製品化し,ハ'イボーラ形オペアンづの欠

点であった入カインピーダンス特性と高速特性を大幅に改良するととに

より,よ野高度なシステ△ヘの最適アナ0グデハイスとして対応してきた。

ところが,との Bi-FETオペアンづも雑音特性に関しては,パイボーラ

形オペアンづより劣っており, PCM などディづタル化された最新のオー

ディオ機器などでは,その肩速特性や入カインeーダンス特性の優れた

点はよ込が,似界刊寺性に関しては応用範囲K限界があった。

今回,とれら Bi-FETオペアンづの雑音特性を向上させ,かっ高速

嚇H生や入カインeーダンス特性の優れた M認40P を製品化したのてイ詔

介する。

まえがき

山田友右、・御手洗五郎、・梶

スルーレイト

V.

磁一FETオペアンづは,従来のバイボーラ形トランジスタ(Bip-TR)を採用

したオペアンづの入力段の差動1仰膿同路部分に,イオン注入技術を適用

して製造する同ーチ四づ上1てバイボーラ形トランジスタと J-FET を混在

させたモノリシ,ク1C で,次のような特長を持っている。

(1) PN 接合の逆力'向特性を利用した PchJ・FET のゲートがオペ

アンづの入力となるので,順方向特性を利用するバ'イボーラ形に比ベ入

カインピーダンスがきわめて高い(ハ'イボーラ形の入カインビーダンスRι=0.3

~ 5 N1Ωに対し, Bi-FET は&=1,00O MΩぐらいある)。また入

カパイアス冠流もハイボーラ形忙比ベ3 けた以上小さい。

(2) J-FET の伝達特性は 2乗特性であり、 Bip-TR は指数特性

なので同ーハ'イアス電流{C対しては,ー'般に J-FET は相互コンダクタン

スg祝が小さい。そとで,同一の利得帯域幅積jr (電圧利得G7が

OdB となる周波数)とすると,内蔵させる位相補償用コンデンサは

小さくするととができる。また, Bip-TR と同じ g仇にするためK

は, J-FET の場合ドレイン電流1刀を大きくする必要がある。しか

るに,オペアンづのi高速特性スルーレイト SR を決定する要因は,一般に

図 1.の中に示す式で定聾され,位相補償コン¥ンサC,が小さく,か

つ入力段差動のドレイン竃流1刀が大き仏低どスルーレイトSR が大きく

たるため, J-FET を応用した方がバイボーラ形より高速となる(BIP

dv。 210
(V/μS)SR=^=^

2

121D

BI・F訂オペアンプの特長と問題点

101

泰弘**

+ VCC

110

図 1.スルーレイトの計算式と入力段の回路図

C1

V。

VO=-121Ddi

形が SR= 1~5V1μS に対して, Bi-FET形は例えぱ M5221L/

P の場合 SR=13Vル絽である)。

しかしながら,これら Bi-FETオペアンづにも次に挙げるような闇

題点があった。

(1) Bip-TR描造と比ベて,一般に g伽が小さく設定される関係

で,入力差動段で等価的忙計算される等価入力換算雑音電圧が大き

い。これは入力の伝達特性相互コンダクタンスg仇が,図 2.のように

等価的に Vg伽の抵抗として剥h野を発生するためで, Bip-TR に比

ベ一般に3~5dB雑音が悪いのが現状であった。

(2)また,この雑音特性を向上させる目的で入力段FET の g皿

特性を大きくするためには, FET部のゲート幅 W を大きくし,チャ

ン引レ長ιを短かくする力法があるが,チガ而積が大きくなり,ま

た入力才フセ,"電圧の原因となる1那一V郎特性のよくそろった最適

設計を行うのは,パターン設計,づBセス設計ともk容易ではなかった。

g訊

図 2.入力段相互コンダクタンス特性g伽忙よる
等価抵抗νg机のノイズ発生

C1

VCC

30(578)*北伊丹製作所**福岡製作所

V。

Bip-TR及び入力段を構成している相互コンダクタンスg伽の高いPd寸

-FET の基本的た断面構造図を図 3.に示す。ことで,斜線部分は

イオン注入で形成した PchJ-FET のチャンネル領域で, Bip-TR のべ

ース領域と同じ導伝形のP形ではあるが不純物濃度及び深さが異な

つている。 Bi-FETオペアンづの低雑音化を達成司、るためには,入力

段を枇成している P血]-FET を低雑音化する必要があるが, J-

FETの入力換算雑音電圧e,の2乗平均はg机に逆比例し,次式で

3 超低雑音Bi・圧Tオペアンプの構造と

製品化のボイント
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(NPN・・TR)

コレクタペースエミンタ

P+
P

(pch J-FET)

ゲ]トソースドレイン

n

^.

図 3. Bi-FET IC の npn-TR と PohJ-FET の基本構造

n+

表される。

ε,'=4えTa'1jlg仇

ここでα:J-FEI'の形状因子で通常 0.6~0.7 の値をとる。

ゴj.周波数帯の幅

た.ポルッマン定数

r:絶対温度

低雑音化するためkは, J-FETのg机を大きくすることが有効で

あるが, J-FEI'の g机はゲート幅 W,チャンネル領域の不純物濃度

Nch,移動度μなどに比例し,チャンネル長ιに逆比例する。

今回製品化した超低雑音Bi-FETオペアンづの入力段のPchJ-FEI'

は,従来品より約5倍Π7/しを大きく設計するとともにゲートチャン

ネル間のPN接合からの空乏層の延びが,子ヤンネル領域ヘ有効に延

びるよらにチャンネル領域及びゲート領域の不純物濃度を最適化す

ることにより大きな g祝を得て込る。更K ゲートリーク電流による雑

音発生に対しては,チゾづ表面の固定電荷などを低減化する表面

パッシベーシ.ンの適用及び製造中の熱処理工程で発生するづロセス誘起

結晶欠陥を減らすウェーハづ0セスを採用してゲートリーク電流を大幅に

低減して仏る。すなわち,

(1)工V/しを大きくし,かつ差列リ曽1隔としてのペア,ルグ特性を向

上させるパターン設計

(2)チャンネ}レ領域及びゲート領域の最適不純物濃度設計

(3)ゲートリーク電流を低減化するパッシベーション及びウェーハづ0セスの

採用

などにより大幅忙低雑音化した Bi・・FEI'オペアンづを製品化した。ま

た,回路設計忙つ仏ては,

P+

P基板

n
H

Π+

P丁
n形

エビタキシャル層

(1)高g仇 J-FET の入力段に対応すべく,位相補償用端子を備

えて外部から用途K応じ抵抗,コンデンサで最遭位相補俄を設定でき

るよう汎用性を高めた。

(2)入力差動増幅回路や次段及び出力段には,良好な高速特性の

得られるハイアス竃流の設定や回路方式を設計した。

など従来の Bi-F凱'オペアンづの優れた特性榔紘承Lながら低雑音

化を図った。

4.基本特性

今回製品化した超低雑音Bi-FETオペアンづM52卯Pの等価回路図を

図 4.に示す。図にお込て Q,と Q9 及び Q川と Q地が,今回低雑

音化された P.J-FET でオペアンづの入力差動増1語回路を枇成して

いる。 2番端子及び15番端子が(ー)入力,1番端子及び16番端子

が(十)入力端子となっている。 3番,4番,5番,6番端子及び 11

番,12番,13番,14番端子が外部位相補償用端子で,用途に応じ

て最適な位相補償を設定することができる。

図 5.に M52卯P の外形写真を示す。 16ピンDILの標準づラスチッ

クパ,りケージに,2個のオペアンづを内蔵している。 M5240 P のチヅづを

拡大したものが図 6.で,くし形状のパターンが PchJ-FET である。

表 1.と表 2.はそれぞれM5240Pの絶対最大定格と電気的特性を

示したものである。表に示すように,今回開発した M馳40P は等

価入力換算雑音VNが1,2μV訂那(標準),信号対雑音電圧比S/N

が貌dB (標準)と従来品の M諺21L/P(S/N=69dB)に対して

13dB改善されている。また,高速特性に関しても,外部位相補償

を最適に設定することにより, SR=如Vル熔の高性能を得ている。

図 7,はオーディオで最も低雑音を要求される PHONO ・ RIAAEQ
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M5240P のチ,ワづ写真

表1

Vid

{こ

1N

項

雄源電圧

Pd

負荷電涜

Kθ

10ok

差動入力電圧

70ル

同相入力電圧

フ.加

目

+

M5240P

内部消費癒力

絶対最大定格(指定のない場合は,フ。=25、C)

熊低減*

100

動作周囲週産

記

56k

6ν=35.6dB (@ノ=1kHZ)

S/N =82dB typ (PHONO=25mv,入カショート 1HF Aネットワ_ク)
アHD=0.001% typ q=1kHZ, V。=5V巾')

図 7.応用回路例
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表 2.電気的特性(フ。=25゜C, VCι=士15V)
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周波数 j (HZ)

電圧利得一周波数特性図8
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2
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5
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1M 10M I0OM
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M5240P

2

T"=25'C

j =1kHZ

RIAA.EQ

68

0001

VCC=士15V

IHF-A補正

PHONO

=2.5mV加.

64

アンづに使用した場合の応用回路例である。図 8,は電圧利得一周波

数特性,図 9.は全浩仔隷皮ひずみ率一出力電圧特性,図 10,は信号

対雑音電圧比一信号源抵抗特性,図Ⅱ.は等価入力換算雑音電圧

一信号源抵抗特性で,従来品M聡21L/Pとの特性比較、示して

し、る。

100

2

M5221L/P

5 7 1k 2 5 710k 2

信号源抵抗 RS (Ω)

図 10.信号対惟音竃圧比一信号源抵抗特性

VCC=土15V

RIAA

BW :10HZ~

30kHZ

57 2

出力電圧 V。(V)

全高凋波ひずみ率・一出力確圧特性図9

2

3

5.用途

今回低雑音化されたBi-FETオペアンづの用途としては,高入カインビ

ーダンス,低入カバイアス確流,更に高速で低雑音特性を生かした用途

があり,ディジタル化されたオーディオ機器,例えばコンパクトディスク(CD)

のD/Aコンバータ変換後の高速サンナルグ回路などに最適である。ま

た,削阻嶋号,通信工業用などの回路で,徴小でかつ立上りの速い信

号の処理などに、有効であり,その他複写機, FAX などの OA機

器にも最適である(図 12.)。
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100
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5 710ok
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100
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2

PCM

ディジタル
信ぢ

図Ⅱ

2 57 2 5 75 7 10ok
1k

信号原抵抗 RS (Ω)

入力換算雑音電圧一信号源抵抗特性

アナログ
サンブルホールド回路 オーディオ信号

Lch

Rch

16 ビット

D/Aコンバータ

6,むすひ

従来の Bi-FErオペアンづの欠点であった雑音特性を著しく改善させ,

理想のオペアンづに一歩近づいた製品といえる。また,シンづルチヅづ」_ニ

に槌成してゃるため,価怖に対する性能而、向上L,広く電子機器

への応用が期待できる。今後は更に榊造やづロセスなどに改良を加え,

モビリティー(キャリャ移動度)が現在の PchJ-FET に比ベて,約討音

速い Nd寸一FEfや, MOS-FET を入力段忙使用した高性能オペア

ンづの開発も手がけたい。

図 12. CDづレーヤーD/Aコンバータ部づ口,,ク図
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特集

90OMHZ帯高周波高出力混成集積回路

1.まえがき

800~90OM王b帯を使用した無線通信システ。は,国内では自動車電

話, MCA力'式による簡易無線,免許なしでだれでも使えるパーソナ

ル無暗泉など,米!到では,80OMH.帯を中心に,ランドモービjレラリオ,小

ゾーンカ式による自動車電話(セルララジオ)など,またヨーロ,,パにお

いて、,セjレラ自動車電話などと,今後も発展を期待される市場が多

数ひLめいており,市場も活況を呈して゛る。

当社では,昭和35午以来培ってきた,高周波高出力用トランジスタ

の技術を応用して,昭和53年からは,これら高周波高出カトランジス

夕を複数個使用した,高周波高出力電力増幅用の混成集積回路を生

産しており,各種無線通信機の送信段電力増幅部に多数使用されて

いる。ε00~90OMH.帯忙おいて、,前記の各種移動無線機に高周

波高出力混成集積回谿の採用が急増している。

現在の通信機瓣市場からの要求としては,小形韓量什及び多機能

化がある。無線機の小形怪量化の継続的要求,更K多機能化要求に

よる制御部の容槌の増大に伴込,送信段電力増怖部ヘの,より小形

化の要求力河金まっている。

今岡,これら送信段電力」削鳴部ヘの小形化の要望,及び高付加価

値製品ヘの要望にとたえるべく, VC0 出力からアンテづ出力までの

1仰隔段を一休化した小形の高周波高出力混成集積回路として,パーソ

ナル゛畷県機用 M57フ78の開発を行った。ここでは,この回路の構成,

その得られた電気的特性などについて述ベる。

計2 三ル
貢又

パーソカレ無線機用の送信殴電力」仰隔部としては,従来は VCO(碓圧

制御発振器)の出力}mW を,パーソナル無線機の出力である5W

まで増幅するために,工十サイタ段(M57758)及び出力段(M57749)

の二つの混成集積回路が必要であった。今回,開発したM57フ78は,

これら2個の混成集積回路の機能をーつにまとめ,かつ小形化を実

現すると込う市場の要求忙とたえるべく,

(1)小形化の促進.目標としては従来の三つの混成集積回路で構

成するよりも,容積比でν3以下にする。

(2)局利得化: VC0 の出力である lmW をセ,汁の出力である

5W まで, M577袷単体で増1崎する。

以上,2 点を朧標"'1莱とし設計を行った。

2.1 内蔵トランジスタ

パーソナル無線機用としての送信段篭力脚踊部の仕様としては,先に

も述ベたように, VC0 の出力である lmW を,セ,介出力である 5

W まで増1賠する必要があるため,ここで開発する M57フ78として

は,1mW の入力竃力を 7W まで増幅すること,竃力利得として

は,38.5dB 以上という特性が要求される。ここで,セット出力が5

W であるのに対し, M57フ78 の出力施力を最小 7W としたのは,

M57フ78以降に取り付けられるアンテナ切換スィ.,チ部,フィルター部

での電力損失及び電力制御時の余裕度として,2W を見込んだた

小林徹夫、・谷口明久、・小山正治、.池田保

表、1.従来トランジスタチ,づ巴今回開発を行った新チ,づの比較表

チ

最

E-E

ノ」、

フ

ノ、

名

寸

夕

岡

チソ

ン形状

ブサバズ

1

従来タイプ

1.5 μm

06mm

/

フィソシュポーン

20.5 μm

1,1-
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(b)今回開発したトラン
づスタチッづパターン

トランジスタチッづパターンの比較図
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竜 1+ー、

従来のトランジスタチ,りづ
パターン

図 1.

0.35rnm

めて、ある。

この 7W の出力竃力,38.5dB の篭力利得を,従来からのトランづ

スタで構成しようとする場合,6段によるカスケード接続によるブj式

で実現が可能である。しかしながら,6段トランジスタにより設計を

行った場合には,従来の二二つの混成集積回路(M577朋一M57749)

を使用する場合との面積比で,2β程度までの小形化しか図れず,

1た以下ヘの小形化の仕様を満足しない。

とのため,今回の開発忙あたり,まずトランジスタチ,づの竃力利得

の向上を目的としたパターン寸法などの高精度化を図った新チ,づの

開発を行V、,使用トランづスタの削減を図った。表 1.忙は,従来タイ

づのトランづスタチ,づと,今回開窕したチ,づの精度比較を,また図 1

にはそれぞれのチ,,づのパターン図を刀ミす。とのように新チッづでは,

出力篭力 3W クラスにおける電力利得を,従来チ,づでの 4dB から,

新チッづでは 6dB と,2dB の向上を実現するととができた。

この新チヅづの採用により, M57フ78 のトランジスタ構成としては,

5段忙よる楢成力可能となり,従来の6段より1段減らすととがで

きた。これら,新チリづによる M 57フ78 のレベ}レダイヤグラ△を図 2.に

/jミ。

2.2 混成集積回路設計

前節{Cおける1'本設計の謡陽でに1占づき, M57フ78としての混成集積

回路の設計を行った。との設計には,回路設計巴熱設計のごつがあ

る。まず,回路設計法忙ついて説明する。
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トランジスタ段

P.,= 1mw

出力電カレペル

Ist

名段電力利得

2nd

15mw

3rd

125dB

図 2. M57フ78 各段トランリスタレベルダイヤクラム

140mw

4th

9dB

08W

/
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35 (583)

士1生工!.'ー'

(司

トランジスタ

L

Z =50Ω

ノ=903MHZ

混成集積回路用基板パターン 山)組立

図 4. M57フ78基板バターン及び組立図

C

48mm

一→、,、

50Ω

、、、

L1

Z。Ⅲ=4.フ-j5.9Ω

図 3. M57フ78設計例(出力段同路)

Z。=50Ω
0.035λE

゛

回路設計は,次に水す乎順により行った。

(1)各段に使用するトランジスタにつき,化拐Ⅲて」鄭締器を作製し超

換法忙より,そのトランリスタの入出カインピーダンスをi則定する。

(2)上記トランジスタの入出カインビーダンスの値から,多段電力」仰編

器としての回路を設計した。この設計例を図 3,に示す。図は出力

段回路の設計法を示している。出力段トランジスタの出カインビーダンス

Z。叫=4.フー」5.9Ωを,回路としての出カインピーダンスく、ある 50 Ωと,

コイル及びコンデンサの LC 回路により,インビーダンス整合をとってい

る。なお図 3,には設計で得られた回路、尓している。

(3)_ヒ記の設計回路{て基づき/美際にづレッ1tボードモデルとして多段

増牝得号を市U乍し,回路検討を行った。この検討は,設計回路方二実現

できるかどうかの磁轟忍を行うためのものである。づレッドポードモデルの

試作評価忙より,目標特性が得られ,5段地怜器により M57フ78が

突現できることが磁系忍された。

次に熱設計忙ついて説明する。混成渠積回路用基板を決定するた

め忙け,各段トランジスタの熱設計が重要である。従来の俺力耳小蔦用

混成集積回路では,次のような熱設計技術がとられていた。

(1)出力鴛力 IW未満:発熱量か少ないため,砲接ア1レミナ基板

の上にマウントされていた。

(2)出力俺力 IW から 5Wボ浦レ発熱量ガ中程度であり,アルミ

ナ基板とトランジスタチ,づの問に銅板などのづレートを介在させ,梨゛ξ

抗の低減を図っていた。

(3)出力竃力 5W以上.発熱量が大きく,熱抵抗の大き込アルミ

ナ基板は使用できず,このトランジスタ部のみ熱抵抗の小さいべりりア

基板を用いていた。

→、、

11、^璽輝^郭

ノ'

L2

ノーー

.ー'

'、q、

①H

P V'。1 V此ユ VO03

L3

②

50Ω

①:入力端子 ④:終段電源端子(VC山)
②:初段電源端子( VCC.) ⑤:出力端子
⑧:励振段電源端子(VCC分⑥:アース(フィン)

図 5. M577袷等卿回路図

今回の M57フ78 の1刑発{てあたっては,その小形化が大きな目的

であるため,出力硲力 7气ヤを必要とする終段トランジスタを,べりりア

基板を捌いた個別部品として組み込むととは,大きな西祐を占める

ととになり,目的に反する。このため,出力 7W レベルにお込て,

アルミナ基板とトランづスタチ,づの問に介在させる銅板の火きさを変更

することにより,熱抵抗の低減を検討した。 M57フ78 の終段に用い

られるトランジスタに要求される熱抵抗は,その出力雌力,効率,破

壊耐量などから,晋CIW以下であるが,べりりア基板を用いた場合は

5゜CハV,アルミナ基板上(C 6×4×0.4(厚さ) mm の銅1長を介したとき

は 5.5、C八V と,アルミナ基板上に銅板をj11いた場合でも,要求され

る熱抵抗以下に,また,べりりアを用いた場合と係ぽ価H穿の値を得る

ことができた。

この熱設副'と,光のづレッドホードモデルにより、混成斗評貞回路用基板

の設計を行った。基仮の設計にあたっては,次のとおりとした。

(1)基板材質としては,その誘確率か比皎的高い(ε,=9)アルミナ

基板を用い,バターンの小形化を図った。

(2)回路業子としての抵抗廿、,酸化ルテニウ△による膜抵抗を用い,

夕H寸部品の低減を授1つた。

(3)回路索子としてのインダクタは, A菖一pt 系の1字映をフ、トリッづライ

ンとしてjl」いた。

(4)コンデンサは,チッづ形コンテンサを採用した。

こうして設計した混成架積回路jl,基板,及び組立後の内部写真を

図 4.{C示す。また,との混成集積回路の等価回路を図 5.に示す。

図 4.のとおり,外付けの部品と Lては,コン手ンサ及び各端子用のり

ードのみであり,組立の衞索化を図っており,このことは信頼性の

向上にもつながっている。

③

P0Ⅲ

図

④

⑤

⑥

90OMH.帯高周波高出力混成集積回路・小林・谷口・小山・池田

3.1 電気的特性

M57フ78の市U乍を行ったネ占果,得られた篭気的特陛について,↓ソ、下

に述ベる。

表 2.に M57フ78の目標仕様と,得られた特性について示す。表の

とおり,厩標仕様を満足する特性,すなわち,四加=1m凡V, V卯1=

Vcn=8V, VC心=12.5V の条件で,出ブ1"力の標準1適8W,
す1『一_ネ
f11

力利得で39dBの特性が得られている。また.総合効率としては,
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表 2. M57フ78 の目標仕様と試作結果
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図 6. M57フ78
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外形:43mmX15mmX6mm

パーソナル無線機用

出力段
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ノ=904MHZ
Pm=1mw
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6

緩

+2

P。之7Vゾ

也 VιC=125V

P',=02W

外形:66mmX22mmxlomm

20

4

一体化

小形化

高利得化

6 842

初段及び励振段電源電圧 VCQ=VC.(V)

図 7. M57フ78 PO-VC引=VC加特性

標準43%と高効率を実現している。

図 6.には出力電力一入力篭力特性,図 7.には出力電力一電源電

圧変動特性を示す。図 7,に示すとおり,動作電圧72V の条件に

おいて,出力奄力が 2.4W得られており,このため M57フ78 は車

+4
0

パーソナル無線機用

一体形

2

VCC3=12.5V

'、ノ

0

、'五

P0 女7VV

也Υ〔山= Vα2=8V

1、しC3= 125V

P加=1mw

外形:605mmX14mmX63mm

載 12.5V 動作5Wセ,汁をねらったものであるが,フ.2V 動作出力

IWの携帯機用としても使用できる製品となっている。

3.2 外形

今回の開発は,小形化を目的として行ったものである。図 8.に従

来の2種の混成集積回路による方式,工牛サイタ段として M57758,

出力段として N1577四と,今回開発を行った一休形の M57フ78の

外形の比較を示す。従来力式と今回のものの容積比では,上 0.29,

また面積比では,上 0.43 となり, M57フ78 の開発により,容積で

U3,画拜貞でν2以下に,小形化が図られたとと,及び 1個の混成

集積回路で電力増幅部全体が完成した。

4.むすび

以上,今回開発を行ったパーソナル無線機用一体形出力7WのM卸

フ78 について述ベてきたが,この開発の実現に伴い,800~90OMlb

帯の5W出力の無線機の送信段電力増幅部は,小形で一休形の混

成集積回路で実現可能であることが判明した。

今後は,米国セルラ白動車竃話(3W 出力),5W ランドモーピルラづオ

用としての混成集積回路の製品化を図って行く。また,10Wセ,,ト

用としても,混成集積回路にトランジスタ 1段を付力Πするととで対応

が可能であり,今後,開発を行う予定である。

最後にこの開発にあたり,御指轡,御尽力賜った関係各位に深く

感謝の意を表す。

図 8.従来タイづ巴 M57フ78 の外形比較
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特集

10OV.20OVライン用ホトトライアックカプラのシリーズイヒ

1.まえがき

ホトトライアックカづラは,複写機・白動販売機・シーケンサなどの産業用機

器をはじめ,冠子レンジ・洗濯機などの家電製品のシステム構成がマ

イコン化するすう勢の中で,ノイズ遮断,入出力問の絶縁の問題を解

消し,更に基板占有面積の縮小化,信頼性の向上などのメリットをも

つデバイスとして脚光を浴びている。このホトトライアヅクカづラは, DIP

(Dua] 1nline pack.ge) 6 ピンの外装に,赤外発光ダイオードチッづと

ホトトライアックチッづを組み込んだ光結合デハイスである。

このたび,10OV ライン用ホトトライアックカづラ PB OIAP-8 と同時に,

国内で初めての 20OV ライン用ホトトライアックカづラ PB仇AP-12 (図

1・)を開発完了し,量産化に成功した。

本稿では,ホトトライアックカづう PB仇AP の特長と構造を解説し,

PBOIAP の定格と特性及び応用にっいて述ベる。

中ψ鳥利廣、・小野 隆、・在田保信、・上西明夫、.鈴木

゛゛

(5)トリガ LED 竃流が]omA以下で,マイコンなどの IC 出力で直

接ドライづが可能である。

などの点があげられる。

2.2 構造

PBO}AP は,ラテラル描造のづレーナ技術及び二重桂削旨封止技術を採

用している。特に PB OIAP-12 のホトトライア,クのチ,ワづ(図 2,)は,

ラテラル雛j造にフィールドリミ,りティングリング(Field・Ⅱmitting Ting)繊造を

遵入して,高i耐圧化を図っているW。また,ホトトライアックカづラの描

造は,二重トランスファモールド構造(図 3.)にすることにより,高絶縁

耐圧を保証するようにしている。更忙,トリガLED電流の高感度化

を図るため,三斐独自の高精度拡散づロセス技術及び高精度アセンづり

技術を駆使している。

(1)ラテラルづレーナチ,づの構造

ラテラルづレーナ描造のホトトライアックチッづは,チッづのーブjの表商にすべ

ての接合端面を露出している②。従来のトライアックは,縦方向導通

入力ー^

2

出力

⑥ホトトライアックT2

図 1. PBOIAP シリーズの外観とビン接続図

2. PBOIAP の特長と構造

①⑥①発、

②①②発
③NC

③①

2.1 特長

従来,交流ライン制御では,制御回路とトライアゞクの光絶縁インタフェ

ース回路として,図 2.に示すホトトランリスタとサイリスタ,ダイオードづりツ

ジなどの多数の部品を組み合わせたものが使用されており, PB01

AP を使用することで大幅に部品点数を減らすことが可能である。

三菱ホトトライアックカづラ PBOIAP の特長は,

(1)従来の機能が集積化された小形軽量の DIP 6ピンパッケージ品,
て、ある。

(2) PBOIAP-12 は,出力側トライア,,クのピーク繰返し電圧が 600

V,非繰返しが720V と高耐圧で,2卯V までの交流ラインを制御
できる。

(3)入出力問の定格絶縁而す圧は5kV まで保証し,欧州向け機器

にも使用できる。

(4)入出力闇の信号伝達が光で行われ,電気的に絶禄されてぃる

ため回路のノイズ対策が容易で,制御回路系とパワ一系を直結できる。

美**

①発光ダイオード陽極

②発光ダイオード陰極

④ホトトライアックTI

⑤外部接続不可

T1

*北伊丹製作所林福岡製作所

P

T1

N置
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P

フイールド

リミッティングリンク

T2

ボリイミド

P

図 2.ラテラ1呼博造のホトトライアヅクチ,づの断面図及び等仙i回路

T2
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赤外発光ダイオードチップ
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図 3.対向形枇造
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形構造が一般的であるが,短絡接合と深い拡散のため入射光感度が

大幅に低下し,ホトトライアックカづラの受光部として適さない。とれを

解決するために,1C 化したラテラル構造のトライアックとなっている。

(2)組立構造

ホトトライア,りクカづラは,ナルト基板ヘの実装の容易さから DIL 6ビン

外装が一般的である。高絶縁耐圧をもつホトトライアックカづラの構造を

大別すると,発光部から出る赤外光を反射させ,受光部ヘ赤外光を

伝達させる反射形構造及び発光部から出る赤外光を直接受光部ヘ伝

達させる対向形繊造の2種類があげられる。反射形構造は,組立が

容易である利点はあるが,1"(トリガLED 電流)が大きくなる欠点

があるため,対向形榊造がよく採用されている。しかしながら対向

形構造は組立上かなり複雑となり,発光部,受光部のクリアランスを

一定に保つことが困菫隹である。この欠点を補うため, PBOIAP は

高桔度アセンづリ技術を駆使して問題点を解決し,対向形二重トラン

スファモー}レ井莅造を実現している。

3.定格と特性

前節で述ベたように,との PBOIAPシリーズは,入力部の赤外発光

ダイオードの光により,出力部のホトトライア,クをトリガするようにした

もので,この素子の定格と特性は,入力部,出力部,伝達部の三つ

に規定できる。表 1.に,このホトトライア,りクカづラ PBOIAP シリーズ

の定格巴特性を示し,以下にその主な定格・特性について述ベる。

3,1 出力定格

(1)電圧定格

PBOIAP シリーズは,出力部のトライアックとして,高耐圧づレーナ技

術を採用することにより,光トリガ感度を落とすととなく高耐圧化

を図ることができた。ビーク繰返しオフ電圧(VルV)は最高60OV

まで保証しており,サーづ耐圧に対してもビーク非繰返し耐圧(V刀SN)

は最高720V まで保証している。したがって,これまでのダイオード

づりツジとホトサイリスタカづラの組合せで使用していた AC 200~240V

確源ラインの用途にも,この PBOIAP-12クラス品の置き替えが可

能である。

(2)竃流定格

PBOIAP は,小中俺力用トライアック(30A以下)の卜りガを目的で

朋発したもので,喧接大きな電流を制御することはできない。また,

定格サージオン電流は,60壬b,正弦半波1サイクル波高値,非繰返し

の条件下で,1.3A と応用上十分な容量を保証Lている。

3.2 入力定格

入力部の赤外発光ダイオードに対する定格で,応用上逆電圧をE川扣し

て使用する場合はほとんどないが,はねかえりの小さなスパイク電圧

を考え,6V を保証して仏る。また,順電流は 50血A を保証して

おり,後述するトリガLED電流に対し,各種の変動要因を吉慮して

も十分余裕をもって設計が可能である。

3.3 伝達定格と特性

(1)絶縁耐圧と絶縁抵抗

PBOIAP の入出力問の絶縁耐圧は,二重モー1げ1苗造を採用し,

次.二次間沿面距離を 5mm と十分長くとることにより, AC I00

~120V ライン用の 8 クラス品て、, vi即塗2.5kv, AC 200~240V ライ

ン用の 12クラス品で, V加之5kVが保証可能であり,電気用品取

締法の 1.5kv,欧,、ト1規格の 3.フ75kV を十分満足することができる。

また,絶縁抵抗も DC 50OV メガーで10ⅡΩ以上もあり,各種規定

の IMΩを十分満足している。

(a)最大定枯

表]. PBOIAP シリーズの定格と特性

項

順

逆

出

目

ビーク繰返しオフ電圧

電

ピーク非繰返Lオフ電圧

電

実効

力

流

号

サ

圧

1F

V皿

エアD丑ハf

1/'DSI,

Ir(rm.)

ITS31

オ

絶

ソ

ジオソ電流

動

定格値

縁

保

作

(b)電気的特性(70=25゜C)

耐

50

400

力

- 12

温

500

項

6

1,3

(f=60H.,単相半波 1 サイクノレ)

度

Vho

160

度

単位

顛

2'0,R

フ"害ι0

目

】 00

600

辿

2'5

(f=60HZ, AC

電

mA

720

ビーク繰返しオ
フ電流

1己号

出

電

オ

VF

1R

ID丑1空

11T五f

dT,1d'

1H

IFT

ιgι

1てιSO

力

-30~+】00

ン

オフ電圧上昇率

5.0

1分ルつ

側定条舛

電圧

-40~+125

IF=30mA

IDA

保持電流

トリガエED電
額t

VR=3V

A

VD=VDRM

ターソオγ時問

kvtms

ITI'=0.1 A

絶縁抵抗

120

VD=ν2VDRM

PBOIAP

最小標準最大

VD=12V

10

VO=6V, Rι=100Ω

】.25

VD=6V,1F=20lnA

単位

5

】.4

DC50OV, RH40~60%

10

V

200

1.3

10

μA

2

38 (586)

-40

2.0

μA

V

V1μS

mA

mA

80400

接合温度(゜C)

図 4.トリガ上ED 電流の温度依存性

(2)トリガ LED 電流

PBOIAP シリーズは,トリガLED 電流 q")が 10mA以下と局感

度である。このため,駆動出力電流の小さい CMOSマイコンでも直

接ドライづが可能である。一般に,高耐圧品はトリガLED電流が大き

くなりやすぃが, AC 200~240V 電源ライン用の 12 クラス品は,チ

.,づパターンとづロセス設計の最適化により,10mA以下K抑えること

ができた。したがって, AC 200~240V と AC I00~120V 用の

回路構成,更には基板の共用化が可能である。また,との1"の周

囲温度依存性は図 4.に示すとおりで実用範囲の一10~+50゜Cで

は,ほとんどワラ,,トな特性を示し,回路設計上好ましい特性を示す0

4. PBOIAP の信頼性

PB OIAP は,10OV ライン用の 8 クラス品,20OV ライン用の 12 クラス

品とも,トリガLED篭流10mA以下を保証しており,高感度のホト

トライアックカづラである。また,12クラス品は高耐圧の 60OV を保証し

三菱電機技報. V01.59 ・ NO.8 ・1985
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ている。一般的に,高感度で高耐圧のデバイスは変動要素が多く,信

頼性に欠ける面がある。しかし, PBOIAP は技術的問題を解決し

た信頼性水準の高いホトトライア,クカづラである。ここに,信頼性試験

の成績一覧を示す(表 2.)。寿命試験,環境試験と、 JIS 7021規

格に基づいて行ったものである。以上の信頼性結果から, PBOIA

Pシリーズが,高耐圧化づレーナ技術,表面安定化技術及び高精度アセ

ンづリ技術の確立によって,高信頼性水準にあるととを示して仏る。

表 2. PB仇APシリーズの信頼性結果

試験項目

高温保存

低温保存

高温高湿

TO=125゜C,ι=1,ooo h

条

"

T。=-40゜C, t=1,oooh

高温電圧印加

フ。=60゜C

R. H,=90%

杜んだ耐共性

IT=0.1 A

IF=50mA

はんだ付け性

VD=40OV,60OV

フゴ=100゜C

件

260゜C の壯んだに 10秒

端子部に浸漬

ι=],ooo h

街

温度サイクル

応用分野

230゜C のはんだに 5秒

端子部浸讃

累

ι=1,oooh

5.応用

従来,制御回路と卜うイア,クの光絶縁インタフェースには,ダイオードづり

サイリスタ,ホトトランづスタカづラ,トランジスタ,抵抗などの回路で構成,リν,

されて仏たが,コスト,スペース,作業性の面で,従来のりレーに比ベ劣

るため,複雑な制御や,高信頼性を要求される用途以外では頻繁に

は使用されなかった。しかし,とのホトトライアックカづラ PBOIAP は,

とれらの欠点を克服するととを目的に開発した、ので,この素子1本

で従来と同じ機能を、つて仇る。このため,民生機器をはじめとす

0゜C の永永5秒→】00゜C の水 15秒
5サイクル

フ1

ι=】、0001〕

0A

表 3. PBOIAP の用途例

20

-40゜C,30分→T。=250C,10分

→ 125゜C,30分→Ta=25゜C,10分, 5サイクル

f

FA

電

述統通電

20

マイコン

M58101-

X X XFP

トー・→

0

洗優機

ジ+一炊飯器

フプγヒーター

機

20

器

0

器

20

の

0

用

複写桜

20

他

シーケソサ

自動券売機

0

冷蔵庫

ノ{ネノレヒーター

便 '.

る各種電気応用回路のマイコン化により,トライア,,クとペアで急速に 図 6、トライアワクを用いた電子レンジ回路例

普及しっつぁる。例えぱ,家電製品では,電子レンジ,ファンヒーター,

冷蔵庫,洗濯機など,その他では,複写機,自動販売機,シーケンサ トトライアワクカづラを用いた電子レンジの回路例を示す。同図で,ホトト

などの産業用機器にも応用が拡大している。 PBOIAPシリーズの主 ライア,りクカづラ PB OIAP は,マグネト0ンの断通を行うトライア,りク BCR

な用途は,表3.に示すとおりであるが,その内から代表的な応用 16HM とマイコンのインタフェース用に使用されている。トランスの一次

例につ仏て以下に説明する。 側をトライアックでオン・オフするときに流れる 10OA 近い大電流によ

5.1 SSR ヘの応用 るマイコンへのノイズ対策及びマイコン機器に多用されている夕,チ式

今回開発したホトトライアックカづラ PBOIAP シリーズの基本応用回路は, のパネルスィッチの感電防止のため,電源ラインとの絶縁を要するマイ

図 5・に示すとおりで,負荷を直接オン・オフ制御するトライア.,クの コン式電子レンジのもつ問題を, PBOIAP は同時忙解決することが

T2.ゲート間に PBOIAP の出力端子を接続,そして,このホトトライ て、きる。

アックカづラの入力端子に制御回路を接続L,更にトライアックの T9. 5.3 洗濯機ヘの応用

T1端子問に CRのスナバ回路を接続するだけで使用できる。 長年にわたって使用されてきた洗濯機も,2年前からマイコンを搭載

この基本回路は,トライアックのすべての用途に応用でき,かっ入出 し,布力新各まず,汚れのよく落ちるかくはん水流に変りっつぁる。

ブJ間の絶縁がとれるため,メかルーの代替としてもこのまま使用で との水流を起こすため1こ,マイコン洗濯機は,図 7.のようにコンデン

きる0 そとで,この去躰回路の破線部をユニット化し,ユーザーの組立 サモータをトライア,,クによって正逆転制御している。この場合も,ホト

の省力化,セットの小形化を図ったものがソリ,外'ステートルーと呼ぱれ トライアリクカづラPBOIAP はこの要求を十分満足して仇る。立た,こ

るものである。 の用途の場合,ホトトライア,,クカづラには電源ライン電圧の約2倍の電圧

5.2 電子レンジへの応用 が印加され, AC 20OV ライン時には常時60OV近φ電圧が印力Πさ

最近の電子レンジは,調理の簡素化のためマイコンを導入し,複雑な れるため,サージ電圧に対しては,少なくとも V刀S紅が 70OV以上

制御を簡単な操作で自動的に行えるようになってきた。図 6.にホ 必要である。 12クラス品は, V刀S澀Z聖720V が保証されており,この

10OV .20OV ライン用ホトトライア,クカづラのシリーズ化・中嶋・小野.在田.上西.鈴木
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BCR8DM

モータ

可逆運転回路

排水

Mg

BCR8DM

給水弁
9CRIAN

BCR3AM
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0IA
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マイニン
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電源

入力設定 状態検知

図 7.全自動洗濯機の回路構成

ファンモータ

ような用途にも使用可能である。

5.4 冷蔵庫ヘの応用

冷蔵庫は,品質の変化しやすい食品を安定保存するために温

度制御を安定化する必要があり,最近では,特に 0゜C近辺の

高精度制御を行うほか,省電力のためにマイコンを搭載するも

のが増えている。マイコン冷蔵庫では,コンづレッサモータ,霜取ヒ

ータ,ファンモータ,照明ランづなどの制御に 1~16A クラスのト

ライアックを 1台に 4個程度使用している。この際,マイコンの

出カボートと各トライアックとの問を,ホトトライアックカづラ PB01

AP を使用しインタフェースすることにより,パワーラインと制御ラ

インとの問を電気的忙分籬するととができるので,パワーライン

からのノイズがマイコン側忙回り込むととがなく,ノイズに対し

て安定なマイコン冷蔵庫システムの構成が可能である。回路例

を図 8.に示す。

5.5 複写機ヘの応用

オフィスオートメーション(OA)に今や不可欠なものとなった複写機は,

図 9、のよう1こ,メインモータ,現像モータ,ファンモータ,露光用ハロゲンラ

ンづ,定着ヒーターとこれらを駆動する卜うイアヅクが使用され,とれら

の制御にマイコンが使用される。このマイコンと前記トライアックのイン

タフェースにホトトライアックカづラ PBOIAP が使用され,コビーの 5 段階

である帯電,露光,現像,転写,定着の各工程に応じ,マイコンから

の信号により各種負荷が動作する。

複写機は,高機能指向と低コスト化Kよるパーソナルユース指向に 2

極化しつつある。前者の場合は,セ"コストカ斗高いととからホトトライ

ア,りクカづラとトライア,ワクを 1パ,ワケージに入れた SSR として,また後者

の場合忙は,逆にホトトライアヅクカづラとトライア,,クのディスクリートとし

て使用される場合が多い。

5.6 シーケンサへの応用

図 10.は最近,工場の自動化(FA)の先鋒とL.て注目されて込る

シーケンサの回路朧成である。

キーポードによりづログラ△すると, CPU からホトトライアックカづラに信

号が送られる。との信号により,対応するトライア,クがオン・オフ動

作し,各種の負荷がづログラ△により設定されたとおりのシーケンスで

動作する。また,各出力接点は,ホトトライアックカづラにより絶縁され

ており,相互の影縛及び制御回路ヘのノイズ対策の必要はない。

5.7 温水洗浄便座

温水洗浄便座は,日常生活をより衛生的,快適に過すための設備と

して急速に普及している。との設備は,ボンづ,ヒーター,ワアン,バルづ

など,多数の作動要素があり,これらの制御に 1~16A クラスのト

ライア,,クが,1台当り5個程度使用されており,この制御には最近

マイコンを使用する場合が多くなって仏る。図Ⅱ.の応用例に示す

とおり,マイコンの出カボートと各トライア・りクとの問をホトトライアヅクカ

づラ PB OIAP によりインタフェースするととにより,各トライアックの

ゲート回路を分雜することができ,放熱器とトライア,,ク間の絶縁を省

略し1個の放熱器に共通に取り付けて使用するととが可能である。

また,高層マンシ,ンなどノイズ環境の悪い場所での使用においても,

パワーラインとマイコンの問が電気的に分離されるので,ノイズの回り込

みが無く,故障の無い安定した温オく便座システムが得られる。

6.むすび

今回開発.量産化した PBOIAPシリーズについて概要を述ベた。ホ

トトライアックカづラは,本格的実用化に伴って,あらゆる民生機器及び
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電縫管シーム位置検出装置
大橋兼廣、・大出文昭、・近藤広章、・銭場

近年,鉄鋼などの製造ラインにおいて,品質試験の信頼性向上の・ー

環として自動試験機器の採用が急速に高まりつつぁり,なかでも鉄

鋼製品の内外面と内質の試験を行ら自動超音波探傷装置はその代表

的なものである。

電縫管シー△部オンライン自動超音波探傷装置のシー△位置検出装置

としては,従来から,電磁超音波方式,渦流方式,マーキング(磁気,

ペイント)読取り方式,イメージセンサを用いた光学的方式などの方法が

実用化されたり,あるいは試作されたりしたが,いずれ、精度など

の性能面で自動超音波探傷装置の要求する検出性能を満足しなかっ

たため,今回,赤外線センサと可視光センサとを併用して非接触で高

精度なシーム位置検出装置を川崎製鉄(株)と三菱電機(株)が共同で

開発するとともに,自動超音波探傷装置忙適用し,十分な性能を得

て製品化するととに成功した。

本稿では,このシー△位置検出装置の紹介,白動超音波探傷装置

への適用例及びオンラインでの性能を報告する。

1.まえがさ

敬"・本田邦雄"・内藤

2.シーム位置検出装置の原理,構成及び性能

今回,開発製品化した自動超音波探傷装置用シー△位置検出装置及

び自動超音波探傷装置の機構部の外観を図 1.に示す。電縫管は,

成形口一うによる鋼板の曲げ成形,ウェルダによる接合部の溶接,ピー

ド部の切除,シー△部の探傷,シー△部のアニール処理などの一連の工

程を経て連続製造されるが,シーム部探傷の信頼性向上のためには

シームの位置を正確に検出することが必要である。我々は,溶接直後

のシーム部付近が母材忙比ベて温度が高く赤外線の放射強度が高い

ことと,ビード切除部分が周辺母材に比ベて光沢があり光の反射強度

が高いととに着目して,赤外線センサと可視光センサとを併用したシ

ビードカット幅

1 赤外線放射強度分布

可視光反射強度分布}11
11 」{ 1、」

'11 f委1血Zにコ_1 卿.卓ΞΞ司
1.,赤外線センサ a6素子Pbse)

博"・日和佐

ビードカソト幅

匝塁五Z 口立璽Ξ蚕]

フォトセンサ(2素子SI)

1享**

シーム部

一△位置検出装置を開発した。

2.1 原理

図2.にとのシーム位置検出装置の原理を示す。電縫管においては,

シーム部の両側の母材の材質と厚さが等しく,溶接時にシーム部に加

えられた熱の周辺ヘの熱拡散の仕方が同一であるため,その表面温

度分布形状はシーム部を中心として左右対称であり,したがってそ

とから放射される赤外線の強度分布も同様の形状になる0 ただし,

ビード切除部分にっいては赤外線放射効率が低いととに加え,切除状

態によっては対称性が失われていることも多い0

赤外線方式は,ビード切除部分を除いたこの赤外線強度分布の対称

性を利用してシー△の位置を検出するもので,図示のように二つの

赤外線センサで受光する赤外線エネルギーが等しくなる位置を検出す

るものである。すなわち,ごつの赤外線センサの中心とシーム部巴が

一致した場合には,図の赤外線強度分布の中に示した打点部に相当

する赤外線エネルギーが等しくなり,二っの赤外線センサの差分出力

が零kなるが,二っの赤外線センサの中心とシー△部とがずれた場合

Kは,十れの方向によって士の差分出力が得られる。したがって,

との差分出力が零になるように二っの赤外線センサを同時に動かす

ことによって,逆にシームの位置を検出できる。

赤外線方式はシー△部付近から放射される赤外線を受光するのに

対し,可視光方式は外部からシーム部周辺に光を照射して,そこか

ら反射される反射光を受光する。一般に切削直後のビード切除部分

は金属肌の光択のある表面形状であり,その周辺母材に比ベて光の

反射効率が高いので,シーム部周辺から反射される反射光強度分布は

ビード切除部分にエネルギーが集中した形状になる。したがって, シ一

△部周辺からの反射光を二っのフォトセンサで受光して,それらの差

分出力が零になるように二っのフォトセンサを同時に動かすことによ

つて,赤外線方式と同様に反射光強度分布の中心,すなわちビード

切除部分の中心を検出することができる。

/ー/

図 2.シーム位置検出の原理

ビードカット部
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図 1.白動超音波探傷装置用シー△位置検出装置
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図 3.シーム位置検出装置の構成
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検出温度範囲

0140

目

検出精度

迫

ソビングモータプリアン

表 1.シー△位置検出装置の性能

応答時問

ヨ

チョッビングモータ

検波回路

差動アンプ

フォトセンサ

(2素子Si)

出

サーボアンプ

性

力信号

ためのづりアンづから構成されている。センサとしてはフォトセンサ忙 Si,

赤外線センサに 16素子の Pbs.のうち対向する 2索子を用いている。

赤外線センサの使用する2素子は,ビード切除部分の影糾を受けな込

こと,十分な赤外線放射信号が得られること,の2点から決定され

る。

( 2 )コントロー}レポ,ワクス

コントロールポックスは,センサヘ,,ドからの信号を増幅し,その信号のろ

波,検波,差分検出などの信号処理を行って,赤外線方式,可視光

力式それぞれ独立に三つのセンサの差分出力を得る信号処理回路と,

センサヘッドとコント0ールボックス内で使用する竃源とから構成されてい

る。

2.3 性能

とのシーム位置検出装置の性能を表 1.に示す。

以上述ベてきた内容をまとめると,このシー△位置検出装置は従

来の装置と比較して下記の優れた特長を、つている。

(1)非接触にてシームの位置が検出できる。

(2)小形軽量で検出精度が高仇。

(3)シーム位置検出範囲逸脱時における自動修正機能をもってぃ

る(マイコン応用機器使用時)。

表 2.電縫管シーム部自動超音波探傷装置仕様

150~700゜C

単位

士0.7 mm 以内

能

r"m

DC O~士5V/'0~士51nln

可視光レンズ

赤外線センサ

30ms

従

プ

(16棄子Pbse)

鋼管シーム都温度

備

チョッビングフィン

シーム中心力、らの偏差

90%立上り時問

考

電圧/シーム中心からの偏差

赤線レンズ

このシー△位置検出装置は,これら両方式を併せて用いてぃる。

2.2 構成

シーム位置検出装置の構成を図 3.に示す。シーム位置検出装置は,セ

ンサヘヅド,コントロールポックス及びそれらを接続するケーづルから構成さ

れている。また,このシーム位置検出装置を用いて目的の装置をシ

ーム部忙追従させる自動制御ルーづを構成する場合には,図示のよう

に演算処理を行うマイコン応用機器を用いて信頼性を向上させると

とがて、きる。

( 1)センサヘ,"ド

図 4・にセンサヘ,,ドの構成を示す。センサヘッドは電縫管の近くに配置

され,電縫管のシー△部付近から放射される赤外線,及びビード切除

部分から反射されてくる反射光を電気信号に変換するところであり,

赤外線用と可視光用のそれぞれの光学系,光一電気信号変換時の

SIN比を向上させるためのチョッeング機構,赤外線センサ,フォトセンサ,

及び光一電気変換で得られた電気信号を適当なレベルまで増幅する

図 4.センサへりドの構成
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目

式

厶

'^

部換れ

述度

架

外径φ267.4~"0.4mm

管厚 3.96~?2.omm

士20゜

16~60mlmin

精

仕

シーム部自動追従:赤外線と可視光線を併用Lてシ

ム部を検出L,追従機構を自動追従させる。

士1.5mm 以内

講 ライソに立たがって設確され,台司工走行用レール,

ケーブルベアなどから楡成される。

オンラインと才フライソ冏を移動ナる。

探触子保持機機,セγサヘッドを保持し,試験材の
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・シーム倣仏角度:土20゜

・シーム倣仇速度: m且X 6゜1S

探触子,探触子ホルダを保持する。
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タコゼネレータ

サーボモータ

探触子保持機構
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3.装置ヘの適用例

とのシーム位置検出装置を利用したシステムの一例として,電縫管の

溶接部を連続的に品質試験する自動超音波探傷装置について述ベる。

この探傷共睡は,とのシー△位置検出装置によってシームの位置を検

出し,探触子をシーム部{C自動追従させながら探傷するこ巴によっ

て,探傷の信頼性を大幅に向上させた。

3.1 装置の仕様

電縫管シー△部自動超音波探傷装置の仕様を表2.に示す。

3.2 システム構成

電縫管シー△部自動超音波探傷装置のシステ△構成図を図5.に示す。

シーム位置検出装羅は,センサヘウドの中心とシームの位置とのずれを検

出し,そのずれの量忙応じた電圧を位置に関する信号としてサーポア

ンづ{C珂リ川する。また,サーポモータに直結されたタコゼネレータは,サー

ポモータの回転速度忙応じた電圧を速度忙関する信号としてサーポアン

づに白υ扣する。とのよう忙楴成されたサーポルーづによって,センサヘリ

ドの小心は常にシー△部に一致するよう K追従して動く。

ーカ,探触子は,探触子保持機構内に収納されて電縫管に接管す

るように配羅されているが,探触子保持機構は,その中心とセンサヘ

,ゞドの中心とが・一致(電縫管の長手方向では異たる)するよらに取

り付けられているので,探触子、常忙シーム部に追従して動くこと

忙なる。

自動超音波探傷装置は,超音波を送受信する探触子,探触子を駆

動したり,探触子から得られた信号を処理したりする探傷データ処

理盤,レコーダー,システムタイづライタ,キャラクタディスづレイなどから構成さ

れ,探触子で発生した超音波の信号を試験体に入射し,試験体の内

外面や内質に存在する欠陥などの反射源から反射されるエコーを受

信し,探傷手一夕処理盤にてデータ処理を行い,自動的忙探傷を行う。

4.シーム位置検出装置の性能

シーム部
/"訟
試験材

(電縫管)

探触子

シーム位置センサ

探傷データ処理盤

図 5.電縫管シーム,部自動超音波探傷装羅のシステム構成

信号処理部

^^^^^

送受信回路

演算処理部

速度指令

信ち

処理回路

追従駆動部用
サーボアンプ

するセンサヘ,,ドの移動距部であり,縦軸はシー△位置検出装置の赤外

線方式の出力電圧である。

図 6.は,センサヘッドの移動距籬に対する出力電圧の変化が完全に

は直線的ではないものの,零クロス周辺の領域(この例では約士2

mm)では直線近似が可能であることを示している。また,このシ

ーム位置検出装置を用いて,常にその出力が零になるよ5制御ルーづ

を構成した場合の動作領域は,二っの赤外線センサの問隔やシーム部

付近の温度分布によって異なるが,この測定例の条件では士10mm

以上巴れるととをも示している。

(2)可視光方式の出力特性

図7.は可視光方式の出力特性の例であり,図6.と同様に図の横轍

はセンサヘ,外の移動距部,縦軸は可視光方式の出力電圧である0

可視光方式の出力特性は,ビード釖除部分の状態やパイづの母材部

の光択の様子などの影響を受けやすいが,図 7.に示すように,ピー

ド切除部分中央で零ク0スする出力特性を得るととができる。可視

光方式によるピード切除部分中央の検出可能な範囲は,ビードの釖除

幅に大きく依存するが,この測定例では約士4mmの直線近似可能

な範囲と約士12mm の追従可能範囲を得た。

4.2 総合性首Ξ

とのシー△位羅検出装置を電縫管シーム部自動超音波探傷装置に搭戯

して,探触子保持機構をシー△部K追従させた場合の総合的なシー△

追従性能を示す。ことでは,搬送設備を搬送される電縫管の表面に,

レニーダー

システ'ι、
タイプライタ

キャラクタ
テ'イスプレイ

4.1 単体性能

センサヘッドを電縫管表面に対して水平で,かつシーム部に対して直角

方向に移動して,センサヘ,,ドの移動に対するシーム位置検出奘置の出

力をモニタするととにより単体性能を測定し,オンラインでのこのシー

ム位置検出装置のシー△位置検出特性とした。

(1)赤外線方式の出力特性

図6,は赤外線方式の出力特性の例であり,図の横判献シー△部に対
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図 6.赤外線方式の出力特性例
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図 8.自動追従制御の検証

0
0 0 0

N

シーム追従機構の動き

(PLG換算)

図 8.(a),図 8.(b)は,探触子保持機枇の中心に対するシー△

位羅の変動が明らかに零付近に染中していることを示しており,そ

の変動幅は測定誤差を考慮しても士1.5mm以内である。そのとき

の探触子保持機雛の移動亀は,図 8.(]D に木すよう k 土2mm程

度である。

(2)自動追従制御の効果

図 9.に,以上の確認試験を各サイズについて実施した結果を示す。

図の縦軸は各サイズの結果につ込て,変動幅士σで示している。自

動追従制御を実施しない場合に大きく変動しているのが,自動追従

制御を実施するととによりその変動幅が大幅に小さくたっていると

とが分かる。図中に探傷条件から定まる許容範囲士1.5mm を点帋曳

で示しているが,白動追従制御を実施したものはすべてその許容範

囲内忙入っている。

4.3 結 論

この試験結果により以下の結論を得ることができよう。

(1)シーム位置検出装隈単体のシーム位置検出精度は,これらの測

定結果から直ちに分かる、のではないが,追従装置の機構部に内在

する遊びなどを考慮した場合,少たくとも士0,7mm 以内に入って

いる。

(2)白動追従を実施したときの探触子保持機構は,ねじ(捉)れな

がら搬送されるシー△部忙正確に追従して動き,その追従精度は機

枇部の追従誤差を含み士1.5mm以内である。

5.むすび

従来のこの種のシー△位置検出装置は,白動超音波探傷装置では精

度などの性能面であまり満足されたかったが,今回開発したシー△

位置検出装置は,オンうイン自動超音波探傷装置にてシーム自動追従制

御に使用した結果,士1.5mm以内の精度で追従し,性能的に満足

することができた。

今後,このシー△位置検出装置は,自動超音波探傷装置のほかに,

シームアニーラなどの関係各方面において使用用途の拡大が大いに期待

できる、の巴思われる。

056

20

(被試験パイプ)

(シーム中心)

シームイ立置

王=-0.36mm

077mmd^

↑↑

探触子保持機構の位置に対応したマークをつけ,そのマークとみーム

部との距離を搬送設備の下流で実際に測定し,これを総合性能とし

た。

(1)自動追従試験データ

外径2小の電縫管の製造時に測定した自動追従試験の測定例を

図 8.に示す。図において(0)は探触子保持機構の中心に対するシ

ーム位置の変動の様子を示した図であり,図の横轍は電縫管の長手

方向の位置,縦軸はその位置での探触子保持機構の中心に対するシ

ームの位置の偏差である。また,(b)はそのときの探触子保持機騰

の動きを示したものである。
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図 9.自動追従制御の効果
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ストアデータプロセッサS・6500

1.まえがきえ

我が国の食品小売業界における FOSシステムは,]ANσapanArtkle

Number)コードとn乎ぱれる統一商品コードのソースマーキング(食品製造

メーカーの段階て、JANバーコードシンポルを商品に印刷すること)の拡大

とともに本格的普及期を迎えている。店舗においては,スキャナ(パー

コードシンポル自動読取り機)を利用して,商品売上情報の入力省力化,

正磁化,迅速化を図るとともに, POS夕ーミナルとストアデータづ0セ,,サ

の PLU (P負舵 Look up)機能によって,商品ヘの値付けを廃する

ことも可能となっている。

PLU とは,読み取ったバーコードシンポルの商品コードから, POS夕ー

ミナル又はストアデータづロセッサのメモリに商品コード対応でファイルされ

ている和科各などの情報を呼び出す機能であり, JANコードPOSのー

つの大きな特徴となっている。ストアデータづロセッサは POS夕ーミナルか

らのデータを収集分析し, PLU応答を行う店内POS専用コンeユータ

であり, JAN yoSシステ△として PLU のファイルメンテナンス, PLU売

上フラッシュレボート,販売促進に役立つマーチャンダイづングレボート出力など

特有の機能が必要とされる。

ストアデータづロセ四サ(stote Data processor : SDP) S-6500 は,と

れら最近の客先二ーズ k合致させるために,旧機種のデザインを一新

し,機能の大幅拡張を盛りこんで開発された高機能SDPである。

本機は,情報収染及び分析の核となる本体部分と,店舗内回線(イ

ンライン)制御を主として行う回線制御装置(chonnelcon比olunit:

CCU)とで構成され,標準システムでは 16台まで,最大に拡張され

たシステムでは最高64台までの POS夕ーミナルを接続可能であり,店

舗規模に応じた効率的な情報収集を行うととができる。以下に機器

の特長,ハードゥエア村'成,ソフトゥエア構成などを紹介する。

2、特長

S-6500形SDP は, CRT ブイスづレイ, JIS キーポード,8 インチ FDD を

標準装備し,特に JANコードPOSシステムに適合できる以下のよう

な特長を備えている(図 1.)。

(1)業務停滞を起こさない完全マルチタスクシステム

16ピ.,ト CPU を中心とするマルチづ0セヅサシステムを採用し,店舗内回

線からの情報収集,分析情報の表示,づりント,ワアイルアクセス,ホストコ

ンビュータとのデータ伝送などをマルチタスクで実行するため,オペレータ

の「いらいら」の原因になる操作の待ちを生じたり,業務停滞を起

こさない。

(2) JISキーボードを用いての容易なデータナ比ツト

ボeユうーな JIS キーポードを採用したととにより,カーソルの移動で必

要な項目のみの変更が可能になり,価格づりセ'汁キーの売価変更,

JANナJセ,汁データの追加,削除,売価変更操作を簡単に行うことが

できる。また,商品名、キー入力情報をそのままインづ,ワトでき,づり

セ,ワトが容易にできる。

(3)見やすく,使仏やすいデータ表示
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S-6500では,表示装置として 9インチCRTディスづレイを標準装備す

ること忙より,部門別,グルーづ別, JANコード'管理商品などの売上

状況を即座に把握できる。その他,データ設定作業時も設定内容,

各種コントロール情報(SDP の動作状況, FDD動作状況,オペレータガイ

ダンスなど)の表示が可能なため,より正確な操作が行える。

(4)売り場に直結したデータ分析

大量の JANデータを有効活用するための専用処理づ口づラムを持ち,

店舗内から収集したデータをすぱやく分析し,直ち忙売り場ヘ反映

させるととができる。

(5)保存用データのづりントアウトが可能

RS-232 Cインタフェースのシリアルポートを標準装備しており,シリアルづり

ンタを按続するととで,保存用データをA4版帳票の形で出力可能で

ある。

(6)充実したホストコンeユータ受渡し手ータ

1日の売上げを精算したデータは一括FDDしートへ格納され,店舗

会計,部門別売上合計, JAN PLU別合計,レジ担当者別売上合計

など各合計器ヘの書き込みに加え,づライスゾーン分析,部門名称,

JAN 名称、書き込まれるのでホストコンeユータによるデータ分析時の

効率向上が図られる。

(フ)ペンリーダを用仏ての JAN PLUコード入力

JAN コード'の入力は PLU コード, NON-PLU コード共ペンリーダでバー

コードをなぞるだけでインづツトできるため,コードの登録が迅速,正

確に行える。

(8)小形店から大形店まで1台の SDP でサボート可能

本機に接続できる夕ーミナル数は標準16 台であるが,機能を拡張す

ることで最高64台までの夕ーミナルが接続可能である。レリ台数が数

台の小形店から,ショ,ビングセンターなどで買上げ頻度が集中しないと

ころでは,数十台のレジが設置される中・大形店まで1台のSDP

で店舗内レジの売上情報を収集・処理できる。

(9)大容量メモリ搭載によるすぱやい応答

'^

^

図 1. S一価00 の外観
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S-6500 は, OS を含むべーシックづ0グラ△を ROM 上IC,アづりケーシ,ン

づログラ△と JAN PLU手一夕を RAM 上に配置する。 ROM, RAM

を含めたメモリ容量は標準50OKB とかなりの大きさを持つが,拡張

することで最大 IMBのメモリ空間を利用できる。これにより,ター

ミナルからのPLU問合せ時忙検索すべきブータを主メモリ上に配置で

きるため,例えばFDDシート内にPLUデータが格納されるようなシ

ステ△と比ベて格段の応答性を持ち,ターミナルの動作が停滞するとと

を防いでいる。

S-6500 のハードゥエア構成を図 2,をもとに述ベる。

3.1 メインプロセッサ

メインづロセッサとして 16ビット CPU(M5L8086)を採用し,各種1/0

制御,内部データ処理など本機の主制御を行わせて仏る。

3.2 メモリ部

メモリ部は ROM, CMOS RAM, DRAM により描成されており,

それらの概要は次のとおりである。

(1)構成,容量及び用途

最大Ⅱ2KB OS を含むべーシ四ク部分ROM

CMOS RAM .4KB システム管理情報

384KB OS用データ部分,アづりケーシ,ンづログラ△及びDRAM

データ部分,及び JAN PLU ファイル

(2)メモリデータ保護動作

本機のメモリデータ保護動作は次の二つに分類できる。

(司閉店時などで本機の電源スィ,,チが断状態のとき

3. ノ、^

」→゛

」

ドウェア

この場合,コンセントにAC電源が供給されていれぱ,メモリ保護用

の特殊な電源回路が動作し続け,メモリ回路Kのみ電源が供給さ

れる。

仏)停電時

停電時には内蔵のバッデJ からメモリへ電源を供給することで,メモ

リデータの保護を行う。このとき,メモリデータの保護時間は, CMOS

RAM は約1か月, DRAM は約32時間である。

(3)停電時の処理

運用中における停電K対しては,バッテリによるメEげ一夕保護が動

作し,更忙停電からの復帰時には電源断となった時点から再スタート

するので,オペレータから見ると,あたかも電源断かなかったよらに

動作する。

3.3 表示部

表示装置には 9インチCRTディスづレイが用いられる。画面の表示は横

40字,縦20行であり,売上明細やナJセ,"内容などを表示する詳

細領域15行,仕切線 1行,オペレータガイダンス・機器の状態などオペレータ

に伝送すべきメッセーリを表示するメ,北一づ領域3行及び子備エリア1

行で構成されている。表ポ文字種は,英数字,カナ記号'で,づりンク,

リバースが可能である。

3.4 キーボード

づりセ,,トデータの入力や分析手一夕の出力指示のため,ⅡS 配列準拠の

牛ーポードを装備している。

3.5 FDD 及び FDD コントローラ

システ△づ口づラム,づりセ,ワトデータなどの口ーディングや精算時データを始め

とする各種分析テータの格納用に8インチ両面倍密度タイづ(FDDシー

9インチ
CRT

CRT

コントローラ

CPU

(年・月・日・時・分)

時計

ROM

112KB max

D-RAM
384KB

^

CMOS RAM

4KB

FDD

コントローラ

:基本

拡張メモリ1
_.J

^^

キ一

コントローラ

オフション

「牙ンライント^Ir MODEM I-y'>、^ホ
L/JL J

ノ

256~512KB

8インチFDDX1又はX2

ト1枚当り IMB)が使用可能な 8インチ FDD

を 1台装備している。 FDD の制御にはサづ

づロセ,りサとして 8 ビット CPU (8085 ク0,,ク 8

MHZ)を使用し,メインづロセヅサとの問はマクロ

命令でインタフェースされている。拡張用として

2台目FDDの搭載が可能であり,大容量デ

ータへの配憲をしている。

3.6 シリアルインタフェース

帳票出力などに用込る外部シリアルづりンタ巴の

接続のため, RS-232C インタフェースのシリアル

ボートを装備している。シリアルボートの伝送速度

は,30obpS から 9,60obpS まで,接続される

ナルタに応じて設定可能である。

3' 7 CCU インタフェース及び CCU

S-6500は構成上SDP本体と CCU に分かれ

るが, SDP本体内部から直接的にCCUを制

御するのがCCUインタフェースである。 CCU忙

対する制御及びインライン回線に対する制御は,

すべて CCUインタフェース基板から行われる。

CCU インタフェース, CCU ともサづづ0セ,りサとし

て 8085づロゼ,サが使用されており,伝送速度

48Kb郡の高速にてデータの受渡しが行われ

る。最大構成の場合のインライン回線接続形態

を図 3.に示す。

3,8 その他の 1/0

機能拡張用に下記オづションが用意されている。

(1)オンラインインタフェース

r。、'『__
ペンリーダトー・イニニニ》.
Lコントロー乏」

JIS配列キーポード

ストアデータづ0セッサS-6500・高野・細見・芋生・津波・橋本

拡張VO
VF

CCU VF

ストコンビュータ

図 2. S-6500 のハードゥエア構成

ペンリーダ

リアルプリンタ

r--1.^「
I CCU トーーーーノ^

CCU

L_.」

インライン

47(595)

、
、
「
1
一

.

r



SDP本体

シリアルプリンタ

CCU

POS# 1

POS# 16

16ム

分析,客分析,管理分析の三つ忙分かれ,更忙それぞ

れは,フロア・グルーづ・部門・単品及び PLU の各分析,

づうイスゾーン・時問帯分析,レジ・係員・販売員分析に小

分類される。

4.2 アプリケーションプログラム

S一砺00 としての機能を実現しているづりケーシ.ンづログラ

ムの構成忙ついて述ベる(図 5.,図 6.参照)。

(D 開設処理

システム導入時に行われる処理を開設処理といい,との

中で代表的なものとして合計器の割り付けがあげられ

る。図 5.で示す各分析を行うために,各々の分析{て

対応する独立した合計器が必要とされるが, S-6500

におけるこれらの合計器は,導入された店舗の規模,

運営に応じて最適な郵円付けが行えるようフローティング

になっている。したがってS-6500運用開始前には合

計器割り付けのため,必ず開設処理を行わねぱならな

い。また一度開設したあとでも店舗の規模}運営、が変

化したときには,との開設処理を再度行うこ巴により,

最適な合計器割り付けへの変更が可能である。合計器

の割り付け変更により合計器数の増減が発生しても,

既に各合計器に設定されている情報はそのままスライド

される。

(2)づりセ,"処理

日常の開店前忙行われる処理をナル,"処理という。

との際,図5.で示す各分析実行のため,分析処理ご

との内部設定が行われる。特忙,商品分析の下位レベ

Eヨ「
精算レポート

閉

POS# 17

CCU

ホストコンeユータとの伝送制御を受け持つ 1/0基板で,

サづづロセッサとして 8085 づ0セヅサ(クロ,,ク 4.9152 MHZ)

が使用されている。ホストコンピニータとの間の伝送制御

手11頂には, BSC(Blnary synC1寸on仇Is communication)

手順が用いられている。伝送速度は,1,200、那から

9.60obpS まで可能である。

( 2 )ペンリーダコントローラ

JANコード入力などのため{てパーコード読取り用ペンリーダ

が用意されて仏る。サづづロセッサとして 8085 が用いら

れている。

POS#32

図 3. S一価00 によるインラインシステム例(最大構成時)

16"、

POS#33

POS#48

161、

POS#49

4.ソフトウェア

S-6500 のソフトゥエアは,時々刻々と発生する外部イベ

ント忙対して,りアルタイムに処理を実行していくオペレー

ティンづシステム(MPX-70のω柁)と,そのオペレーティングシス

テムの管哩下でSDPとしての機能を実行するための

アナ竹ーションづログラムに大別される。

4.1 店舗内業務の分類

通常,店舗における業務は図 4.{C示すよう忙,売場

での処理(POS夕一三ナルの業務)とバックオフィスでの処

理(S-6500 の業務)に分けるこ巴ができ, S-6500 の

処理としてはシステ△導入時の開設処理,日常のづりセ

',ト処理,営業中の売上返品手一夕の蓄積及び点検処理,

閉店時の精算処理忙大別される。また, S-6500内部

処理巴いう観点で見た場合忙は,図 5.のよらに商品

48(59の

POS#64

16ム

売場(POS夕ーミナル)業務

開店 ー.^

開始

バックォフィス(S-6500)業務

開Z又

プリセット

閉店

売上

返岫

売上データ

売上データ

返品データ
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売上データ

データ蓄積

点検

精算データ

ーーーー1

点検レポート

図 4.店舗における業務

国
区
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管理分析

フロア

グループ

部門

0 ゛
弓

人 坏
゛つ、

ルである JAN PLU (単品も含む)は管理する商品数がヲド常に多い

ことから,この合言片Rファイルを作成する際は他の合訓曽R設定とは別

な手段も用意されている。すなわち, JISキーポードからの設定以外

に,ホストコンビュータから電話回線などを通してオンラインで設定する力

法と, FDDシート上忙合計器ファイ1レを作成しておき,その情報を

FDDシートから 0ーディングする力法がある。これにより,ナJセット処

理における設定を簡素化している。

(3)データの蓄積処理

レジからの売上返品データは,図 5.で示す各分析ごとにデータの更新

を行いながら蓄積される。とれら蓄積されたデータは,粘算処理内

で各分析ごとの合計器グワが行われるまで保存されており, CRT

やシリアルづりンヌにいつでもその1人」容を表示できる。

(4)点検処理

営業時問中における売上状況の確認手段として点検処理があり,図

5.で示す各レベルごとの分析内容を CRT ある仏は Vワルナルタ忙

出力できる。

(5)精算処理

店舗内のすべてのレジ業務が終了すると, S一価00 を翌日の業務に

単 PLU

＼
ノ

商品分析

都

アプリケーション

プログラム

図 5. S-6500 内部分析処理構造

客分析

開設

備え粘算する必要がある。このとき,図 5,で示す分析ビとのレボー

トを採取する低かに, FDDシートへの分析ごとの合計器内容記録,オ

ンライン忙よるホストコンビュータへのデータ送信,合計器のクリアが行わ

れる。

プリセット

データ蓄積

図 6. S一価00アナ竹ーションづログラ△の拙成

5.むすび

この S一鉐00ストアデータづロセヅサは,従来の S・6100 の改良機として開

発され, CRTディスづレイ, FDD を始めとする各種1/0 を標準装備

することで,使いやすさ,業務に直緑ルたデータ分析力など,早く

も市場の好評を得つつぁる。ターミナルとストアデータづロセッサをi1訓輪と

する POS システム開発を通じ,今後とも市場二ーズを先取りした,

よりょい製品発表を月指し努力してゆく所存である。

參考文献

(1)津波ほか: POS夕ーミナルにおけるマイクロづロセッサの}心用,

菱選機技報,56, NO,12 (昭57)

言語,(2)松村ほか, POSシステム用簡易づログラ△ 三菱電機技報,

58, NO,9 (H召59)
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フジッコ株向け分散処チ里オンライン販売管理シスラム

調理食品を製造・販売する業界においては,しψ剖好の多様化と食

品の安全性ヘの要求力斗高まり,市場二ーズにきめ細かく対応すると

とが重要な課題となってきた。

フりツコ(株)は「ふじっ子」づランドにお込て,調理食品(昆布製品.

煮豆・スーづ・つ(演')け物・その他)を製造販売する会社であり,昆

布製品・煮豆では業界トヅづシェアを誇っている。製造品目は約600

品目であるが,食品添加物の無添加を業界に先がけて実現し,市場

の支持を得ている。更忙市場二ーズの把握,商品の鮮度保持,顧客

の経営上の重要課題である物流コストの低減などを目的として物流

オンラインの幽社システム開発に着手した。全国の営業所,商品センター

にインテリジェント端末《MELCOM 235の(以下,インテリジェント端末

と動司、)を配置し,本社のホスト計算機《MELCOM-COSMO》言十

算機(以下,ホスト計算機と称す。)と公衆回線を介して接続し,分

散処理ネットワークシステ△を構築した。

この物流オンラインシステ△で出荷情報や在庫情報を一元管理し,必

要情報をタイムリーに提供して適正在庫Kよる高回転率運営を実現し

経営合理化に寄与するものである。とのシステムは昭和56年3月か

ら稼働を開始し,59年9月に全営業所ヘのシステム展開を完了した。

とのシステムの開発目的や経緯,特長について述ベる。

1. まえがき

森田俊彦、・平田和吉"・平井秀

いう方式である。受注情報はとのルートで発生し,きわめて短期問

忙受注,出荷のサイクルを繰扮厘し市場に商品を供給している。

食品メーカーの受注情報及び物流システ△の特性は次のとおりであ

る。

(1)受注,出荷のサイクルが1日サイクルで繰り返す。

(2)受注情報は得意先の受注締め日や季節変動により,品目,数

量が大きく変動する。

(3)受注量の小口'汁化

(田得意先の都合により,販売の機会損失の防止や売場効率の

改善を老慮し,必要な商品を必要分だけ注文する小ロット受注が

増加している。

(扮受発注を正確かつ迅速化するため,得意先とオンライン接続

する発注データ交換システ△が増加している。

(4)商品在庫の高回転率化が必すψ助

(司商品単価が比較的安価のため,在庫の回転率が低下すると

管理コストが増大し,売上高,利益に悪影響を及ぽす。

(b)商品に製造年見日が入っているため,在庫管理で品目の日

別管理が重要なポイントである。在庫日数が長くなると,商品に賞

味期問が表示されているため,得意先に販売できる期間が短縮し

受注活動が不利となる。

(5)市場二ーズの多様化

商品の鮮度保持や安全性ヘの要求の高まり,噛好の多様化などの市

場二ーズへの対応が必須である。更に,より多様化する市場二ーズの

早期把握とそれへの迅速な対応を可能とする,物流システムの確立が

企業の重要課題となっている。

2.1 システム開発の経緯

フジヅコ(株)では,昭和48年から日本電信電話公社のオンラインシステム

である DRESS販売管理システ△を稼

働させていたが,次の理由により削'

算機の自社導入によるシステ△開発に

踏み切った。

(1)年率10%を越える会社の成

長に見合うシステ△の必要性

(2)得意先二ーズを満たすオンライン

サービスの実現

(3)事務業務の省力化

(4)企業活動データの蓄積と即時

の抽出

2.2 食品メーカーの物流システム

の特性

フジッコ(株)の商品の物流ルートを紹介

すると,まず工場で商品を製造して

商品センターに出庫し営業在庫とす

る。その後営業所からの出荷指示に

基づき全国各地の得意先(問屋,
、狂1

販店,卸売市場など)に出荷し,更

に得意先から消費者K供給する,と

2. システムの目的

営業所

50 (598)

受注情報

販売計画

*フりツコ(株)将三菱電機(株)コンeユータシステム製作所
***三菱電機関西コンビュータシステム鵬

一部大手得意先

得意先

***

ホスト計算機

在庫情報

本社

工場

1 '"ニ

商品センター

図 1.各部門の業務関連図

出荷伝票

1物流倉庫
1(自動倉團

1 方面別情報
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2.3 システムの目的

市場二ーズへの対応と販売管理の充実による拡販体捌の確立をねら

いとして,次の項目の実現を目的とした。

(1)営業活動により発生した情報を収集加工し,活動状況を計数

管理して管理密度の向上を図る。

(2)営業所の出荷情都と商品センターの在庫情報を,本社のホスト

計算機で集中りアルに管理して情報の一元化を図る。

(3)営業所在庫は原則的には皆無とし,商品センターに在庫を集中

管理して物流在庫の適正化を図る。

(4)実務処理レベルの作業の電算化を図り省力化を行う。

(5)データの発生場所によるデータ入力を実施し,入カデータの信

頼性向上を図る。

(6)経営者の意思決定に資する社内情報の収集を行う。

2.4 システムの対象業務

システム機能部門として4部門からなってぃる。すなわち担当地域の

顧客の販売・回収を担当する営業所,商品の保管及び入出庫,仕入,

出荷を担当する商品センター,商品を製造し商品センターに出庫する工

場,情綴を集中的忙一元管理する本社,以上4部門である。業務の

関連を図 1. K示し,各部門の主な業務につぃて説明する。

(1)営業所

(a)得意先からの受注情報を取りまとめ,商品別受注呈を商品

センターに伝える。

(b)商品センターの指示に基づき,品薄穆j品の出荷数を決定する。

(の出荷データを入力し,本社経由で商品センター1て出荷データを

伝送して出荷指示を行う。

(d)週問販売計画を作成し,商品センターに伝える。

(e)得意先対応の販売鞍略の立案などによる拡販作業と,販光

後の回収作業を行う。

(2)商品センター

(a)工場,仕入先からの入庫,仕入業務を行う。

(扮受注情報と在庫情報を老慮して営業所別出荷数を決定する。

この作業を出荷調整といい,羽整結果を営業所に指示する。

(の営業所からの出荷情綴を本社経由で受信して出荷伝票を発

行し,出荷業務を行う。

(d)営業所で作成した辿間販売計仙iと,在庫情報を考慮して週

問出荷予想高を作成する。これを本社生産本部に伝える。

(3)工場

本社て、作成された生産計画1て基づき,商品を製造し商品tンター忙出

庫する。

(4)本社

(ω週間出荷予想局及び営業在庫,工場在庫,生産許容量をも

とに,工場別の生産計画を作成する。

(b)物流オンラインシステムのネットワークのヰ1心として,情報の一元

管理を行う。

公衆回線

本社

橿周

札幌

浜坂

詞出
和田山

高松

新晶

金沢

名口長静易

仙台

宇都宮

童

X8

本牡鳴尾

"4 "艇配

. 営業所

:商品センター

工場

本社

西宮ーノセンター

京滋

北大阪

20箇所

2箇所

5箇所

阪南

関西

3.システムの内容

3.1 才、ツトワーク構成

全国の営業所,商品センター,工場に設置したインテリづエント端末と,

西宮市の本社に設置したホスト計算機とを,公衆通信回線で接統し

た全国オンラインネヅトワークシステ△である(図 2.)。営業所,商品センタ

,本社で物流オンラインシステムを,工場,本社で生産管理カステ△を,

それぞれ独立して稼鋤させている。

フジッコ(株)1司け分散処理オンライン販売管理システム・森田・平田・平井

多摩

味富士

神交川

方

図 2.オンラインネリトワーク構成

J画

束京商品
センター

表 1.ネリトワークの回線利用力式

伝

式

東庁、

埼玉

回

..

伝

'末

き泉

方

'^

伝送ブロック長

式

父里

公衆通俗回線

NCU

関東

千葉

度

BSC =ソテγシ"ン方式

内

の

3.2 オンライン業務処理

全国の営業所や譜j品センターにおける出荷,在庫の情報を本社のホス

ト計算機忙集中し,実時間管理を行う。営業所や商品センターに設置

したインテリジェント端末と本社のホスト計算機とのオンライン処理は,

業務の発生都度随時に行われるりアルタイ△処理である。主要業務に

つき,オンライン処理の流れを述ベる(図 3.参照)。

3.2' 1 エントリ業務

(1)インテリジェント端末から伝票発行忙必要な情報を入力する。こ

のときマスタファイルを参照してエラーチェ,りクを行い,クリーンチータのみ

を伝送ファイルと伝票ファイルに出力する。

(2)インテリジェント端末は,伝送ファイルをホスト計算機に伝送する。

(3)ホスト計算機は受信した伝送ファイルにより在庫更新を行う。

在庫チェ,,クし,伝票発行可であれぱ在庫を即時更新して伝票番号を

採番し,伝票番号送信ファイ}レに出力する。不可のときは該当データ

が在庫切れである旨を,伝票番号送信ファイルに出力する。

(4)インテリづエント端末はホスト計算機から伝票番号送信ファイルを

受信し,伝票ワアイル忙伝票番号又は在庫切れ情報を付加する。
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区分
インテリジエント端末

営業所,

( 1 )

エントリ

(5)

伝票発行

(2 )

公衆回線

各種伝票

日召

^
コ工
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(4)

フフイル

エントリデータ

( 1 )

ト計算機ホス

伝票N0データ

本社

( 3 )

( 3 )

在庫更断

( 1 )

公衆回線

旦召釜さキ^

帳粟要末

(5)インテリジェントす諾末は伝票種類に応じて用紙をセットし,伝票発

行を行う。

(6)商品センターのインテリジェント端末は,営業所で入力しホスト計

算機忙蓄積された出荷伝票ファイルを受信する。

(フ)商品センターのインデJジェント端末で出荷伝票を発行し,商品の

出荷業務を行う。

(8)殉動倉庫計算機は,ホスト計算機で加工された方面別の配送ル

-1J刈品目情報を受信し,倉庫の出荷処理を行う。

3.2.2 照会業務

(1)営業所や商品センターのインテリづエント端末から,在庫情報,そ

の他情報の照会キーをホスト計算機に伝送する。

(2)ホスト計算機は照会キーにより該当ファイルを参照し,応答画

面を編集してインテリジェント端末K伝送する。

(3)インテリジェント端末は応答画面を表示する。必要時にはりスト出

力も行う。

3.2.3 管理業務

(1)営業所や商品センターで必要な管理資制・を,インテリジェント端末

からホスト計算機に作成要求する。

(2)ホスト計算機は要求された帳票をバ四チ処理にて作成し,該当

インデJジェント端末向けに帳票データとして作成する。

(3)インデJジェント端末は,爪スト計算機から帳票データを一括して

受信する。

(4)インテリジェント端末は帳票データから管理帳票を作成する。主な

帳票は,所属別売上表,担当別売上表,出荷進捗衷,在庫一覧表で

ある。

3.3 システムの特長

開発したシステムでは,2,3 節で述ベた物流システムの目的を実現す

るため次のような特長を備えている。

(1)物流在庫の集中管理

全国の営業所,商品センターの出荷情報や在庫情報をホスト計算機で

(4)

帳票発行

商品センター

照会回答

インテリジェント端末

(2 )

出荷伝票

(3)

簀理帳票

帳票作成要末

( 6)

日召

随時に把握できるよう集中管理を行っ

ている。この結果,商品センターは受注

情報と在庫情報により出荷調整が短時

問で行えるようになった。また在庫雌

の適正化、図れるようになった。

(2)市場二ーズの把握と販売管理の

充実

出荷情報と在庫情報をホスト計算機で,

保存と加工を行うととにより,市場二

ーズを商品別,地区別,物流ルート別,

販売月別に分析したり,得意先管理を

充実したりして,販売鞍略忙資する資

料の作成が可能となった。

(3)運用コスト及び負荷の軽減

仏)回線費用の節減

インテリづエント端末でデータを入力し,

エラーチェック後のクリーンデータのみを公

衆回線にて伝送するバッチデータ伝送

力式を採用した。この結果,回線の

有効利用を行うことができ,費用的

方面別情報

受イ云
信票

^
^

(フ)

伝票発行

帳票データ

(8)

(2)

図 3.オンライン処理の流れ

語畜⇔、g動倉庫ヘ

出荷伝票

別

イの慨

ファイι

にも低く抑えることができた。また

標準的な伝送手順を用いているため,得意先とのオンライン接続,

生産管理システ△との接続も実現しており,拡張性のあるシステム

となっている。

(b)運用オペレーシ.ンの負荷軽減

計算機の自社導入によるシステム開発において,専任オペレータ不要

のカステ△であることが必須条件であった。このためインテリジェント

端末はメニュー画面で処理を選択する方式とし,機能もエンドJ・照

会・伝票発行・管理資料・作成のみとした。キーポード入力はコード化

の推進によりテンキーからの数字入力のみとし,容易なオペレーショ

ンによる運用を配慮した。ホスト計算機もインテリリェント端末からの

要求に基づくづログラ△起動は,すべて自動投入されるシステムとし,

オンライン稼働時問内のオペレーシ.ンを一切不要とした。

(4)伝送用資料レコードの様式統一

インテリジェント端末からホスト計算機に管理資料の作成要求を行い伝送

にて資料受信を行うが,伝送レコード形式を統一したため帳票の増加

に容易に対応できた。
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4.システム構成

営業所,商品センター及び工場に設置したインテリジェント端末と,本社

{て設置したホスト計算機のハードゥ.ア構成とソフトゥエア構成について

述ベる。

4.1 ドウェアノ、^

インテリづエント端末は,モデル 20/F タイづのフレキシづルディスクをべースと

した、のと,モデル20/D タイづの固定ディスクをべースとしたものと

を設置している。ホスト計算機は,システムの中核コンピュータとして十

分な主記憶装置と入出力装置を兼ね備えた橘成となっている。システ

△の稼働当初は,《MELCOM-COSM050のであったが,急激な

データ量の増加と稼働bステムの増加に対応するため,昭和59年6月

に《MELCOM-COSM080OS》にレベルアッづした。とのシステムの

ハードゥエア構成を図 4.に示す。

このシステ△は,商品センターの自動倉庫の制御用計算機や得意先
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「ー'
ホスト計算機

中央処理装置

MELCOM-COSM080OS

主メモリ 4MB

システム

コンソール

、、、、η

ライン

プリンタ

600行ノ分

ライン

プリンタ

固窒

ディスク

刀0行ノ分

12GB

磁気

ディスク

80MB

B本語ワーク
ステーション

「^ー

ヒ_

磁気
テープ

NCU モデム

シリアノレ

フ'りンタ業所.呂

165字/秒IMBX2

インテリジェント端末
r^ー^ー^ー^ー

MELCOM 2350
ディスプレイNCU モデム
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_ディスク

日オ=冨吾
シリアJし
プリンタ

X4

20OKBPS

X4

MELCOM

X3

60字師少

インテリジェント端末

フレキシフル

ディスク

IMB

本社

X2

フジヅコ(株)向け分散処理オンライン販売管理システ△・森田・平田・平井

MELCOM 2350

20/Fタイプ

2350

X2

図 5.ソフトウェア体系

TCOS

モデム

X8

丁COS

処理

プログラム

(TLI)

'、、ー__^

オペレーティング

システム

^

営業ノ生産

・^

ディスプレイ

生産
'、、、__^

NCU

X8

5.システムの稼働状況

昭和56年3月の稼働以来,59年9月に端末の全場所展開が完了し

たが,手一夕量は2倍以上に」削扣しつつ安定稼鋤を統けてぃる。この

稼働状況について紹介する。

5.1 システムの展開

稼鋤当初は,インテリジェント端末を商品センターと主要営業所の8場所

に設置して,システムの稼働を行った。インテリジェント端末設置場所は,

未設置の営業所分の伝票の代行処理を行い業務処理をカパーしたが,

その後売上の大幅な拡大に伴うデータ量の増加Kより,徐々忙増設

して全場所設置を行うことが決定した。商品センターは代行処理の

拠点として担当営業所のマスタファイルを保有し,かつインデJジェント端
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ーーー.

営業所・商品センター・工場

,i _、'、Ⅷ。。、1御,1薪司NCUモデム H/C,
20/Dタイブ

,

MELCOM-COSM0 80OS

インテリジェント端末

X 12

2400

bps

図 4.計算機システ△構成図

UTS/VS

CIMS

VSAM

UTS/VS

VSAM

のホスト計算機と、公衆回線接続している。公衆回線との接続機器

として,モデ△装置及び MA形NCU (NetW位k con仕oluniりを

接続している。

4.2 ソフトウェア

(1)ソフトゥエア体系

業務づログラムが円滑に動作するように,インデJジェント立岩末とホスト言十

算機はそれぞれ豊富なソフトゥエアが提供されてぃる。このシステムの

ソフトゥエア体系を図 5.に示す。

(2)ソフトゥエア構成図

オンライン販売管理システ△を構成する処理づログラ△の機能は,図 6

表 2.のとおりである。
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イ yテリジェソト端末とのデータ伝送,照会,帳票伝送など

在

金

所属別,品群別,商品別に月別推移,増加率,揣成比,計画対比差益面などから販売状況を管理

舞

オ

床

表 2.サづシステムの機能内容

得意先の売上,回収,利益,月別推移,増加率などの管理

理

ソ

理

得意先の直送先である二炊店,三次店ヘの物流ルートの実纎管理

^^

タエソ

皿"

商品別の売上,利益,打別推移,増加率などの管理

イ

宮

易1

理資料作成

全社的に売掛残,回収予定,回収率から資金をとらえる

得心先システムとの結合

ソ

卜

在庫数星,金額,回転率などの管理

機

ホスト計算機

ホスト計鄭機とのデータ伝送,照会,帳票伝送などの処理,得意先計算機とのデータ伝送処理

オンライン

出荷,仕入,入出咋,棚卸し,入金などの工γトリ処郡

稔,

出荷,仕入,入出庫などの伝票発行処理

.データ伝送

・照会

・帳票伝区

ホスト計算機一、の管理資料の作成要求と,資料データ受信後のりスト出力処理

大手得恋先との受発注オソライソシステムや専用伝票発行システムへの対応及び社内システムとの結合処理

内

販売実績管理

インテリジェント端末

クk'.

得意先管理

オンライン

物流管理

.データ伝送

・旦電^

・帳票伝送

商品管理

データエントリ

資金管理

(2)物流在庫の把握が即時に行えるようになり,出荷情報とあわ

せて工場の生産計画,出荷計画の立案忙活用し,物流在庫の適正化

を実現した。

(3)計算機導入忙よる自社システム化により,オンライン稼働時問が

柔軟に対応できるよう忙なった。

(り受注締め日翌日に請求書発行を笑現しており,回収率の向上

に効果があった。

5.3分散システムの長所

(1)インデJジェント端末入力の負荷分散により,入カデータの信頼性

向上とホスト計算機の負荷幌減が図れた。

(2)ホスト計算機の稼働時問外でも入力処理が可能である。

(3)インテリづエント端末の応答性能が良い。

(4)オンライン稼1動に関するホスト計算機のオペレーション自動化が実

現できた。

5,4 システム運用の問題点

(1)このシステムは,入力と出力の負荷分散を行っているが,づログ

ラ△開発は分散されていないため,管理帳票の追加要求がシステム開

発部門に集中し,づログう厶開発の負荷が高まった。しかし市場二ーズ

分析の必要性から要求内容を整理した上で開発に取り組み,要求部

門の二ーズを満たしている。

(2)ホスト計算機とインテリジェント端末で,マスタファイルを二重管理

して仇るために,登録内容に差異を生じるおそれがあり登録手順が

厳密になっている。また,定期的忙ホスト計算機のマスタファイルでイ

ンテリジェント端末のマスタファイルを入れ替えて不具合の発生を防止して

いる。

伝票発行

在庫管理

管理責料作成

得意先システム

との結合

末を複数台設置しシステム運用を行っていたため,営業所ヘの展開と

運用推進を担当した。徐太にインテリジェント端末設置を行い,運用支

援を進めながら代行処理作業の営業所移管を進め,全場所展開を完

了させた。

5.2 導入効果

(1)在庫保有の営業所が減少して商品センターへの在庫の集中度

が高まり,商品センターから直接得意先又は直送先に出荷する比率が

高まった。このために物流在庫が減少し,全社的に在庫管理コスト

が低減した。

オンライン販売管王里システム

図 6.販売管理システムの》フトゥエア構成
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6.むすび

このシステムは昭和56年3月の本稼鋤から3年半を経過したが,全

社オンラインネットワークの確立により,一応の完成をみることができ

た。今後は全社のオンラインネットワークを活用して,受注情報の早期収

集と受注情報に基づく商品の工場出荷体制の確立をねらいとして,

製造販売一体化した新営業ネ.りトワークシステ△の開発を予定している。

最後にフジッコ(株)関係者各位の御指導と御援助に厚く感謝の意を

表する次第である。
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三菱掌形判別機

1.まえがき

コンピュータシステムの普及により,高度情報化の波は社会のあらゆる方

面に浸透している。それだけにシステ△の悪用,事故があった場合,

深刻な社会不安を招くぉそれが多仏。それに伴い,コンピュータシステム

の運営に携わる側でも,システムの中枢部であるコンピュータ室・データ

保管室の管理,安全対策に関心が集まっている。また,企業や研究

機関などの機密室・重要物資保管室の管理にも同様なことが込え

る。

これらの犯罪防止の第1ステガとして,まず入室管理すなわち不

法侵入対策を確突に行うことを検討する必要がある。現在,一般に

用いられている磁気力ードによる入室管理システムは,カードの紛失・

盗難・偽造などによる悪用の危険性があり,有資絡者(入室許可さ

れた者)と確認する決定的手段がない。

このような背景を踏まえ,この度,掌の特徴で離実に個人を認証

する三菱掌形判別機を開発,製品化したのでこと忙紹介する。この

装置は,従来の磁気力ードによる入室管理システムより,安全性,信

頼性が高くセキュリティ関連機器のーつの方向を目ざすものとして期

待される。

奥村千枝男、・松本克平"・狩野雅夫、、、.伊東正雄、、・池端重樹一

2.概要

個人の認証の方法は識別と照会に大牙兆れる。個人識別と個人照合

は,いずれもあらかじめ認証すべき個人のパターン(パスワード・掌形な

ど)を登録しておくことが前提となる。個人識別は個人のパターンの

み入力し,入カパターンがだれ(誰)のパターンに一致するかを判定す

るものである。一方,個人照合は個人のパターンと個人識別名を入方

し,入カパターンが名のった本人のパターンとみなせるか否かを判定

するものである。犯罪捜査では,主に個人識別が行われているが,

アクセス資格検査では処理が容易で確実な個人照合が行われる。個人

表 1.個人照合の手段と特徴

盟'

^

0

乎段

項目

盡

^

休

配憶内容

咲

照合の方法をその手段,すなわち入カパターンの性質て・分類し,信頼

性と安全性を評価すると表 1.のようになる。

信頼性とは本人を正しく受理する確率であり,安全性とは他人を

正しく棄却する確率である。信頼性,安全性が共に高い個人特性の

中で何を採用して製品化するかは,現在の光学技術,パターン認識技

術,エレクトロニクス技術を踏まえた上で,アクセスコントロール機器として

要求される操作性,判定の高速化などを勘案して決めなければなら

ない。我々が掌形を採用して製品化したいきさつは,約4,000人の

掌形データを収集した結果,各人周有の特徴が存在すると報告して

いる米国スタンフォード大学の研究報告に端を発し,試作機を製作した

上で,その有為性について認証できたととである。

次に三菱掌形判別機(図 1,)の動作を概略述ベる。あらかじめ掌

形と暗証番号を個人情報として登録しておく。次に入室時掌形と暗

証番号を入力する。暗証番号をキーとして,登録された掌形と入室

時入力された掌形を照合し,許容誤差範囲内であれぱ一致と判定す

る。一致と判定した場合,外部にりレー接点を出力するとと、に,

入室時烈ル暗証番号をカセ,"磁気テーづに管理情報として記録する。

管理情報を記録したカセ,介磁気テーづをサボート装置に入力すれぱ,

入室記録を読み取るととができる。

機種には登録,判定を 1台で行うスタンドア0ン形と,管理を一元化

できるマスタ/スレーづ形及びホストコンぜユータと接続し登録人数を拡張

できる端末形の3種類がある。

3.装置構築

例

ノ、 スワ

証番

号・か

話番

頼

ミゑ 1ら.ー、,、ー"、、"、Jゴ'ト1〕六ノ、四ゞ

図 1.三菱掌形判別機

(1)掌形の測定

米国スタンフォード大学の研究報告により,掌形に各人固有の特徴が存

在することが証明された。しかし,測定精度が悪込と類似した掌形
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を同一のものと見なし,判定を誤る場合がある。掌形照合時の許容

誤差を考慮して,測定粘度は 0.5mm以下であれぱよ仏とした。画

像入力部K使用してぃる CCDカメラの画素数は,

水平画素数 384

垂直画素数 490

であり,これを手置部から 30cm際tして取り付けた場合の測定半青

度は,

水斗外肖度 0.46mm

垂直稍度 0.27mm

となる。これは上記条件を満足している。

(2)画像処理

画像処理として掌形の切出しと特徴の抽出が必要である。装置に対

画像入力部
r -ーーーー^^

CCD

カメラ

^^^^

ビデオ信号

する小形,低価格,約1秒の判定時問の要求を考慰して,入力画像

自体に手を加え,画像処理の負荷を軽減する方向とした。すなわち,

手置部に十分K高い超度と良好な逓度均斉度を与えることにより,

画像の明部分と暗部分の境界を明確化した。これにより比較器によ

る2値化が可能となり,掌形の切出しは8近傍による境界追跡と雑

音処理で実施した。また,手置ガイドを設けて掌形の座標軸と CCD

カメラの座標軸を・一致させた。これにより画像の回転処理が不要と

なり,特徴の抽出は小指,薬指,中指,人差し指の認識と特徴点座

標抽出及び距雛測定で実施した。

(3)号機間誤差

マスタ/スレーづ形の場合,登録はマスタで行い判定はスレーづで行う0

このためマスタの測定値とスレーづの測定値の誤差が問題となる。こ

の対策として,標準手形を測定し各装置ごとに測定値の補正係数を

計算し記憶することとした。これにより・号機問誤差を改善した。

(4)装置構成と主仕様

(1)項から(4)項の内容を考慰して,図 2.のとおり装置を構成し

た。また主な仕様を表 2.に示す。

手置部
^^^^^^^^

1掌形 1

1 拡散板 1

_____」

'@@
1 反射板 1
」一_______J

電源部

項

窒

図 2.装置楢成

操作表示部

録

目

表 2.装置の主な仕様

人

証

判」

数

'f

定

'「

管1里情報

記録部

時

最大 250 人

用

周囲遍度/湿度

冏

,'

最大

珂定出力

(りレー接点)

個人を認証する装置の性能を評価する表現法として,第1種誤り率

(Typel E北ot),第2種誤り率(Type2 E北00 を指標とするのが

一般に用いられてぃる。第1種誤り率とは,登録者を拒否する(無

登録者と誤認する)割合であり,第2種誤り率とは無登録者を容認

する(登録者と誤認する)割合である。この第1種誤り率と第2神

誤り率の関係は,図 3.に示すように判定時における許容誤差を小

さくすれば,第2種誤り率は減少ナるが,逆に第1種誤り率は増加

する。また,許容誤差を大きくすれぱ,その逆のととがいえる。個

人を認証する装置としては,図3.の破線で示すような方向にいか

に近づけるかと仏うことが,この種の装置忙与えられた命題であり,

製品の価値を決める重要な要素のーつである。

そこでとの装置では,認証性能を高める手段として,

(1)掌の各部の寸法及び特徴の中から,互いに相関の小さいパラ

メータを判定要素として利用していること。

(2)手の置き方の工夫及び駆動部分を持たないスタティックな測定

法を用仇て繰返し測定誤差を小さくしているとと。

(3)機器相互問の測定誤差を小さくする工夫をしているとと。

などがとられている。

以上によって,第2種誤り率がν100 まで期待できるようになった。

源
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5.1 鐸度の条件

掌形の判定は,下方から照明された手置

部の拡散発光面忙置いた手を上方のCC

Dカメうで撮像し,画像処理によって得

た手の形状データと登録されて仏るデータ

とを照合して,一致,不一致を判定する。

手の形状は,拡散発光面の明部分と手に

遮られた暗部分との明るさの述いで識別

しており,拡散発光面の明るさ,すなわ

ち卸度が低かったり極端なむらがあると

識別が困難となり判定も不確実となる。

このため掌形判別機の設置環境が明るい

場所であっても確実な判定が出来るよう,

拡散発光面は十分に高い鄭度と良好な師

度均斉度が要求される。

5 手置部の照明

手の識別には,拡散発光面の卸度と設置環境の照明による手の那

度との比は 2 辻以上を必要とする。このため拡散発光面の最低卸

度は,設置環境照度 1,0001×,手の反射率60%(欧米人の場合であ

リ,日本人は約30%)を考慮すると,手の鄭度約 20oodlm.の 2

倍,40oodlm'以上となる。一方,拡散発光面の最高墫度は,非常

忙高い却度面を撮像すると市劉象系の&Nが低下するため,検討の

結果最低卸度の 6倍 2,40oodlm0以下とした。

以上は設置環境照度1,000IX以下の標準形についてであって,照

度2,000IXまで対応する高卸度形も開発したので,それぞれの師度

条件をまとめて次に示す。

拡散発光面

乳白プラスチック

側面反射板

白色塗装

蛍光ランプ

FL6W

パラボラ反射板

光沢アルミ

設置環境照度

発光面最低輝度

発光面最高師度

5.2 手置部照明装置

(1)光源

緜時点灯性,寿兪,発熱量,形状,寸法などを考慮して,光源にけ

一般照明用の 6W蛍光ランづ2本を用いた。

単位

標準形

1,000]X 以下

40oodlm.以」ニ

2,40oodlm,以下

(図 4,)

rnm

図 4.手擢部照明奘置

(2)構造

乳由づラスチ,クの拡散発光面から約80mm下に蛍光ランづ 2本を平

行に配置し,ランづ下方にはパラボラ反射板を,ランづ側方の周囲には

箱状の側面反射板を設けた構造とした(標準形は側面反射板を設け

ない)。

パラポラ反射板は,ランづから下方ヘ放射される光を拡散発光面周辺

部ヘ反射するよう光軌1を 20゜傾斜させた光沢アルミの柱状パラポラで

ある。また,側面反射板は,拡散発光面とパラポラ反射板以外の周囲

に放射される光を,拡散反射してほぽ一様な分布で拡散発光面に入

射するよう白色塗装面とした。

5.3 拡散発光面の舞度

手置台の拡散発光面の輝度は図5.の分布となる。との図の晦度は

高郁度形

2,000IX 以下

80ocdlm?以_ヒ
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初期値であり,設計上の抑度の維持値は,使用期問中のランづ劣化

による光束低下あるいは電圧変動,低温時の光束低下,更には反射

面の汚れなどの鄭度低下を考慮して初期値の50%とした。

5.1節で述ベた輝度の条件と対応させると,
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図 6.サボート装置構成例

となり,標準形,高輝度形のいずれも最低・最高輝度の条件を十分

忙満足しており,手の識別のための良好な撮像が可能である。

6.サポート装置

三菱掌形判別機の管理情報を記録したカセット磁気テーづを入力して,

入室記録をづりントアウトするものである。図 6.にサポート装置構成例

を,図 7.に入室記録出力例を示す。

フ.むすび

以上,三菱掌形判別機{てついて述ベた。三菱掌形判別機には次のよ

5 な¥寺長があり,コンピュータ室・コントロール室・重要物保管室・危険

物保管室などのより高い安全性を要求される場所のアクセスコントロール

(入室管理)に適している。

(1)個人の物理的特数(掌形)と記憶内容(暗証番号')との組合

せにより個人認証を行っており安全性が高い。

困

システム立上げ用

プログラムシート

0000001

0000003

2222222

0000000

"一

00001]1

0000033

入室記録コピー用

空フロッビシート

3333333

]010]01

0

000]]1]

0000333

4444444

2020202

CMTリーダ及びカセットテープ

<マスタスレープタイプ>

0001]11

エリアコード

図 7.入室記録出力例

通過者暗証番号

5555555

3030303

0000002

0000004

(2)登録・判定・個人データ記憶をそれ自身で行うスタンドア0ン形

て、ある。

(3) CMT記憶装置により入室記録ができる。

(4)スタンドアロン形のほかに,登録・入室管理が一元化できるマス

タ/スレーづ形とホストコンビュータと接続できる端末形があり,シリーズ化

されている。

(5)コンパクトで安価である。

社会の情報化・複雑化に伴い,まナます個人認証装置が重要になっ

てきている。この三菱掌形判別機は,個人の物理的特徴を利用した

個人認証装置として国内で初めて一般化されたものである。今後広

く使用され,評価されんことを願うものである。
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《MELON》システム
ーノゞス方式を採用したハウスキーピングシステムー

近年,ニューメディア巴呼ばれる放送,通信系の普及により家庭と地

域・社会システムとの情報によるつながりが増すとともに,家庭内に

おφてもホームコントロール,ホー△セキュリティなど安全性,快適性,利便

性を目的とした情報化が急速に進んでいる。とれらの動きは総称し

て HA(ホームオートメーシ.ン)化と呼ばれているが,当社では HA の基

本概念を「家庭の情報化」ととらえ, HAシステ△の基本開発構想を

《MELON》カステム(Mitsu、ishi Electric LHe oriented NetworR

System)という形でまとめた。《MELON》システムは,

(1)防犯・防災,住環境機器制御など生活に最低限必要な情報を

統括,制御するハウスキービングシステ△

(2)情報通信を核とし,家亊管理,健康管理などの機能に役立つ

ホームマネづメントシステム

(3)教育,娯楽などの分野で創造的な暮らしを実現するライフ力1レ

チャーシステム

からなり,これらを実現するためのシステ△技術,構成機器を段階的

に開発してゆく予定である。

今回《MELON》システムの第1ス〒,づとして,近い将来製品化,

普及すると考えられるハウスキービングシステムを開発した。このシステム

は,

(1)省配線

(2)拡張性

(3)操作性

(4)信頼性

を特に重視し,ホームバス方式の採用,階層構造を持ったシステ△構成

によりこれらを実現した。

本稿ではこのシステムのホームバスの構成と伝送方式,システムの構造

を中心忙概要を述ベる。

1. まえがき

上村 穂、・井上雅裕、.山崎博史、.皆川良司、・江崎光信、

2.1 伝送媒体

今回開発したハウスキービングシステムでは,ハ'スとして二組の伝送線を用

仏ている。制御信号及び映像信号を伝送するための同軸ケーづルと,

インターホンの音声を伝送するためのツィストペア線でホームバスを構成し

ている。同軸ケーづルは周波数多重化して,10M1互までの帯域をべ

ースパンドディジタルの制御信号に用いている。このシステ△では直接映像

信号は扱っていないが,ホーム共聴用ケーづルを制御信号の伝送に用

いるととで配線コストを下げられること,及び将来AVけーディオ・ビ

ジュアル)システムとの統合により,映像信号を扱う可能性力斗高いとと

から同側1ケーづルを選択した。

音声は専用のツィストペア線を用いてべースバンドで伝送する。変調す

ることにより同判けーづル忙音声信号を重畳させることもできるが,

現時点で変復調器のコストが比較的泊K,数年以内に普及させるた

めには安価な専用線を用いた力が右罰ル老えられる。近い将来,変

復調器のコストの推移によっては同軸ケーづルに移行て、きる。

2.2 制御信号の仕様

今回開発したシステムの制御信号の仕様は,住わ関西電子工業振興セ

ンター(KEC)の KEC-・HBS 仕様(V紅.1.1)に準拠したω。 KEC が

比較的早仏時期から複数のメーカーで検討を始めて,ベースバンド手イジタ

ル信号について明確な仕様案を提示していることが選択の主な理由

ホームバスは HAシステムにおける基幹技術のーつで,家庭内忙設置し

た各機器が相互忙情報を交換するための共通の伝送路を中心とした

通信システムであり,人問の体に例えれば血管・神経系に相当するも

のて、ある。

ホームバスに接続される機器は,メーカーや機種が多種多様になると

とから,その仕様の全国的な統一・標準化が必要であり,現在(社)

関西電子工業振興センター(KEC)を中心としたKEC-HBS研究会山

(通産省),「家庭の情報化に関する調査研究会」(郵政省)の技術標

準化部会(WG6)②などの関係省庁のほか,日本電子機械工業会

(EIAJ),電機工業会σEMA)などの業界関係団体でホー△バスの標

準化忙ついて検討を進めている。

今回開発したシステムは,一部KEC の標準化案に津拠したホームパ

スを用いて構成した。以下この章ではホームハ'スの仕様について述ベ

る。

2. ホームバス

表1

項目

伝送媒体

KEC-HBS ベースハ'ンドディシタル諸元(ve".1.1)

端末数

最大ケープル長

ネソトワーク形態

*商品研究所

同軸ケーブル

伝送速度

(最大)255

伝送方式

同期方式

20om

伝送レベル

バス形式

9,60obps

伝送論理

ベースパンド直列伝送

パリティ

調歩同期

備

(伊D TVEFCX

パイト形式

0~5ポルト

正論理

ホーム共聴の場合

水平(偶数パリティ)

制御手顧

5ポルト

考

0ポルト

情報形式

パケソト形式

DDDDDDDDP

スタート,ストップ式

CSMA/CD

パケット双方向

誤り検出

パケット優先

SA

SA

DA

CW

BC

FCC:

衝突検出

自己アドレス
相手アドレス
制御コード
データ数パイ
フレームチェ

DA

^

卜
"ノ

剛1
(1) 0)

ハ'りティ及ぴFCC

衝突検知後送出停止

CW

論理(1)

論理(の

59 (607)

4レベル

(0IH~FFH)
(但し0OHは一斉同報)

ト(最大256)
ソクコード

ピット照合による

BC データ又:Ξ二[二亘^

元

M
S
B

デ
ー
タ

L
S
B

ス
タ
ー
ト
0



である。表 1.に KEOHBS のべースパンドディジタル諸元を示す。との

仕様は,

(1)バスを監視・制御するハ'スコント0一うなどの奘置が基本的には

不要である。

(2)衝突時忙は最終的にーつのパケットが残るため,衝突強化信号

の送出やバックォフ処理の必要がない。

(3)可変長のデータを伝送できるためアナJケーシ.ンが広い。

などの特長を持っている。

ホームパスを用仇たシステ△は,種々の機器をハ'スに接続し,それらの

問での相互の通信によってシステムとしての機能を発揮する。した

がってとれらの機器とホー△ハ'スとのインタフェースとなるものがシステム

の要素部品として欠かせない。またこのインタフェースはシステ△内に

多数用いられるため,小形で安価に実現するととが必要である。今

回開発したシステムは,並行して開発した伝送モづユールを使用して構

成したので,伝送モジュールの概要について説明する。

3,1 伝送モジュールの構成

伝送モジュールは,前節で述ベた KEC-HBS のべースハ'ンドディジタ}レイ言号

の伝送制御を行うものであり,

(1) CSMA/CD方式の伝送制御

(2)パケ.汁の組立て,解釈

(3)手一夕の直並列,並直列変換

(4)伝送誤り制御

(5)接統機器とのパラレルインタフェース

などの主機能を持っている。

伝送モジュールの構成を図 1.に示す。上記機能はこのモジュールの

中枢部である 8 ビット1 チリづマイコン(8049)のソフトゥエアで実現してい

る。トランシーバーはホームバスとの物理的なインタフェースで,40omA の

ハ'スドライづ能力がある。自己アドレスは外付けのスィ,,チなどで設定す

3.イ云送モジュール

情報

モジユール

ホームバス

インタフェース
(8255など)

上イ立コントローラ

CPU

制御
モジユール

(マスタ)

センサ

スイッチ

るため,とれを読み込むための入力切換回路を備えている。

マイコン及び周辺ICは,すべて CMOSチ,づを用いて低消費電力

化を図るとと、に,とれらの回路を 48.6×31×4mm のハイづり,ワド

IC に実装して小形化している。伝送モジュールの外観を図 2.に示

す。

3.2 伝送モジュールの機能

伝送モジュールは二通りの使い方があり,モードセレクト入力の切換によ

り同ーモジュー}レが情報モづユール又は制御モづユールとして機能する。

情報モジュールは,ホームコンeユータなど上位のコシト0ーラに接続する

ための双方向パラレルデータパスとハンドシェイク信号を持っている。上位

コントローラから相手アドレス,送信手一夕などが与えられると,パリティ

ビリトを付加してビットストリームとしてパスに信号を出力する。このと

き自己アドレスとフレー△チェックコードはモリュール自身が付加してパケット

を組み立てる。受信時には受信したパケットのエラーチヱックを行って

各バイトを上位コントローラに出力する。

制御モジュールは入力,出力それぞれ8ピットの独立したボートを持

ち,センサ,スィ,,チなどの入力,制御負荷,表示などのドライバへの出

カ{て用いることができる。制御モジュールの送受信パケ,汁のデータ長

は 1ハ'イト(固定)で,入カボートに変化があったときにボートの状態

をデータとしてパケ"を送信し,パケ."を受信したときはその¥ータ

を出カポートに出力する。このモジュールは図 3,に示すような集中制

御方式のシステムにおいて,入力の状態をマスタ機に報告したり,マ

スタ機からの指令で負荷を駆動したりするスレーづ機としての応用に

向いている。

データ

r -ーーーーー、「

今回開発したハウスキービンづシステムは全休をサづシステムに分割し,更に

各サづシステム内を階層的に構成して信頼性及び将来にわたる拡張性

を荷'保した。以下,勧ステムの構造とサづシステムの機能,通信方式に

ついて述ベる。

4.1 システム構造

ハウスキーEングシステ△は,ルームモニターコントロールサづシステム(RMC サづシステ

ム),インターホンサづシステム,テレコントロールサづシステ△の二二つのサづシステ△に

より構成されている。

RMC サづシステ△は,ホームセキュリティ,ホームコントロール機能を持つもの

で,各部屋に設置してその部屋のセンサ,負荷の状態を管理するルー

ムモニターコントローラ(RMC)と,家庭内の 1箇所で各部屋の状態を集中

モニター,制御するメインモニターコントローラ(MMC)からなっている。

インターホンサづシステムは,インターホン親機の管理のもとで動作する複

表尓

負荷

自己アドレス

図 3.情報,制御モジュールの応用例

(スレーブ)

制御

モジユール

センサ

スイッチ

コントロールノ
データ

入力

切換

表刀て

負荷

(スレーブ)

4

1チップ

マイコン

(8049)

」_J

トラン

シ^バ^

ハウスキーピングシステム

図 1.伝送モジュールの構成

送信出力

受信入力

モード

セレクト

1
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図 2.伝送モジュールの外観
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数のインターホン子機により,宅内通話機能を提供する。テレコントロール

サづシステ△は,インターホンサづシステ△, RMC サづシステムとの帝吉合により,

外線通話機能及び宅外の電話から宅内の状態をモニター,制御するテ

レコントロール機能を実現するものである。

とのシステ△の構造を図 4.に示す。各サづシステムは"親"だけ,

又は"親"とーつな込し複数の"子"から朧成される(具体的には,

インターホン子機は最大8台, RMC子機は最大12台まで接続可能で

ある)0 この"親"はサづシステム内の"子"を必ずしも集中制御する

ものではなく,サづシステム間の情報交換の窓口となるものである。す

なわち異なるサづシステム問での情報の通信は必ず親どうしで行い,

子が他のサづシステ△と直接通信することはない。例えぼテレコントロー

ル親機がRMC子機に情報を送る場合,必ずRMC親機を経由し

て通信を行う(MMC は機能上RMCサづシステ△に含まれるが,他

サづシステムとの通信を単独で行うため,便宜上"親"としてぃる)。

このような機能分割によるサづシステ△力式及びサづシステム内の階層

構造を採用することにより,以下のメリットが得られる。

(1)各サづシステムが僻笥虫でも機能するため,・一部のサづシステ△だけ

の導入が可能である。

(2)複数のサづシステムを組み合わせた場合,相互の通信により単

独機能の和以上の有機的な機能を発揮するため,村加価値が高い。

(3)一部のサづシステムの故障が全体のシステムダウンを招かな込。

(4)サづシステム間の通信仕様のみ共通化しておけぱよいので,サづ

システム内では独自の最適な通信仕様を設定することができ,通信効
率が向上する。

4.2 システムの物理的構成

剛j創1<、述ベた論理1徒造を1寺っシステムを最1血なテ杉て・↓ヨ、休化するため

に,各サづシステム内の機器の麟能分担,機器とホームバスとの接続な

どを工夫した。図 5.にシステ△の物理的な朧成を示す。 RMCサづシ

ステムの親機能は1台の RMC に含み,見かけ上は他のRMC と同

等である0 インターホン親機とテレコントロール宗見機は,ハードゥエアを一体

化して電話親機としている。

4.3 サブシステムの機能

ことでは RMCサづシステムを例にとってサづシステムの動作と特長を述

べる。

RMC単体の主な機能は次のとおりである。

(1)火災,ガスなどのセンサを常時モニターし,異常が発生すると

表示及び警報音で異常を知らせる。

(2)バネル面のスィ,,チ操作により照明,エアコンなどの負荷を ON,

OFF 制御を行う。

(3)異常,負荷の状態など自室の情報をホー△パスを通じて他室ヘ

通釈する。

(4)他室からの通都,指令を受信して,それに応じた警報発生,

負荷制御を行う。

このように RMCは,自室内での処理をまず行い,更に付加機能と

してホームバスによる通信を行うという方式を採用して,複数のRM

C設置時には分散処理システムとして動作する。例えぱ火災センサが

異常を検知すると,まずその部屋で警報を発生し,照明を点.灯する。

更に他室のRMCは通隷を受信すると同じく警報の発生と照明の点

灯を行い,玄関の RMC は玄関ドアの電気錠を解錠する。このサづ

システム動作によりユーザーの逃げ道を確保する。また,インターホンサづ

システムカ井妾続されている場合には,電話親機に内蔵された音声合成

器による警報メ,,セーづを,音声バスを介してインターホン子機の拡声

テレ
コントロール
親

インターホン

親

テレコントロール

サブシステム

インターホノ
ヱ

イン,ーホン

子

インターホン

サブシステム

図 4、ハウスキービングシステ△の論理描造

インターホノ

子

RMC

親

局線

RMC

子

電話親機

C;挑1,}

RMC

子

MMC

佳見)

ルームモニターコントロール

サプシステム

MMC

スピーカーに出カナると込う,サづシステ△の組合せ忙よる付づ川機能を発

揮する。

RMCサづシステ△は分散処理方式を採用することにより,次のよう

な特長を持っている。

(1) 1台から最大13台まで任意の数の RMCを複都1な初期設定

なしで設置,増設できる。

(2) 1台のRMCの故障が全休K与える影縛が少ない。

(3)ホームハ'ス{て故障が発生して通信不能になった場合く・も,自室

内で最小限の機能を果たすことができる。

なお, RMCは設置する部屋に応じて,牛,,チン,パスルーム,玄関,

一般室用の四つのタイづを用意して,多種多様な住宅ιて対応できる

ようにしている。またパネルⅡ永ま液晶表示と透明ヌ,チスィ,,チにより

操作性の向上を図って込る。図 6.忙 RMC, MMC,電話親機,イ

ンターホン子機を組み合わせた外観を示す。

4.4 通信方式

ホームハ'ス上の通信パケ,介はサづシステム問とサづシステ△内に分け,サづ

システム冏パケ・汁はシステム全体で共通化している。以下にサづシステ△

問パケットの構成と,通信手順例について説明する。

4.4.1 サブシステム問通信パケット

サづシステム問の通信は,複数のサづシステ△の仕様をカバーするととが

必要であり,また将来他のサづシステ△を追加する場合を考慮して,

拡張性の高い,余裕を持った仕様にして込る。図 7,にサづシステ△問

通信パケットの構成を示す。データ部は 5パイト(固定)として,それ

ぞれのハイトの内容を次のように規定している。

(1)同報コード

パケリトが一斉同報(DA=0OH)である場合に,同報範囲を指定す

るためのバイ1、<、ある。とれにより,すべてのサづシステ△の親ヘ,あ

るサづシステムのすべての子機ヘなどのづルーづ同報をサボートしてい

る。

(2)パケヅト識別コード

パケ・,トの種類を表し,そのパケットの内容が状態の通報か,制御指令

かなどを示すとともに,このヨードで硴認のためのアンサパックパケット

を要求するかどうかも指定できる。

(3)部屋・端末コード

RMC
子

図 5.ハウス牛一eングシステムの物郡的構成

RMC

(鋤
イノ,^ RMC 'ノ,^ RMC

音声

制御

^

イノ,^

イ云送モジュール

《MELON》システムーバスカ式を採用したハウスキーピングシステ△一・上村・井上・山崎.皆川.江崎 61 (609)



1電話親機

インターホン
、-4

' MMC

図 6.ハウス牛一eンづシステムの外観

SA

電話(宅外)

I RMC

DA

ーーーーZ^
エアコン0N指令

(デュアルトーン)

同報コード

パケット識別コード

部屋・端末コード

1/0コード

状態コード

CW

電話親機

BC

05H

居問の之ア
ノコン0N
寺盲令ナ

パケット変換

BR

2

DATA

PK

3

RMC親

_____S^
エアコン0N完了

(合成音声)

台所の RMC,玄関のインターホン子機などシステムの部尾や端末を指

定する。

(4) 1/0 コード

具体的な入出力項目.例えぱエアコン,火災センサなどを表す。部屋・

端末コードと 1/0 コードの2バイトでシステム内の特定の入出力を指

定する。

(5)状態コード

入出力の状態,指令の内容(ON, OFF)を表す。

とれらの規定を将来追加するサづシステ△についても適用するとと

により,既存のサづシステ△とアづ"ーシ,ン上の有機的な関連を持た

せることができ,システム全体を高機能化することができる。

R丁

4

10

5

図 7.サづシステ△問通信パケリト

パケット変換

RMC(居問)

ST

ノコン0Nr ヒン N存盲令ノ

4.4.2 通信手順

テレコントロールにより居間のエアコンを"ON"する場合を例に,通信

手順を説明する。図 8.に示すように竃話親機は,宅外から指令を

受けると RMC親機に対して居問のエアコンを"ON"せよといら指

令パケ,,トを送信する。 RMC親機はそのパケ.汁を解釈して部屋を識

別し,居問の RMCヘ 1アコンを"ON"せよという指令を送信する。

すなわち RMC親機は,サづシステ△問パケリトからサづシステム内パケ.,

トへの変換を行う。居問の RMC はエアコンを"ON"した後RMC

親機に対してエアコンを"ON"したというアンサバヅクパケ,,トを送信し,

RMC親機はここでサづシステム問パケ介ヘの変換を行って電話親機

ヘ送信する。これ忙より,電話親機は宅外ヘ合成音声によって硫認

のメッセージを送出して・ー・連の処理が完了する。

5.むすび

以上,ホー△セキュリティ,ホー△コントロール,コミュニケーション機能を備えた

ハウスキービングシステム忙ついて,ホームハ'スによる伝送方式,システムの村'

造を中心に報告した。とのシステ△は数年以内に実用化することを前

提として開発したもので,今後は具体的な製品化に向けて更に信頼

性の向上,マンマbンインタフェースの改善,コストの低減を図ってゆく予

定である。

FCC

図 8.通信手順例

エアコン0N

制御
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三菱ビデオテックスターミナル

1.まえがき

情報サーeスシステムとして,静止画を基本としたビデオテックスシステムは,

各地のコンぜユータセンターにある情報を一般の竃話回線を使い,会話形

式で呼び出し,家庭用テレビ受像機忙映し出すという新しいメディア

であり,世界各国にお込て有望なシステムとして注目されてぃる。

以下,キャづテンシステムと当社が発売をはじめたビデオテックスターミナル

VT200/VT300 について述ベる。

2.キャプテンシステムの概要

現在,枇界にはキャづテン方式(CAPTAIN . C1ね松CtmAnd P祉tem

Telephone Access lnformation Network),』七米ブj式(NAPLPS),

欧州方式(CE町)の3方式が標準方式として認められており,こ

のうちキャづテン方式は日本において開発さ九た方式で,北米方式,

欧州方式の機能を取り入れ,更に画面に音楽情報を付加するメロディ

機能,疑似的に表示に動きを与える簡易動画機能を付加した方式で

ある。

とのキャづテン方式は,電電公社(現日本電信電話(株))を中心に

開発が行われ,昭和54年から実験サービスが開始された。その実験

仕様に技術的改良が加えられ,新キャづテン方式として昭和59年Ⅱ

月から商用サーピスが開始され,各種の情報提供,オーダーエントリ,計

算加工といったサーピスが実施されてぃる。

村上正博、

とのシステ△の構成を図 1.に示す。情報センターとしては,キャづテ

ンサーピス(株)が管理運営する共祠利用形のキャづテン情報センター(CAP

F),航空会社,銀行などが自前の計算機を使ってセンターを構築す

る直接形センター(DF),百貨店などがキャづテン情報センターを介して,

利用者に提供する情報をやりとりする問接形情報センターσF)など

がある。ビデオ予,クス通信網には,ビデオテ,クス通信処理装置(VCP),

交換設備(TS, LS)などがあり,通信制御,料金情報管理,メディア

変換,づロトコル変換などを行っている。そして利用者側には,ビデオ

テ"クス端末を設貿し,対話形式で画像情報のやりとりを行う。

3.三菱ビデオテックスターミナル VT200/VT300

利用者端末としては表 1.に示すように,表示能力により5段階に

分けられている。今回は,現在発売している一般家庭などを対象と

したランクⅡハイづりツド端末,及び旅行代理店などが業務に使用で

きるように,表示能力を強化したランクⅢ高密度ハイづり,,ド端末に

ついて紹介する。これらは,各家庭や事業所忙おいてピデオテ,クス端

末として用いられるほか,この端末を組み込んだ種たの応用製品と

しても使用できる、のである。図 2.にこれらの外観を示す。

3.1 夕ーミナルの構成

との端末のづロックダイヤグラ△を図 3.忙示す。図2.に示したように,

VT200 は,ターミナル本体, LCU,キーパヅドで構成され, VT300 は

ターミナル本体に LCU を組込みとし,専用のモニタテレビが必要主な

沢康雄、・今井邦
*

手塚雅之、.

民問コンビュータセンター(外部センター)

旅行業者
センター

(DF)

民問コンビュータセンター(情報入カセンター>

航空会社

センター

株価情報

センター

「^、

銀行

センター

(1F/1NC)

百貨店
センター

キヤフテン

惰報センター

(CAPF)

多重化装置

画面編集

装貿

ヒフ、、、ー、、、_、、、ニ、、'〒
"'1、、、^、、1

(遠隔都市)

専用線又は公衆網

ビデオテックス

通信処理装置

専用線

編集形端末

(ET)

*本社

共同画像
ファイル

情報入力
JJU ,'..

(1T)叫而二K

63 (611)

(A都市)

166-X X X X XX

(各センター番号)
第2ダイヤル方式

民問コンピュータセンター(外部センター)

鉄道会社
センター

(B都市)

百貨店

センター

(DF)

ヒデオテックス

通信処理装置

図 1.キャづテンシステム、構成図
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る。

3.2 各部の機能

3.2.1 LCU

電話回線を電話機とビ手オテ,クス端末K切り換える部分で, VT200

では主として一般家庭を対象としており,電話機とテレビの配置を

自由にするため夕ーヨナルと分部している。 VT300 は業務用主体と

考えられるため,モニタと電話機が近くにあるものとして, LCU機

ラγク 名

2

パターソ端末

表 1.利用者端末の種類

ハイブリプド端末

3

ν、

高密度ハイプリッド

端末

表示画面

4

ノ{ターγ画面

パターソ画面

コード画面

=マソド端末

5

能を夕ーミナル本体に内蔵させている。

3.2.2 変復調部

CCITT 勧告V27t.r に準拠したモデムで,悍H輩センターから送られ

てくる 4,80obpS 8相差動位相変調信号を復調し,キーパッドからの

画像要求信号を 75bpS周波数偏移変調して送出する。また,同線

の接続/切断シーケンスを制御するため,キャリア検出及び同期磁がが書

号をづロセ,,サ部に送出している。

3.2.3 プロセッサ部

システ△全体をコントロールする部分で,システ△変更ヘの対処,応用製

品ヘの%"込みなど,システムの柔軟性を持たせるため,づ0グラマづルタイ

マ,インタラづトコントローラなどの汎用 IC 忙よ畊苛成し,ソワトゥエアによ

リパラメータを設定できるようにするとと凾に,処理要求の追加など

に簡単に対応できるような橋成とした。

主た,づロセ,りサとしては 16 ビ'ワトの 8086 を使用して,1個の CP

U により全システムのコントロールを行っている。送信要求,受信要求

などの処理要求忙対しては,割込み処理を行い,りア}レタイ△性を重視

してぃる。そして,ダイヤル短縮機能を実現するため EAROMを使

仏,番号記憶を行っている。

3.2.4 フレームメモリ部

モニタテレピに表示する手一夕をぎ引意/制御する部分で, CPU からの

データ書込み及び表示のためのデータの読出しのコントロールが容易に

高富凌ノ、寸ブリプド

コ,ソド端木

表示密度(横X縦ドゞト)

2相X204 (標準)

パターソ画面

=ード画面

ジオメトリック画面

^

248×204 (標準)

496× 204 ( 2 倍)

496×403 ( 4 倍)

A

2紀X204 (標準)

.

(標準)248×204

496 ×204

496 ×408

^

(2倍)パターソ/ゴ

(4倍)ード画面のみ

電話機

r一

(a) VT200

9ず'

ゞ之

変復調器

図 2.三菱ビデオテックスターミナル

変復婿器
インタフエース

CPU

インタフエース

、ι『一、

写削野'処→~,、"ヂ'ψリ予"乳凱.゛ヤ}Xy!

^¥嗣"

CRT

コントローラ
家庭用テレビ

専用モニターテレビ

CPU
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^

リモコン

受信機

切換
制御

プログラム
ROM

゛

バターン面
メモリ

行えるように,パターン画面とコ

ード画面のメモリを完全に分凱

し,表 2.に示すように,麺度

信号,前景色信号,背景色信号,

表示制御信号のそれぞれに独立

にメモリ素子を割り当て,メモリ

アクセス,表示制御を簡単k行え

るようなメモリ構成を採用した。

また,メモリに対して素早く書

込みができるよう忙,表示期問

を時分割して, CPU と CRT コ

ントローラがメモリにアクセスく、きる

よ5にしている。

3.2.5 キーパッド

VT200 は各家庭にて使用され

るととを想定し,ターミナル本体

から部れた所からで、操作でき

るように,赤外線kよるワイヤレ

スリモコン方式を採用した。また,

限られた個数の牛一の機能を拡

張するため特殊モードを設けた。

一方, VT300では業務用がホ

心と考えられ,操作性を改善す

るためワイヤードリモコンを採用し

ている。

3.2,6 ソフトウェア

ソワトゥエア構成としてはマルチタス

ク構成を採り,モニタづ0グラ△ K

よりコントロールを行って仏る。

タスクの種類としては,

(1)ピデオ予,クス網との接続/

弐""

キーハット

VT300( b )

電源

ワーク

RAM

コード圓
メモリ

表示制御

員}
尋・

64(612)

入出力
制御

表示制御

、,'審

切換
制御

交字フォント
ROM

ターミナル本体

図 3.三斐ビデオテヅクスターミナルづロックダイヤグラ△
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珊末

業子

16KX4 DRAM

8KX8 SRAM

4KX4 SRAM

切断しーケンスの管理

(2)受信画像データをキャづテンづ叶コルに

より復号

(3)ヘ,りダ部データの処理

(4)マンマシンインタフェース処理

(5)画面消去

卸度

"ノ、 ターソ画面

VT 200

に分割し,これらのタスクに独立性を1寺た

せたため,デバッグや他ヘの流1・Hが簡単に行

える。

また,づログラム容量は, VT200

イト, VT300:30 K パイトであり,

域は VT200:11K パイト, VT300

イトとなっている。

3.3 VT200/'VT 300 の特長

主要な仕様を表3.に示す。表に示すよう

{C この端末は,ランクⅡハイづりツド端末,又

はランクⅢ高密度ハイづりツド端末としての

基本機能をすべて満足しており,更に使用

する上での使い勝手を老慮し,次のような

特長を持たせている。

(1)情報センターとの接続方法,端末/回

線の異常通知など,利用者のための豊富な

案内画面を用意

(2)ワンタッチで,画面/情報センター番号

や口座番号などを送信するため,}00個ま

での短縮番号を登録可能

(3)キーパッドを夕ーミナル本体に収納可能

(VT20の

2 フレームメモリ構成

ド画面

項

示画索

仟仲
二'

月

65 (613)

メモリ書込み

文字の麺類

ノ、

25K ハ

ワーク令頁

10Kバ

FG FG

表 3.メ菱ビデオテ,ワクスターミナル仕様一覧

キ十ラクタセプト

204×248 ドリト

メソセージ情報,コード恬報,パターン梢松

固定表示,スクロール表示示モー

VT 300

Y
h」

OVER/OR wr辻e

標準文字,中形文字,小形文字,拡火文字(倍

高,倍幅,倍苅幅)

JIS 6226 第 1 水翠漢字・非洪字

キ十プテγ用追加記号

JIS 6220 英数字,片仮名

キ十プテソ及び CEPT 用モザ'ク

パターソザ1報 4×4 ミニプロック又壯

8×】2 サプブロック

コード情秘キ十ラクタ単位

16 色

2相 I HZ

1段の塁ソシール

8個まで定巽可(バソファ容量 384/Cイト)

96個まで定姜可(バッフブ容量 3K バイト)

最大10字まで表示ナる。またプロテタト指定

があると「*」にてパデH ソグする。

CRC チェックを行い,伝送誤り検出時には,

ヘプダ部左端に「X」を表示する。

情報セソターとの接絖方法

回線,端末異常時のメソセージ

4寺殊モード使用方法

鍾鋭ダイヤル使用方怯

キー音入/切制御方法

テレビ放送画面との切換方法

100個までの画面番号,口庄番号,七γ夕一番

号を記憶可能

本体に収納可能

21ビγアナログRGBイソタフェース

通恬中/非通信中にテレビ放送画面に釖換可能

RS232C イγ夕フュース右り

ノンげンタレース方式

テレビプリソタと接紕

VT 200

色

繭色数

フラフシγグ

γシ ノレtユ

DRCS

ク 口』マ

キーインモニタ孜示

(単位:個)

放示

Ⅱ珂面

(4)電話機を夕ーミカレ本体ど雛して設陞する場合K便利な LCU

分籬形を採用(VT20の

(5)表示にちらつきのないノンインタレース表示を採用

(6)将来のテレソフトなどに備えて, RS2訟C インタフェースを標準

装備

(フ)ナJンタ側にフレー△メモリを持たせているため,コビー中でも他

の画面にアクセス可能(VT20の

(8) CRT表示面を分割して,標準密度画画を4画画同時に表示

する端末多画面機能を装備(VT30の

(9)端末多画面表示のとき,任意の象現の画面を固定する機能を

装備(VT30の

(1のフィールドでのメンテナンスを容易にするため,ターミナルの白己試

験機能を装備

工フ

ドコビー

408×496 ドット

^

樂内

ATB

固定表示,スクロール表示,多画面表示,端末

多画面表示,象現冏定表示

OVER/OR/AND/EXOR write

画

VT 300

四

イ^

坂縮グイヤル

ー(^

キーパソドの収納

テレビーγ夕フ=ース

テレビ画面切換

汎用インタフェース

テレビ表示方式

.4-^

ノ、^

"一了^

一優ア^

8 個まで定務可(バゞフブ容盲主 1,536 バイト)

96個まで定裟可(バ,フブ容量 4K パ'ト)

,唾^

.ーー^

情報センターとの接貌方法

回線,端末異常時のメソセージ

フ丁ソクショソキーの機能説明

三斐ピ手オテックスターミナル・村土・三沢・今井・手塚

4.むすび

この稿では,利用者端末の中で当西需要が大きいとぢぇられるラン

クⅡ/ランクⅢ端末を紹介した。今後はユーザーやシステ△上の要求K

より,異なった種類,機能,内容の端末が必要になってくるもの巴

老えられ,需要と動向に合わせ商品化を行う予定である。

また,ビデオテヅクスシステムとしては,システムの拙築方法やその構成

品となる情報入力装置,情報センター装置が重要であり,別途紹介す

る予定である。

イ^

不可

8 ビン TTLRGB げソタフェース

不可

'^

ー<^

セソトロニクス社迦拠

( 1 )

参考文献
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一 民生用低雑音GaASFET

、、

30ms

50ms

このたび三菱屯機は、民生用のNチャン才、ノレショットキー1心壁

ゲート形GOAゞ心界効米トランジスタMGF1300シリーズ(4,'"',1爪)

を製.',',イヒしました。

このシリーズは、高"耐をt低価惰な低糊.'GaASFETヘの二

ーズ(コ心えたものて二これし 41,',柯ψ)低騒゛,caASFETには、

①11動化ヌ山心ωワイヤボンディンク'ノバ去②品j村波て'ω'"生

バラメータを杓リJ抑えた超小形ハーメチックシールパツケー

ジの採川③新説に畍1発したGaASFETチッフの檪川等がなさ

れています。

?

特長

.MGF1305

MGF1305は、 S,拐,かし 1くU帯まて"の越低知仟バ小昭川としてりi川,艾

,汁されたGaASFETて",、。 4GHztの矧、、門1旨数力氾.6dB(入lax)、 12

GH.tの知.弁指数が1.6dB(Ma幻と唯界最"h レベルの1丁門1をイiし

ており、マイクロ波帯超低都,ル堀Ⅷ忌1;の初段川FETとして最辿てす。

.MGF1304, MGF1303

MGF1304およびMGF1303は、 S帯かりKW出・まtω低判1,高増畍,訓1

として設訓・されたGOA.FETてす。これしの織郁は、矧ゴ村斤数が

低く、かっ、利剣.が高いためマイクロ1山謡イ氏緋・高垪帆沸1;の初段あ

るいは次段川FETとして辿しています。

.MGF1302

MGF1302は、 S、Ⅲ、かしX化まtの低創行井再啼、小屯力増湘および

兆払UⅡとして,女,汁されたGOASFETてす。

戸

ノ

最小雑音指数,雑音最小電力利得周波数特性

民生j"MGF1300シリーフごよ、 Uιれ1、牝'しく、1h場が仰びている4GHZ

TVR0司リ昜、また今後の市場として抑ⅡJされる12GHZDBS】1i場に

通合した楽子、として火きなり,i饗が川行、Ytきます。

5
Ta=25、C

VOS=3V

{D= 10mA
4

電気的特性(Ta=25゜C)

3

2

機杯

MG

MGF1302

^MGF1303

MGF1304

^MGF1305

MGF1302

MGF1303

0

MGF1304

j〔〔11

条Π

4

外形図

MGF1305

ムミ小知ル1旨数 NFm】n

66 (614)

NFmin

VDS=3V,1D=10mA

2

f=4GHZ

6 8 104

周波数f(GHZ)

工1.4dB

二1.odB

茎0.7dB

SO.6dB

f=12GHZ

叩、
0.5土0.156

4MIN

S2.odB

矧門最小屯力利術 GS

S I,7dB

VDS=3V,1D=10mA

SI.6dB

1.78士0.2

f=4GHZ

20

窒HdB

Jノ

塗12dB

4M刈

窒 12dB

Ξ至 12dB

f=12GHZ
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このたび三蔓屯桃て'は、杤低1.,血ルにⅢt エクストラフーン

を採川した台j所jⅡ換・又U小レ、エクストラグレード、を削発しま

しプC。

一般じ部屋の小t挟気扇を仙川する場合、窓やドアω開剛、

給会UΞ1の幽係等により圧ノJ (1'j御王)がかかることや、 U,やiml

よ 1ルνjと"片も加わ 1)、従米の1灸又U'迎,bu'宍よ多人数のオフ

イス詑み(約51ホン)ωレベルとなりま一上が、,エクストラ

ファン>採川ω新低1,成i、,',uiU滴は、 1叉1 占・鮴征み(約42ホン)

ωレベルとなる低"玉 f'Υ、,艾iil'て"'ヌU二なる゛广ω,1畄みを鮒.決し

ましナζ。

(伊Dクリーンニンパック<.エクストラグレード>の場合

'

クリーンコンハックエクストラクレード

1.
二至

ゼ

1.

'"

、ノ

フィルターコンノΥンクエクストラクレード

むCオ々

新形

桃

('!1社製.',',;1111ン上紬.)

この新低'騒・弁小」社↓、エクストラファンンは村11ど川からj雫業川・

業務川分1芋まて'換ヌU]"1、込風桜の低騒f.イヒを1刈ることがて'き、

喋嶢改辨仁ψ品広く1成力を発邦します。

仟

E-25LH6

EX・25LH

J
゛」"

リξ仙11川.'iイ50 印H2)

特長

クリーンコンパック、エクストラグレート

.葱しU:、 NUI{を低'ドすることなく、約20%の竹逃力化を1劉りました。

.1m梨感をべース、とした,所新なデザインt、沽昂性にも優れてぃ

ます。(シャッター飾易分觧、川凸の少ない削、込)。

フィルターコンパック(エクストラグレード

.ワンタッチ(仙い1介て井のフィルター採川により、フィルター

ω交挟が岫小になり取扱いが一段と丁"になりました。

.フィルターが油朽れをキヘ,ツチし、 1,'引徐のlm倒な沙H"やシヘ,ツ

ターをり,さ一上、 X、:夕H則の111もほとんど朽しません。

キッチンフードファン'エクストラグレードン

.イn1風製挟又UJ.}制1込形て'、 1"^所・企1小W]11"夬気のて'きる戸々上住宅
,、',,・川ω司、惰的商,',',てナ。

.新N1発のフィルターは、洗いりい・'1斗反形状ωバンチングメタル

て,マスキングワツクスωくtがΠ1制畍hlD を途布し沽吊'11をー

1艾と1山 1.させてします'

.マスキングワツクス 0刈北村1.'i',もあります)は、油1、りれなどが

付1','したク'りスフィルターの洗汀,を容易にする刃Π捫発の小溶覗1

判帥、材てす。

50~60゜C ωil,レ」くて'ワツクスカカ松化し、帷いブラッシングてΥ11j井i_

に油朽れとと、に洗い流せます。
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特許と新案有償開放胤Ⅷ川胤肌Ⅷ《國削川削剛棚川

半導体メモリの重要な技術ボイントはメモリセル構造である。ダイナミック

メモリではチッづの 40~50%がメモリセルで占められて仏るので,メモ

リセルの微細化が高密度化,高集積化につながる。本発明は,この様

な背景の、とに高集積化ダイナミックメモリ用セルを提供するものであ

る。

図 1 はダイナミックメモリとして・一般に使用されている 1トランジスタ1

容量型のメモリセル構造である。このメ〒ルルは3線式(ワードライン,

ビットライン,セルづレート)のため,チッづ表面のレイアウトに制限が生じ,

高集積化の障害となるとと,また半導体表面の反転層を蓄積容量の

半導イ本言己'憶装置(特許第Ⅱ82228号)

有償開放にっいてのお問合せ先三菱電機株式会社特許部 TEL (03)218-2136

(ポリシリコン,

セルプレート)
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ノ
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ノ
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(ポリシリコン、

(SI0.)

長山安治・下酉和博発明者

1竃極として利用するので,リーク電流の問題が発生する可能性が

ある。

そこで,本発明では,図2 に示したように,蓄積容量として接合

容量を用いることによりご←ク電流を抑えるととができるぱかりで

なく,2線式(ワードライン,ピットライン)とするととができるため,チ

ツづ表面のレイアウト白由度が増し,高密度化に適したメ〒ルルを実

現することができる。また, P型拡散領域を2段構造としたため,

接合容量が増し,大きな蓄積容量を得るととができるので動作の安

定性が増す利点もある。
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編集兼発行人

印刷所

発行所

<次号予定>三菱電機技報 V01.59 NO.9 衛星通信特集

特集論文

.ハレー彗星観測機器特集号によせて

.ハレー些星観測と深宇宙探査技術

.深宇宙探査用大型アンテナ設備

.大型アンテナの設計

.大型アンテナの精密指向制御

.大型アンテナの据付工票

.ハレー些星探査機PLANET-A槌体の開発

＼
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普通論文

.三焚三次元レーザ加1土機《MELCUT-3DCM》

.日本氣象協会向け氣象情報配集システム

.新形定期券発行機《MELPAS-F》

.自動縫製システム

.新マイクロ波放電光源装置

.《MELCOM DP シリーズ》向け意志決定支援システム DSS八

.高速大容量256K ビッ】、 EPROM

.1メガビット MOS ダイナミック RAM
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^

最大16台の丁イスフレイカ接続てきる

クラフィノクティスフレイM4385-1C

B8562-01

英数・カナ・キーポード

B8963-01

ファンクションキーポード

^
^

M4385-1

グラフィック制御装置

^

菱電機のグラフィックディスプレイ M4385-1Cは、 CAD用

グラフィック端末として重要な高速描画、高速応答を実現。

グラフィックディスプレイは最大16台まて'接続tきます。ラ

スター形としては、きわめて経済的なグラフィックディスプ

レイ装置て't

B8961-89

ディスプレイ装置

B8964-01

1吋タプレット装置

特長

.ヒッキング時間を大幅に短縮。

.エルゴノミクスデザインによる操作性向上。

.薄形キーボード設計

キーボードは、6゜、15゜の傾余斗角度調節がて、きますから、オペレー

夕の好みに合bせたオペレーションがてきます。

.チルト機構の採用(オフ゜ション)

オペレータがみゃすい位置に画面を設定てきるよう、垂直方向

5゜~15゜、左右30゜に画面の角度調節がてきるチルト機構を採用。

.コンハクト設言十

省スヘースを考慮し、 20形ディスプレイをコンハクト設ヨ十しま

した。

様

ディスフレイ

接続装置

項

接

ホスト
^、、

グラフ1ツク

制御装置

.'轟
続 数「コ

・インタフェース

夕連送速度

一文字描画速度ベクタ

グハt クトル口ン

ト<t クトルショ

交字ク夕<t

ピッキング時問

ディスプレイ・りスト・バッファ容量
^

面 イ

色

方 式刀丈

文字種刀弌

,t ドキ

様仕

ディスフレイ MAX16台(4ポート X4台ノポート)

BMX又はSELチャえ、ノレ

30OKB 秒以上

約130nS ドット

約20,000本/秒'(10師/ロング・ベクタ)

約250,000本ノ秒(3血/ショート・ベクタ)

約100,000文字拜'N固定フォント文字)

約0.1~0.2秒

32KB

20インチ、1,024×1,024ドット

カラー8色

ラスタスキャン

ANカナ記号 127字種、漢字200字種

ANカナ依イフライタ型)、フフンクション(32キ→、11イン
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